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芸与をかたちに|

惜 頼 と 創 遣 の l 富士通

富 士 通

• 

プランは立体化すると分かりゃすくなりますL

建築は、 L 、ま ｅｃ ＨｾＺＺｦｾｾ 立つ の時 代 。設計、 施工にあたり、施 主 に的確なアドバイスがで

きる コンサルテイング能力が求められます。そ こで大きな力を発摘するのが、富士通の

C A D/ C A Mシステム。建築専用の設計支援システム IC A D/ B L Dは、企画設計、パ

ース作成から意匠設計 ・構造設計 ・設備設計の実施 設計 まてそ 一貫サポート。さらに

図面の検証・計測まて: 豊富な機能を用意 してし 、ます。施主の希望に合わせて建築計画

を様々な角度から立体化。最適なプランを具体的に、短期間で提案することができます。

建 築 可 能 空間 図 空 鯛 ダ タ ト 平 面 図
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グラフィック

テ・ィスプレイ ・

サ ブシステム

建築には、富士通CAD

. 築E宜骨十支撮 シ ス テ ム

I C A D/B L D  

強築作図の精密化、情ｾ解析システムとの連動 、書 者計算の

自 動 化 な ど、E宣言十 品 質 の 向 上 と 期 間 短 縮 の た め の 一 貫 し た

殺 計 支 彼 シ ス テ ム で す 二 設 計 変 更 に も 柔 軟 か つ 正 慨 に 対 応

し、省 力 化、標準化はもちろん、営耳障，舌動も強力に支慢します.

建 築 施 工 図 専 用 シ ス テ ム

D R E S S Y/S D  

情 造 定 議 ・ 情 造 配 置 ・ 自 動 作 図 ・ イ士 よ げ の 各 機 能 に よ っ て 、

建 築 現 場 で 使 用 す る 縄 体 施 工 図 な ど の 図 面 を 効 率 的 に 作

成 す る シ ス テ ム で す ユ 専 用 プ ロ セ ン サ に 組 み 込 ま れ て い ま す

か ら、即 日 梅 動 、 操 作 も簡 単 で すL

パ ソ コ ン C A Dシ ス テ ム

A.UT OC A DTM 

富 士 通 の パ ソ コ ンF M R シ リ ー ズ (6 0/ 50) で 、汎用 C A Dな

み の ， 先 練 さ れ た 機 能 が 手 軽 に お 使 い い た だ け ま すユ

*  A U T OC AD' 町志オートディスク株式会キ土の登録商掃ですユ本 シ ス

テムは富 士通ピンネスンステムe闘で取り扱っていま杭{ お問い合わ

せ はn 0 3- 5 6 4-0 2 3市市場開発部まで)

富 士 通 楠 式 会 社 電 算 崎 販売 IIt illi 部 干 10 0 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 1- 6 - 1 宮 (0 3) 2 16 - 3 21  1附 大 阪 支 庖 干5 3 0 大 阪 市 北 区 堂 島 ト5 - 17 官 ( 06) 344- 1  1  0 1併

ω スの全開制。富士通C A Dシス子h
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小学校 IEI"I

東京都中央区立佃島IJ 、学校・佃中学校

設 計 監 理 横 河 建 築 設 計 事 務 所

施 工 佐 藤工業・大本組 ・杉山建設共同企業体

空 調 衛 生 高砂熱学工業 ・中央設備エンジニアリ ンク'共同企業体

電 気 川瀬電気工業所 ・国光施設工業共同企業体

-.-A  

2  控寮 と社会/ 円88年 12)1 ';; 

w

出

唱l
」

中旬 ｲ Ｇ Ｎ＼ ｾ 周門 》

/ .  

/  

J  

〆

/  

/  

/  ⑩ 
---..-

1階平面図 1  :  20日日

所 在 地 東 京 都 中 央 区 佃 2 ー l

敷 地 面 積 13，999. 17
m

'  

建 築 面 積 4，686. 15
m

'  

延 床 面 積 2  1，940. 64  m'  

構造規模 S R C、 BI F 、6 F

工 期 昭 和62年 l 月一昭 和63年 3 月

最 寄 駅 営 団 地下鉄有楽町線月島駅

撮 影 綜 合 写 真 社



計画にあたっては、水と紋の n然 資 i以とともに 体育館株 1 階は、ピロティによって都道からの校 ことによって、佃地域とのより深い| 品lわりを持た

「大川端リバーシティー21J の日111住宅の町並に 庭へのルートを確保し、多目的に利用できるクラ せ、児童、生徒の学校への愛治をT i む施設となる

調和した、 ＲＱ 世紀をめざしたＮｲ， ｬｬｲｬ￯ｾｈｬｬ の再整備の フ' ハウスを設け、階上の体育館とともに、地成住 ょう計画した 。 外観を特徴づける化粧ｾ枠による

一環として、 f岡地区の歴史と ir J;t. の下に充実した 民との交換の場として、総極的に利用されるもの 三角形の凹凸校線 、縦に述らなる列車主、 小学校械

学判環境の雌保、地妓性からなる特色をデザイン としている 。 の玄関屋上に架椛されたカリヨン( 背楽を炎でる

而で表現することがテー? となっていた 。 また、この体育館械は、小 中学校用 の体育館が 鋭 ) のフ レームも全て、三角形のモチーフて寸及わ

4制緩な敷地であるがために、小 ・中学校絞合のこ 二IOに椛成されるという、桃造的にリスクのj ¥J i い れている 。 また、小 ・中学校それぞれの屋上には、

の施設は、 小学校棟 、中学校版以 ぴ、体育館械と 建築物とな って いる 。 P C梁の採用による長スハ シンボルとして 、ピラミ y ド状のファーリング(

三つの快からな っている . lli 築 (1/;) には体育館械を ンの ji' (d!ti ，外肢の粍211:化、 立体トラスによる反似 屋外機の桜い) を設け、周辺高層ビルからの視線

挟む形で: A 絞した形態を持ち、向帰化される周辺 の較主化等により、このユニークな体育館械が突 を意識し、怨物のト ップで水平線を打ち破ること

地区に対して、 LI¥'! に. i 1bらな った雄物として、学 現した 。 によ って、法目からの景観上よりシンボリ γ 1 t;，.-

校の独自性を健保し、校庭への胤の影響を少なく デザイン l函に於いては、附田 )11 が形成する三角洲 ものとなるよう意図している 。

している 。 からなる f岡地区の地形的な特徴をデザイン化する Ｈ 小山文雄 Ｏ 償河建築設計 ＧｊＧｾ 務所Ｉ

Ｔ 附ｻ本ｦｉ ｾｬｬ

3  



サン・フレール本社ビル

設 計 監 理 大 林 組

施 工 大 林 組

急激に活性化してきた阿波座の街のー函にアノぺレ

ル企業の本社ビルが完成した 。

敷地は表通りから 一筋はいった 角地で、公園と対

面する 。 この忠まれた敷地条件をいかにうまく rお

かして街なみへの働きかけが出米るかが設計の主

題であり、以下 3 つのコンセプトを定めて計阿し

た。

1  総合設計H i IJ / 交を採用してすっきりした 外観 を

得ること 。

2. 公11日空地のサンクンガーデン及び地階の l吹抜

け空間l を介して、外部と内部を一体化させること

3  硬い然欲的な外壁とコーナーにスリ ッ ト状に

設けた関口とのコントラストで挫物の y ンポル性

を強調すること 。

花間平[ は光に! 感応して時間とともに微妙に変化し

ていく 。 ミラーガラスのIl 日ロ は、防l いの公凶と公

Ｑｾ ｦＮ ｊ ｾｪ 也 の紋を写し込む 。 日がち ｴ むと、ビルの ｉ 別り

が外に i1 1 i れ、カラフルな衣11日やディスプレイや、

人々の行き米する姿が見えてくる 。

I也階と l 階のショールームは IIXI左けと階段によ っ

て有機的に結ばれ、サンクンガーデンからの光を

享受する 。床の向さに変化を持たせたこの場所て¥

時折 7 Ｗ Ｇｾ ションショーが ｬｩ ￮ｩ される 。

ホ人が集まり、心と心がかよいあうか 。というオー

ナーの空n¥J づくりのコンセプ卜が、病気と級制{ が

ｩｴｕｾ となったこのｬＱ ｩ に 、人 々の心をほっとなごま

せるような場を従供できればと与ーえている 。

( 三 谷幸司 、広田和正/ 大林組設計剖1)

4  也祭 と社会/ 1988' 1二12JJ ¥} 



エントランスホール

所在地大阪市西区阿波J l l i 1  - 4  - 16 

敷地面積 549. 86m'  

建築面積 352. 33 m'  

延床面積 3 ，764 .39 m'  

構造規模 S R C、B2、9 F

工 期 昭 和62年 3 月一昭 和63年 8 月

最 寄 駅 地 下 鉄 四 ッ橋線本町

撮 影 島 修一

配置図 ・1 階平面図 1 :  500 

南北断面図 1 :  500 

5  



- 写真と概裂をどしどしお送り下さい。

l … フ ッ ク l 凡例. a  所 在 地 b  敷 地 図Hl C . 建 築 而ftl d  延床蘭 ｦｊｾ e .  椛 造 成 以 f  工JUI g.  j，位都駅

2188 T G滝野川ビルトレーニングセンター屋内実習棟

設 置十. 銭高車且建築本部一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 銭 高 組 東 京 支 社

a  見[ 1;( r.II北区滝型j寸115- 4 1 - 9他

b.  18 .656.  25m'  

C .  2 ，500.  10m'  

d.  6 ，510 . 17m'  

e .  S R C、 3 F， P 1  

f . 1I 11手1161年 4 rJ - I I !I，利 62年 6 )J 

g .  ) 也ド鉄 百11科 三 1.1] 線 新 板 紙 駅

2191 福 岡 市 早 良 消 防 署

2宣 言十. ユニ オ ン殺害十

施 工 ‘ 若 尾建設

a .  ｾＧｴ Ｇ､ ｩｖ ｬｩ＠ dj  1，1.良 i豆( ij 白浜 l

b.  5 ，042. 7m'  

C .  1. 0 15. 0m'  

d  .  2 ，048. 8m'  

e .  R C、 3 F

f . II{{ 和62年 7 rJ - l I l H1I 63年 5 ) 1  

g .  ) 也下鉄州新駅

2194 河 田 邸

設 計 小 南 設 計 計 画 事 務 所

施 工 . 成光建設

a.  J己山奇 ，J i I-j  J;.'，io，' :j r.Bll lf 52- 4  

b  86. 80m'  

c  45. 36m'  

d .  137 .79m'  

e .  R C、3 F

f .  ｉｉＨｈｉｉＶＳｾ 三 Ｑ H- I I 召ヰ1163壬f. 6 Jl

g .  J R凶 日 本 立 花 駅

6  住 寮 と 社 会/ 1988年12 J l り

2189 清原中央公園体育館・野球場

設 計 : 森 京 介 建 築 事 務 所

施 工 熊谷柴田・増泌l 中村・鹿島 ・渡辺 ー水野J V

a  栃木県宇部下 ｾｲｬ￮ｬｎｬ ｬＮＨ工業問地 ＱＴ

b.  99 ，915 .8 m 

c .  16 ，558. 7m'  

d.  26. 664 .6m 

e  体 行 館 R C(小出身J l S)、6 1.3F.、PI TI'球 場・BI、1F

f . lI !l 利 61年 I 1J -j - II( {.f 1163年 3 rJ

g .  J R' j':行11't;' ;r1i 出t

2192 鳴門グランドホテル鯛丸

設 計 . 佐 穂 総 合 計 画

施 工 . 大 林 組

a .  1車J; ，¥V，l IlXl I"I ，nll.sI"IUlf 1:  11，，;(1 iili ' (:大 ( ; 16- 102

b.  2 ，185. 0m'  

c .  1，333.  7m'  

d .  9. 048. 8m 

e .  S R C、 61、8 F、 P I

f  .  1Is.f1l 62年 6 川-1I{{. f I 163年 6 JJ 

g .  J RII'(}I
J I

) 駅

2195 広 島 県 立 盲 学 校

設 計 日本 総 合 建 築 事 務 所

施 工 砂 原 組・大 之 木 建 設 ・堀 田建 設 日興

a .  11:): ，)1打点区戸以下足2- 949

b.  25 ，027. 81  m'  

C  5 ，330. 58m'  

d.  10 ，494 .74m'  

e .  R C、 B 1、3 F

f .  IIH干1162i f. 10Jl - II!休日63年 7 H

E  戸 坂 下 l孟パス{ 苧

2190 ふくやま美術館

設 計 佐 腹 総 合 計 画

施 工 熊 谷 ・青 木 ・大 宗 J V

a  広 ':. 1;以前A山 市 内 町2- 2- 5

b .  109.  790m 

C .  3 ，311m 

d.  7. 007m 

e .  R C、S R C、- fflIS、6 1、2 F

f  .  lI (l -l'1I 61年 10 rJ -II{1利 63年 5 FI  

g .  J R  t' o'， llJ !II( 

2193 県民の浜整備推進事業宿泊棟、研修棟

股 E十 : 白 土 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 鴻 治 組 広 島 支 庖

a .  ｊｫｽ［ ，Ｉ 以安 ｾｭ ｓｬ ｩｬｩ 刈田 ｔ 大守Ｚ大柿 ￬ Ｇｪ ＭＺμｉＧｩｬｬ￬

b.  16 . 610. 64m'  

C .  2. 816. 18m'  

d .  2. 832. 87m'  

e  木 造( 一昔I I RC) 千 家 処( 一 fflI2 F )  

f  .  1I{{.f 1162i l乙8 r J - 昭和63年 6 JI 

g .  J Rl λ 紛仁) ，! l J (

2196 アクセスビル

2宣 言十 三 億 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 大 林 組

a  大 阪 市 北 区 西 天 出;j4- 6- 18

b  718 .23m'  

c  536. 59m'  

d . 3 . 4 21. 17 m'  

e .  S R C、7 F

f . 1I 11利62年 9 n  -1Ii'l -l' U63年 8 J I  

g  地下鉄御堂筋線 ｾￆ ｗＮ 附Ａｪｽ Ｈ



評書

建築に歴史をみる 田 勝 也

られた 11付紙屋が京戸をめざすi ' I 立化の中で分

Ｚ ， Ｑ ＱＱ｝ されて ｽｦ ｾ Ｑ ぷされたもので 、 ある、という ｾｈＮＡＭ ｉ 床

派 い 似 説 を 従 示 し て い る の で あ る 。

おそらく今後の{ 主毛史 ・都r ! i 史 研 究 に 大

な ［ｪｴ ｾ ，ｾｾｾＡを与えるであろうこの仮説に ｊ 持者をし

て 歪 ら し め た の は 、 ひ と え に そ の 枕 J万の斬新

さによるものであろう 。町 民 が 商 い を と も な

う{ 主毛であることを、私達は i采 〈 日 じ て 疑 わ

ない 。 しかし、. ; v ，:者 は そ の よ う な 先 入 観 を ひ

とまず姶てる 。 そして、打11r! i を 梢 成 す る 係 々

な ｩｬｬ きたの Ｍｾｪｩｬ｜Ｇｩ として ｬ 町民を ｪＡｴ え ｬ 立すのであ

る 。 この発 泡Ａ の ｬ 転換が、 ｬ 町 民のｊｩ ｾ ｉ Ｉ ｦ｝ ［ 必ＮｦＮｊ Ｑ の ｦｦｬ ヰ

lりi と い う き わ め て 困 燥 な 、 し た が って 従 米 手

を つ け ら れ ず に い た 研 究 の 目 的 進 行 に 大 き く

パl欲しているのである 。

その Uf '駄の一 つは、町屋と同じ往築費Jil¥'i に

似 し な が ら そ れ ぞ れ 異 な っ た機能をイTす る 弁

純の往きた 一一 寺院の僧坊、 ＼ｉ ｾ Ｇ 下級役人の家、

門 催 、 伐 リIjI ( 出など一一一に活 J1r ! . することを可能

た ら し め た こ と で あ る 。 IUTffi が 挫 築 史 学 の 関

心の対象とな っ てこのかた、それは ＧＭ ｩ ［ ｾＧ にも皮支

配 {'i の 居 住 す る 住 毛 と し て 、い わ ゆ る 民 家 の

ー 形式とみなされてきたのであるが、' ; ; ; ' f ' i は

そ う し た 領 域 を 越 え て 広 〈 都 市 に あ る 建 築 併

の rl ' に 町 民 を 正 し く 位 世 づ け た の で あ る 。

そ し て 、 そ れ は ま た 、 希 少 な l民]j忠 史 料 の 克

服 と い う 効 果 を も た ら す も の で も あ っ た 。 行I1

r! i に お い て II r[ 出 は 公 的 に 圧 倒 的 多 数 を IJj め て

いたのであり、まさに者11市 空1: :] を 特 徴 づ け る

; Y ( 裂な処きたであ った こ と は 微 か で あ る 。 であ

るのに 11汀屋は、あくまで町の屋、r ! ' i } 1二の家で町

あ り 、 庶 民 の 家 で あ り 、 無 名 の l ( の 住 ま う 家

であ っ て、め っ たに表舞子 ［ に ｾｦ 場することは

なく、公のえじ主主に記されることもほとんどる

い。 もちろん |珂イTの名手かもなければ、居住者

カワ佐なのかわかることもないのて伊ある 。 した

が って、たとえば公家や武家なと' の」二府 の 住

宅にくらべて、その成立Ａｴｊ ｬ のＺￆｾ患を知るため

に仰ることのできる史料はきわめて少ない、

と右、i主は考えていた 。 IIr[ 屈 は r'i イにから中守世、

jli: Ilt 、そして .EJL，(I に 至 る ま で 航 尖 に し か も 縦

M(I(J に存イ1: し な が ら 、 な お か つ そ の 実 態 の と

らえ lif い、厄介なものと巧えていたのである 。

そうした ｈ 汀左足の成り立ちを巧える ｉＺｾ に 、 ｊ 究者

が純粋にｾ主 ｾＩＡｪ ｛ｬ ｜Ｇｩ の ー っとして ｉ Ａｉ｛屈を比也し

たことは 、 そ こ に 新 た な 実 態 解 fVJ の た め の 四

則 的 な i立を切りJ } f] くものであ ったわけである 。

な お 、 巻 頭 に は 本 J} を迂k';;; に し て 急 逝 さ れ

たげす? の業*1'[ な ら び に 本 必の成米; が稲垣栄三

氏によ って. i A べられ、また巻末には歴史学の

」工場から義江市長夫氏による丁寧な解説があ っ

て大変参考になることを付ーけ加えておきたし、。

(  11 - 1 ' 学術保興会特別研究員 ・京行11大' 手研修以 )

蕗

日本の伝統的なI ' i ! Ir! i Li : 宅てι ある 。 その i町町k民昼の 、

村特司に 京 打郎|口iにおける Il i代末カか、ら E中ド |吐止にカか‘ けての

成り王泣立 ｌ ちの ｩ過 ｬ品虫 ｾｦ

!解fJ1(o1叩川リ引j せ ん と し た J拭式みとして t注i主ミ目すべき- 4 本1ド=カ、 J出jμ  
i  

fたこ 。 野口徹. ; ; ; : r  rl1 世・京行11の I HH忌』 が そ れ で あ

る。

全 4 . 4 t で構成される本占: は、多大な成J誌を

含 む き わ め て ::J141 な内容に出i ち 溢 れ た も の で

あるが、とりあえず fiij 時にその概袈を託そう 。

ずｾｾ 1 草 で こ れ ま で の 処 築 史 学 や 歴 史 学

における l町民に |則する主主芸な論点を戦旦II ' 検

討 し た 後 、 第 2 ｝ ｾ ｴ で ｊｉｉ ｲｾ の形成の背後にあ っ

中

央

公

論

美

術

出

版

3

、
8

0

0

円

た ｾｌｅＩ 形式の巧［ｾ［ｾを ｻ ｊ い、国 ｦｬ 五の ｪ 形式が凶有

のものではなく、ｾ仰のＱＭＱ ＨＱ 句をイ了する供給 ｊｾｉｾ

f: i:}川一 般の! 形式であることを ' Jミす 。 お0 3 立 で

『年，，-，行 ・J;絵 巻』 な ど の 絵 巻 物 や 多 く の 土 地

Ｅｾ屍先日以 ｈ 系文 Ｎ Ｑ ｾＮを同捜 ・ ｾＮｲｩＱＺ丘 ｊ ｬ して、 ｵｲｲｬ 五出

Ｎｦ ｊｌ の ｊ 主従条件であるところの、 Ｇｉｾ 安京の布 Ｑ Ｑ ，行

システム くさ先制規定と行門 HjlJ 宅地' ，IIIJ > の iuiJ茨

過れを跡 づ け、 ｈ 汀ＩＭｴｴの ｲｵ 税過 ｦｬｾ を ｉ り ｬ らかにす

る。 さ ら に 、 第 4 ＿ｾそでは， t，世鎌介における町

出にｼ品 ｬ わる然令の分析によ っ て、釘ｾ 3 章 で の

々祭 ｆ 人 ｬ 谷を ｾ ｍ￬Ｇ［ｾＺ している 。 そして、特に本 Ｂ ｾ ｬ ｾ Ｚ

の '1'伎 を む す 第 3 市において、 IIr[ 1五は松下宿

の小さな小 ｬ 廷がｾま っ てできたものではなく、

小 規悦な供給引L i o}，'rとして !li め か わ り に あ て
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ｾ ｬ ｂ たの歴史を知るうえで、現存する処築泣

怖 は jjif よりイT矧1，ぃ 資 料 で あ る 。 し か し 、 そ の

j立川は服史の ，t，で峨々に変化したあとのあく

までも r .EJL，(I :J における '!:f:. で、あるし、しかも

歴 史 に 依 々 し 〈 笈 場 し そ れ ぞ れ の 時 代 に お い

てきわめて豆裂な往ぎたでありながら、 li Y.あ っ

て ii'i えてい った，建築も数多し、 。 そこで-u:に 挫

主任の ｬ 長史を知るためには、 ｩｬｬｾ が現存するし

な い に か か わ ら ず 、 文11? と し て あ る い は 絵 図

として， ￬ｾｈ された歴史資料が大きな役 ［ ｉ ｉｉｊ をＪ

たすことになる 。 rl-' でもビジ ュアノレな ft 半l と

して絵 l支l、 特 に 処 築 を 1;;<1ぶした松原1 ' 桁 1:1( 1、

いわゆる ｩｬｬｾ 徒指図は、読み取るべき ｉｾＡ ，ｾ 'i .;i ; な h';

械 を 合 ん で お り 、 そ の1I Ui 11!( は I:71い。

川 卜 ｾￚ 比 一 ｲ 往きた指図を， ｢Ｇ ￩Ｎむ 』 は、そうした

住吉長桁 1;;<1 を も と に し て 、い ろ い ろ な 処 築 に つ

い て 脈 史 的 A 考察を行 っ た，論文集である 。 4i J F

は Ｑ Ｓ 制からなる 。 以下にｾ成された ､ｅ 文をＱｬｉＡ￭

にヂIJ や す る こ と で そ の 附 成 を 示 そ う 。

「 住ｾＱＺｩ＼ Ｑ Ｑ Ｈｩｪの変溢 ｊ r三 明守的11 Ｇｩｬｾ， ［＠ ，1; 1;;<1に つ い

て J r  ，1，-絵 凶 に み る 仰 、干の処築J r j ，H H文ノ' I< . 'f;

術泉院指図についてJ r竹内門閥、Lii'JJ I(桁 1;;<1に つ

いて J r  (1 }II ＡｉＨ｜ｉ ，Ｇｾ院十行聞について ｊ r  /K 11とノK

}J;( の 械 J r 然 災 付 、 院 付 の 役 宅 に つ い て J r ，亡

被 JtJ l村 柿IUT 人のJ ; r ' i 宅一一一銀 座 J亡年待 中村 lλ l峨

肋 ｉｾｾ 所出リ ｉ ｊ ￍＨについて 一一一 ｊ r 京都近世間I 家 の 宅

地 ｾ ｬ ｦｬｊ と家出、 ｉ ｌ 1(lj J  r  jli: -t ! t における 11汀と村の会所」

r  111 i11: ｊ ド 家 ＱＢ Ｚ品 川 作外図 ｊｈｽＡｊ Ｇｴ ｾ ｊ について ｊ r 必末期l

に お け る 社 以 以 鋭 の 務 制ii ' 1可1m発 に つ い て一

山 城 1Ell Jlj 附 li ，) I : l 神社の天保jLEiit 常一一一」。

このように与一祭の対象として取り l三げ ら れ

た処築は、 " " 止干j¥，，'f; の 伽 舵 ・椛 JI!i 、、子|淀{主i . J }、

川跡 、 Ｇｊ Ｇ ｉｾ 工、点打 Ｑ Ｑ 泣交 ｬ￭ の有 ｉｉｻｊＺ や、将 ＢｈￎＧ 愉 Ｑ 、 ｩ 主 Ｑｉ

iiJi 十]-J 従武 1:の役宅に| 比lするものから、 J;{ ｭ ｾ の

特 権IIJ J 人tti1及 、 町 家 の 定 地;1111 と家出、IL I( IIの|比l

係 、 さ ら に IIJ[ と付の会所に| 見lす る も の ま で き

わ め て 1ム純IHI に』えんでいる 。 しかも、指凶を

主なよりどころとしながら他の多くの| 刈係資

料を縦般に似似することで、 ｬｪ ι に ｩｬｬｾ ただけに

とどまらず、 1.2.; <  Ｑ，幻 ｲｾ たを取りまく ｈ 、 ｈｾ Ｍ ， ＧＧｦ ; ; (が

ｩ ＢｊＧき彫りにされ、歴史における ｩｬｬｾ たと社会の

実中11が 多 f l. J (I(J に (1)/(0 1りl されている 。

本 ，1ｾ ＺにＡｴ ｬ ぶされた名目［命は、Ｇ［［［ＯＱーが ＴＰ 年泣い

Ｑ￭ ｊｆ 究 Ｇ Ｑ ゴ ｾ ｩｬｩ の ＧＱ Ｇ で ｴｕ 会 っ た多数の往きた桁 Ｑ［［＼Ｑ との

対 sltfi によ っ て' 主まれたも の であり、その犬、t . i吊

の i必F I'は、後進の研ヲ1 : / 1 - にと って ft すべ きよ

さテキス卜であると同時に、その対日吊の妙 il本

は 、 位 決 桁 1:，<1を主総内役にして、，h1i:..ri を知l らず

生11 らずのうちに処築I : f .Ht の世界へと，売 ってく

オL る。

さて、その中で取り_ I ' _ げられていた IUTL; i，は、

ぷ行11や 公 民 な ど ，Ii し、I f f i * - と伝統をもっ行11dTで

は も ち ろ ん 、 多 く の J也万てヴよることのできる

7  



日号 ｬ ク⑫ ＼Ｒｊｾｾ ロ Ｘ

ｾｾフ川アライト Ｉ が
ｾＨ￟｝悶深手ヨ厄日目ム ｕ

E 日 京 電 気 副 子 綜 式 首 主

フ ァイアライトは、制 nのないクリアーな

がi11111化ヵーラス建材で、乙級防火戸 認定 llh。

線膨リ長ヰl がほぼゼロで、熱f J j 曜にあI しても

祢. めて強いという! j i ;殊な性能をも っている 。

サイズは914Xl . 829 と813 x  1. 524のジャンボ。

厚みは ＵＥ 。 争 ｾ￼ｊ ｉｪはクリアーなハイグレード

ノーマルと梨地の3手.B'f i。

カヲログ無料配布中Ｏ ぶしくは、ト， ｨｾ へおＯｉｉ ｊ ｉＮ、合わせ卜さい 。

お問い合せ先一日本電気筒子株式会社建材事業部 東京 (03)456-3511 大阪 (06)399-27211株式会社建材社札幌 (011)736-1135 1111路 (0154) 23-4121 苫小牧 (0144) 74-1651旭川 (0166)48 

5935 帯広 (0155)36-5191函館 (0138)43-0669/ 日本硝子建材株式会社東京 (03)632-7721仙台 (022)295-6341高崎 (0273)25- 3220 f黄浜 (045)661-1531/工ヌイージー建材株式会社名古屋

(052)  522・5491金沢 (0762)43-1 058 大阪 (06)723-5001 広島 (082) 284-4591 高松 (0878) 21-6008 福岡 (092) 56卜3611 鹿児島 (0992)82-5516 

8  控 寮 と社 会/ 1 9酬 . 12J J ¥} 



新建材紹介コーナーNo.161

超 耐 熱 結 晶 化 ガ ラ ス

ファイアライト

日本電気硝子株式会社

建材事業部

日本建築協会建材委員会

『品 性 '1¥ 位 特 刊 他

千均熱膨怯 l長散 ( 1O-
7

/，C )  30- 380' C  - 3  - - 5  

J t  熱 ( cal / g ) al  25' C O.  1  9  

熱 (L; '.q. '1'  ( kcal/m 'hr " C )  al 25・c 1 . 1 8  

官 j主 ( g/ cm' ) 2 . 5 1  

1111 げ 強 I!l: ( k g / c m
2

)  5  7  0  

ヤ ン グ ヰ: ( 10'  k g / c m)  9 . 0  

6世! l主 ( モース) 7  

. f  般 性 (mg / c m
2

) 5  %  H C L  

0 . 0 3  

9O' C  24hrs 

. f ア ル カ リ 性 (mg! c m
2

)  5  %  Na，C O， 
0 . 0 8  

90・C 24hrs 

ｊｾＸＴＰ ・ｴＺ Ｉ

加 熱 が 然 il f，( r.l Srli ガス ( 11 ，0 0 0 k  c a l/m' ) 

たわみ ｩｬｬｬＩｾ 主 試 験 体 の ) 1' 加 熱1111) 中央官)1で 1 f:均所に

スチーノレスケーノレを取り 付 け 、 そ の

移正f)J J，: : を illl) i-E。

- 試 験 結 果

i妖め殺しファイアライト ( 鉄 製 サ ッ シ お よ び ア

ル ミ ニ ウ ム サ y シ ) は、 11(1平日 34年 i l l 設省管ポ白1 ¥2 5

4 6サに# i . 定する防火性能" 式験に令絡した 。

風圧 力 ｫｾ＠ cぜ 使 用 可 能 曲i附 . m

風力 f嘉数 地 上 高 10m 16m 20m 2 5 m 31m 40m 5 0 m 75m 

風 庄 力 152 192 203 215 227 242 255 283 

C= 0 . 8  

N- O( 駒"' ) 2. 22 1. 75 1. 66 1. 57 1. 49 1. 39 1.32 1. 19 1. 11 )  

風 圧 力 190 240 254  269 283 302 319 353 380 

C =  1. 0 

N- O( Som)  1. 77 1. 40 1. 32 1. 25 1. 19 1. 11 1. 05 0. 95 0. 88 

風 圧 力 285 360 381 402 425 453 479 530 569 

C =  1.5  

ｎ Ｍ ｏ Ｈ ｾ 明Ｉ 1. 18 0. 93 0. 88 0. 83 0.79 0. 74 0. 70 0. 63 0. 59 

A: N司 Oの ( j ; 1l I 可能曲! 楠 ( m')

ｰＺ ＮｭＭ ｊ 十嵐圧力 Ｈ ｫｾ 耐 Ｉ

。 係 数 (5回一1 . 0)

l  : N-Q円似厚( 闘 )

'11位 ・ 聞

知辺 ' . 1て辺 508 610 711 813 914 1067 1219 1372 1524  1829 

508 14 ，300 17，10日 19 ，800 22，600 25 ，300 27，日日日 31 ，000 35 ，000 38，500 46，500 

610 20，400 23 ，700 27 ，500 30 ，800 32，500 37，000 42，000 46，500 56，000 

711 28 ，100 31 ，900 35 ，800 38，日目。 43，500 49 ，00日 54，000 65 ，000 

813 36，300 40 ，700 43，500  49 ，500 56，000 62，000 74 ，500 

914 46 ，200 49，000 55，500 62，500 69，500 83 ，500 

大 阪 干 532 大阪市淀川区宮原4 丁目 1 14 

{ 住友生命新大阪ピル10階 )

京 干 108 東京都港区三国 l了目ト28

( 三回国際ビルディング'3' 皆)

耐 ( 06) 399 2721 

T. I. ( 03 ) 4563511 

札幌 ー仙台高崎・名古屋広島・福岡

必: 築材料て切J 火性能と i重光怖をイf す る 材 料 と し ・低 膨 張 性 ・乙 漉 防 火 戸 の 認 定 番 号

て 、 従 米 総j 入ガラス . tJ' ラスブロ y クこすがJrJ v 、ら フ ァ イ ア ラ イ ト に j 日い られるキJ hi la化 ガ ラ ス の 析 |りj 火戸 第 1171サ 鉄 製 サ ，， ;...- ( i妖め 殺 し )

れ て き た 。 し か し 、 こ れ ら の 材 料 の nn民.!1.'人 として ｮｾ 紡品 は加熱によリ収納する ｽ Ｇ ｕ 立 ｾｉ［ｌｾ を示し、 一 万 ・| 幼火戸 Ui l l 72号・・アノレミニウム合金 1
1
1' /11 

ガ ラ ス の 熱 ;111J れがある . 残存するガラスＱＧＨは ｬｅ の膨 ｾｬｩ を［ｲＮ［すので、 ｬ 両者は J杉村サ ッシ ( i妖め殺し )

今 恒l 上 .l cの 点 を 解 決 す る と 共 に 、制 無 し で 透 明 ガ ヰ ＱＱ 殺され全体として膨 Ｇ［ｌｾ がほぼゼロとなる 。 この ※ フ ァ イ ア ラ イ ト は 9 0 0 X  18 0 0  X 5

t

の サ イ ズ で も

ラス三11，の滋光也.が あ り 、 し か も i妥れた| 幼火性をイf た め 以l互による体似変化が極めて〆トさく、加熱、 ) ，; ) 械のぷ験に令絡し、 m. ( f i !2.主主1! I' Inrj l である 。

するム，H<防火戸、 「フ ァ イ ア ラ イ ト 」 を 似 介 す る 。 冷却時の然応ブJ が ffi ど発' 邑せず 8 0 0 ・C の 急 熱 急 冷 2 .  1) 11工 性 及 び 衝 然 必I交

・ フ ァ イ ア ラ イ ト と は によ っ て も 別 れ な い。 ・加 工 性

1.  ; 透明ム純 l坊火戸 ・結 品 化 ガ ラ ス の 諸 物 性 切断加I工

る がに よ り 所 望 の 微 細 車Jg ａａ を ｬｾｊ ー に ｦｊￎ Ｇ Ｏｬｬ させるこ ラ ス と は 異 な り 、 ハ ン 7 一等の{ 軒並区で似打l させる

と で 製 造 さ れ る 。紡，ll g化 に よ り も と の ガ ラ ス 状 態 圃 フ ァ イ ア ラ イ ト の特 性 こ と が で き る の で 、火 災 H寺の i l'i 火 ii -rj 動 の 妨 げ に は

で は 決 し て 仰る ことのできない，¥':i Ｇ［ｾＱｉ 支 ・ ｬＡＱ［ＱＡ￭￰ ｾｬ ｾ 等 1.  ｾＩｪ 火性能 な ら な い 。

の { 必れた特性 をも った 材 料 に 也 ま れ 変 わ る 。 ファイアライト ( 1伏め殺し) の処設作作ポ I D2 54 6 3  

. 結 品 化 プ ロ セ ス 号号勾に且胤u定主する U防i 火 f刊性1:能，; ぷi吠式験の章付. ' ιt

図 1 にフ T イアライトに{ 似史似j川川1I されている車れ紡J山ι川0守h川;，川'A山lhVtlht' 化 yガゲ てで，ある 。 向い，O' ; 的事をイf し 、 フ ァ イ ア ラ イ ト に よ り ク リ ヤ

ラ ス の 料 品 化 プ ロ セ ス を ぷ す 。特初己主:，f:1l 1戎でi作品虫

さ れ た ガ ラ ス は 、常 温 で は 分相lガラスと H千ばれる

剥 ｌｊ 必の ＧＱｾ なる ニ キ ｉｊ のガラスの ｩｕ 令状態にあり Ｈ｡ Ｉ 、

これを 19I'I-E の } I. i品 i主役ーで8 0 0・C ま で 加 熱 す る と 微

調11 ながf M，.f&ヵ，ｉｦｾＯ ｪ｜Ｈ［ さｴｌる Ｈ｢Ｉ 、さらに ＹＰＰ ・ ｃ に Ｑ ｊＱＱ ＿ｾもす

る と 紡 品が 折 山 、 成 長 し 、紡 品 化 ガ ラ ス と な る (c) 。

ファイアライトは巾「熱 ｾ ｉ 二 品川 ｊ ｅ 化ガラスから成る

透 明 で制の無し、 ム純| 幼火 r; である 。 ファイアライ

トに ｦ ｬｬＺ ｊ ｉｉ されてし、る車 ｎ ｍ ， Ｑｬ ニガラスは荷 ｾ ｪ Ａｬｬ ｩｾ ｾ に ｊ ｩＢ ｩ ［｜ Ｇ

にリ血〈、火災 11与のむ'，))11 熱によ っても' ，lfIJ ;I' t ることカぜ

な く 、 火 炎 を 安 全 に i盗断できる 。 さらに、総! の無

い ク リ ア な 材 料 の た め lリ11僚な悦野を雌{ 以でき、J l f . J

ｊ 皮Ａ必Ｎのある ｩｬｬＪｾｊ 叫が科られる 。

2 ，華人，i l『化 ガラス

車内品化ガラスとはガラスセラミ y クスとも H予ぱ

t L 、ガラスというよリむしろセラミ ッ ク ス に 近 い

特1' ' 1: をも っ た 材 料 で あ る 。 結 tii ，化ガラスは特妹な

組成のガラスを ｩ 容倣 ー 成 ｊｦ ｾ した後、同 ｉｾ 熱処理す

ぷ泌 総]
v示。1と:.-，三百三; ｾＮＺ Ｎ ＺＮＮ Ｚ＠ ι F  

u乙γ .- .; :: 川町三 三千:

f': (' :; 。ザ九九・:，" ::::.:.

下 、 日 ，::. ;.: :; i.:

イ ＺＺｴ［ＢＺ Ｚ 三 ιＧ ， ＧｾＷＧ ＧＺＧＺＺＧＺｾＭＺｦ＠

l  

(a) 分相 ガラス ( 同 紘 形 成 (c) 結山. 化ガラス

常 溢 8∞℃ー l hr 低地吃ー l hr

図 1 結 品化 ガ ラ ス の結 晶化 プ ロセス

表 1 フ ァイ ア ラ イ ト の 外装 使用 可能 面 積

1止m 可 能 Iftih'l A  = 笠三 ( t +乙)
p  ，. ， 4  

衰 2 フ ァイ ア ラ イ ト の棟 準寸 法

- 試 験 方 法

試 験 体 寸 法 内 、J' 法 w7 0 8 mmX  H  178 8 mm X  t  5  mm 

試 験 脱 俗 J 1S A  13 11 - 19 5 9  

80  

生 ｬｬｾ 川防火戸の似 ｪ 火ぷ験 ＩＱ 法 〔

次 70

)) 11 熱 等 級 日Uj 火J l J 2 級 ( 加 熱 11年JfJ J 3 0分 、 松 尚 也 〕

ファイアライトにJ f い、る幸占品 11ニガラスは .iJ1j Ｇ［ ￎ ｾＧ の十反

ガラスと |日l般 に ガ ラ ス カ y ター で υ') 1析できる 。

仰f/j 号))11

切断 lfJ iは他のガラスと同級にベ/ レト{ i Jf 燃 や ダ イ ヤ

モ ン ドにより目< } f J 必て' きる 。

- 火あけ加l工

火 あ け は iill'i i ' ; ダイヤモンド工共により行うが、A i !

1'1' i&: )) 1 I 工もできる 。

・衝 撃 強 度

J I S  R  3 2 0 6 ー 19 8 3に 規 定 さ れ る ぷ 験 ) J 法 て 剣

球 稀 下 ぷ 験 を 行 った結来、ファイアライトは. i J 1 j Ｇ［ￎｾＧ＠

の 板 ガ ラ ス と 同 等 以 上 の 術 繋 強 度 が あ る 。 強 化 ガ

なキ比携がｻｾトら ｩ しることがわかる Ｎ

100 

I  

i  

_. . . . . . --ペヲァイ 7 フイト 5 岨

l  

1  

/  

j  

90 

ｾ ＶＰ＠

ｾ＠ 50 

ｾ＠ 40 

ｾ＠ 30 

20 

10 

0  

300 400 
5∞ 6∞ 7∞ 

Wave Lengt h (nl )  

図 2 フ ァイ ア ラ イ ト の 可視 光 透過 率

松 本 章/ 建材委員

- フ ァ イ ア ラ イ ト の設 計仕 機

フ ァ イ ア ラ イ ト の 設 計 仕 械 は J 在本的に板ガラスのイ士般にi j I ! じている 。 ここ

で は 代 表 的 な 施 工 法 と し て 4 ) j j ll' し紋を佼 JTI してサ ッ シ に は め 込 む 場 合 の 納

ま り を ポ す 。

唱 h

「

ー

ー

ー

司

|

」

備 .... 

① ν ー リング11: 銅色 y ー リング11

<?)-<， タア ，プf. f :  ｾ ・ 性不電色村

③4ヒ，テ， ，グブ a I タ ネョrプレ ンゴム

主ァ
GW / 4  

図 3 7 7 イ ア ラ イ ト の標 準納 ま り ③/11 ' 11 、②

建 築 と社 会/ 1988年 12// 守 9  
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アメリカにおける民間建築活動の規制・誘導策(その 3 )  

今 [11[ は、ヒ ッツ パ ー グ di 、 ワンントン D.C て寸 l こ れ ま で 、 フ ィ フ ス ア ベ ニ ュ ー フ レ イ ス や

わ れ て い る ユ ニ ー ク な 地 策 、 と く に 自[1 di ;;t! ill. の li'l ド P Gフ レ イ ス な ど 、 約50('[ のデザイン' 併作がれ

[' . 策を '1'心、に、その担正攻。を制介する わ れ た

ピッツパーグ市 ワシントン D.C

( 1) ゾー ニ ン グ 条 例 による 形 態 規 制 ワ シ ン ト ン D.C の 術 の 形 態 は 、 ア メ リ カ の 他 の

ダ ウ ン タ ウ ン は 、 ゴ ー ル デ ン ト ラ イ ア ン グ ル 打 ｛ｉｲｬ￮ とは ｹｾ なり、起 ＱＱＧ ， ｾＱ 帝ピルはなく Ｈ 1] ，11坊 |二の耳II

と11予ばれる 3 川が交法する三角形の地主主であるが、 rJ Iて-" ，:百 さ脱: l i I I が行われており、目[1心地主主で特別に

このI也I或は、 図 1 に が す よ う に C 5 の A - Dの 4 li'l 川 I を' 又ーけ た 場 介 で も 160f t が [1民lit・である ) 、グリ ッ

つの地 ｬ 主，に分けられ、行 ｨＧｴ 咋 ｾｉ 蛇［ｮリおよび ｉ Ｂｊ さ ｪ 孔ｈ￬ ｬｬ ド状の街路制のほかに di 内 要 所 か ら 放 射 状 に 延 び

がｾ I わ れ て い る C 5- A 、Bi 也[ メは '1'心 業 務 J也1又で る 道 路 が あ り 、 こ れ ら が1也のi Ul i i ¥と交手をする場所

あ 1) 、，:':j さ!:J!.:I，II がないが、 C 5 - C 、 D i也IKで は 川 に は ス ク ウ ェ ア 等 が 設 け ら れ る な ど 、 フ ラ ン ス の

に j[ i : づくにつI . L ， ｾ Ｇ Ｚ￮ さが Ｈｬｾ くなるよう規制するとと 百Ilrli ，ili 州の 作 り を た だ よ わ せ て い る 。

もに、 /:':j さ が300f t を睦える控物については、先制11 ゾ ー ニ ン グ 条 例 に よ る と 、 郎 心 業 務 地 区 は C -3  

( たとえば、心i さ が 400f t の往物なら、 300- 400f t A 、C 3- B、C - 3- C 、C -4 、C- 5 の 地 区 に 指 定 さ れ

11¥1の、ドg Jlぷ 1(lj 的は、 100- 300f t 1111の‘ ILgjl ぷ1(lj 仙 の ており、それぞれの 地区 の形 態ｭＮＺｉ ｾＱ 内谷は 表 Ｑ の

68. 2
0
'0以 ド と し な け れ ば な ら な い ) の 形 態 と す る とお り で あ る が 、 と く に ユ ニ ー ク な 施 策 を 実 地 し

う〉じめられており、 C 5  A 、 Bi 也| 夫の処物から て い る の は C 5地 区 ( ベ ン シ ル パ ニ ア ア ベ ニ ュ

の ｉｙｾ ' 1{ を的( ! t : し、 I，.JII 与に ihの ス カ イ ラ イ ン も燃え 地 区 ) である。

る こ と と し て い る 。 表 ! ワシン トンD.C一 都心業務地区での形態規制 ー

I也 区 刊さt J J . 伽|

干手 fl' e  >-1'5  illll 1¥且

'
，1

;'  n三 HI
その他的) [ j i主

C  3 - A  65 ft 4. 0 2. 5 

C - 3  B  70 )1< 1  5. 0 4. 0 

C - 3 - C  90 6. 5 6.5  

C  - 4  110 
調医2

8. 5 制 8. 5 減 3

C - 5  130 
現時3

10. 0 ..5 10. 0 灘5

ぉ，1 附数は 6 附以下とする

;?< 2  j直路恥i Wが110ft):) 1あれば、 130れまで必められる

挺 3 ｉｾＧｾ さ ＱＳＵｦｴ をＮｉｩｬえる ｭｾ 分が ＵＰｦｴ 以上セ ｹ ト ｲＧＺＧ ＮＢＯ クしてい

る.t!!j{t 、160ft まで必め句 IL; る

五 Ｍ ｾ 4  ｲｾＧ ， Ａｩ さカ什 ＱＰｦｴ をニえることカ九必的句 ｉｌ るＮｴ ｾｪｻ 子、谷仙 Ｉ ｴ ｦ L  

10.0まで必めら れる

京 5 ｉ Ｎｦ［ ｬｦｴｩＡ 山ポーナス ［ Ｑ ｾｬｬ￦ がある

へ ン シ ル パ ニ ア ア ベ ニ ュ ー は 、 ホ ワ イ ト ハ ウ

2122)ZT21ff021222T21てJJ 参 照 ス と 議 lぃ;J. をキμ

ーヲレゲ
ア i ケ

ｾ＠ ，(" 

北側のC5-C、C5- D地区

Ｗ ，ト ｉ ｾ 三 ｆ

ピノツモノー力

人 通 : ヒ フ

南 側 白C5-C、C5- DI也区

図 1 ゴールデン・トライアン グル

ードが ｾｪ われる主ど Ｑ EI 家 (l(j 象徴というべきi I f 1 リで

ある( 写 真 1 )  し か し 、 泌 リ の It，j fHl J  I  i  YOT 1)1，1係の

ill 物 が 判 を i坐ねる - )j 、-ftfll リは ill 物 の 左 桁 化 が 進

み J;υ えが( i : しく必fヒしていた そ こ で 、 活 気 あ る

良好な ｊｾＧｰ［ Ｇ￭Ｚを ｩ 収リ ｬ 片すため、 ＱＹＷＲ 年、べンシルパ

ニア ・ アベニュー ｉｊｦｊｾ 公ト Ｑ Ｚ Ｈ P A  D  C ) が 述 郎 政 府

に よ り ぷ ι された 1974i j 人 こ の C - 5i 也区につい

(2) プロ ジェ ク卜 開 発 計画 審査制 度 て7 ス タ ー フ ラ ン が 策 定 さ れ 、 さ ら に ブ ロ y クご

総介，l I i'itj や，i ｉ￯ ｬｩｴｪ 委 Ｑｾ 会の Ｉｊｈ ｾ ｩ トを実現するため、 とに H 休刊j な ガ イ ド プ ラ ン む 竹 IJ 比された( 表 2 )。

ゴールデン ト ラ イ ア ン グ ル 地 域 に お け る す べ て 目

のＮ ｩＡ ｮｾｵ Ｎ ・ｪＧ［ＧｻＧＡが Ｕ Ｉｪ ドルに ｩｴｾｬ たないものを除＼ )  

については、，i I - J l itj 委u会のデザイン' l If 伐 を 受 け る

ことを義務づける制度であり、 1983年; 1i I 仏I : ' された

デベロ ソハーは往ぎた主 ι1'; の 子 Mjj 帯 併 を 受 け 、 そ

の ' 1' で、 ゾ ー ニ ン グ 条例に lIEぃ 「フロジェクト! 日1

Ｉｾ，￬ｉＭｊｬ ｩｴｪ 術作法悦 」 にぷす・ ｉ Ｇ［｀ こついて ｊ 行持され、

その内科は，ｬｉ ￯ Ｑｩｴｪ デザイ ン Ｉ，ｾ ; ¥，ーとしてまとめられる

lli t: 干'!i'i fi は 、 社 Ilit j ii ＱＱ 会が千 ｬ い、ノ広必にｼ捺し ｾＨＧｉ

を つ け る こ と が で き る と さ れ て い る

10 控策 と社会/ 19鎚 午 1211 り

写真 1 ワシントンD.Cのペンシルパニア・アベニュー (右側

に官庁関係のピルが並ぶ。左の建物はスクウェ7291のビル)

表 2 ガイ ドプランの一例( スク ウェア291 )

① 2 倣地は一体(I(JI こ開発 され、つぎにぷす形態とする

現 状

② ｊｉｉ ｪ 主は、 。 ｊｾ 務所 ｊ 三よひ Ｇｩ ｩｬｩ ｊＮ［川途とする l ド昨日11分は

商業、Ａｴ ｣ｾｾ 、レスト ランの ＱＱＱ にＨｊ｜するむ のとし 、 ベンン

J レパニア アベニュ - Hい、では、限定した時1: Ij .mしか刷l

J f I きれない銀行、旅行代l ' ! ! . I ，li のよヲな IlI i主は避けるむの

とする

③ 千Hu呼' は 11. 0とする

@  I1滑部分に アーケードを B泣け. 安全でR しいむのと

なるようにする

⑤ l旺{ 子他物の外Il ，r: 1 _ ! f における也知内安J i は絡しかえて

i品作する

これを実現するため、 P ADCに は 、 土 地 収m、

開発に| 見l す る 弁 .HiJ:Ji.iIi ll の; J ; f 泊、工 ι10 ; の実施、不動

産 売 口 へ の 介 入 な ど の 権 限 が 与 え ら れ て い る 。 一

万 、 開 発 者 が一 同 地 の う ち 50% 以上所行しており、

その位: 理が行われておれば、妓りの土地の取得に

つ い て P ADC の{ t : J l ! J をボめることができ、さらに

歴 史 的 に 保 存 す べ き 雄 物 が 存 イ1: す る 場 合 、 そ れ に

要 す る '{l( 用の助成もよ巨めることができることとな

っ て いる 。

ま た 、 ゾ ー ニ ン グ条 例 に お い て は 、 こ の 地 区 に

つ い て 表 3 に示す干予約ボーナス 11，111立 が 設 け ら れ て

いる一方、 L(I:ilIJ f. IT h であ って も 、 マ ス タ ー プ ラ ン

に) J i づき定められた弁フ' ロ ッ ク ご と の ガ イ ド プ ラ

ンに従って桁持され、 P ADC の/ 兵認を得ることと

さ れ て い る 。

表 3 床 面積 ボ ー ナス制度 ( C- 5地 区 の み)

也 ② 

③床揃1/1ポーナ
ア〆ユ

要 {千

抱テ4 』 スの割合

オ

- 道路に全長にわたり彼し、幅10

勺ンf  

ft 以上、尚さ 15ft 以上

ア

3  ft' l f♂ 

- 歩道および l 階床と閃レ ベルと
令F

ト

し、歩行長のJ l l Iこfj¥すること等

:内守』市M砂4“  t7 H  〈l  

. -'1ιt!J (T)附40ft 以上、日さ 20f ，以上

の ｾｉｉｉｊ
4  ft

2
/ ft' 

- 一般の人々 が入りやすいを/ i l Jで、

適度な! R!IIJ 1 がなされていることと等

. 2 本の平行な道路をつな ぐ、 'f

tt) の幅20f ，以上、高さ 20f ，以上 の

i凶 ｾｬ ｬｉｊであること等 4  f，' 1ft' 

臣告
- 小売lfi 舗jは通行の妨げにならな

い限り設置できる

- ゾーニング委只会は、 l; 午可鋭校

1501$以上の場合

I>>IJ 
に応じて粂1'1 を定めることがで

きる

4  ft' l ft' 

上品 - リハーサル ・合l市などのスペー

12001$以上の場合

えを制11えていること等

8  f，' l ft' 

- 一般の人々が入りやすいもので、 i主務付けられてい

j主| 聞がなされている L の るよ' ) 大きな中庭

経
- 中に水久的な1 . 1 1 造物を芯けない を設けた場合

こと等 15f ，' /ft' 

20戸以上の住宅を設けること

谷村I率1. 0を

m 
IJII える

3主

甘 l ②の ま ｾｦ 午を ｬ 品たす①のアノニティ施 ｅ 立を ｂ 泣けた 場合、

( ③の; 刊合× ①のアメニティ地' " の lfiih'!) のほ 1(liWボー

ナえが必められる

口 2 C  5地区では. I l 日発に吋たリすべて PADCとの協，; 11が必

裂であ' にそ の交渉の 小で、こ iL らのIA<I(lih't ポーナス

i[，111aカ吋吊mさIL る

( 大阪市計画局開発計 画課 広 江 雅樹 )

"  

る|
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設 計 監 理 京 畑ill 祭 事 務 所 施 工 浅 沼 組

兵 庫 県 立 弓 道 場 ........... ...  ・ ・8

設計監理。兵庫県郎市住宅再11営締A

施 工 明 石 上ul 工業

鈴 鹿 市 文化 会 館 ー ....... •••. •••• ... . ・ー・ 10 

設計・東畑主J l 築，)，務所

監理鈴鹿市都市計画部、京畑建築 ')Hii 所

施工 鴻池組 ・酒井正11 . 没共同企業体

志 賀 町 民 セ ン タ - ・ e ・-・ 0 ・ ・・ … ・ 11

設計監理 if_間 口克建築設H' I>務所

地工戸間建設大阪支庖

- ホテル

名 古 屋 東 急 ホ テ ル -・ 2

ｉｾｾｉ Ｇ 監 理 名古屋京急ホテノレ設JI 監理可{ (大休 組 新 作 組)

砲 に 大n . 新 JI 他殺共同企業体

オークラホテル丸 f色 0 ・ ・・ .. . ・・ .. ，・ 4

設 計 監 理 大 林 組

地 仁 大 林 組 ・合 III 工務l苫{]l.:生jli 1.;) ￭ￍｾ＠ J;  101>: 

長良 川 ホテル新館 ・ 0 ・・ ・6 …6  

ｾｊ 十監旦 ｌ 彦谷雄築設計事務所地工 大" 本上本

広島ターミナルホテル 一 一…. . ...... .. ..... ....... 6  

J l 3t 日本国有鉄道下関工事事務所日本ffl{i 鉄道東京ill

築工事局 鉄道会館設計 '1>務所

監J1j ! :  n本国有鉄道下関工，)，事務所 ・鉄道会館殺JI" J>務所

地 c 大林組 7 ジタ工業共同企業101>:

ホテルプラザ淡路

" 主計地工大成主II 設

) j ' ，郁ブライトンホテル・ 日 B

ｉｾ［Ｚｊ＠ ，-底思 nU l 設計地工熊谷総

・* 務ピ J レ

太 陽 神 戸 銀 行神 戸本音11ビ ル ・ e・"・ ・ ・・ 1  

ぷJf 監理安J t - 主J l 築設n' J >務所

ms_C: 竹中工務r. 可・大 林 組 消 水 建 設 大 成ill 設新) t . f [ l

共同企業体

ぐ ら ん ばれ 毎 日 産 業 ビ ル 側 曽 恨 崎 新地 レ ジ ャ

ーピルー

， ＱＱｬｬｾｱ 画工鹿山建設

住 友 銀 行 南 森 町 ビ ル

ふ. 1 監理 日ill.i 主計

ms工鹿島主主政 ' h' 1水i l l $.熊谷組松付組共同企業体

内 尾 家 具 工 芸 社 本 社 ピ ル

I(![ バー監理 口他殺JI 地工 付本-i l l ぷ

コ ー ナ ー ハ ウ ス ド ゥ ・・・ 山 3  

設111・地工 大林組

オ ー ク i工J反ビ j レ ・ ・・・ 0 ・・.." .. .. .. .. .. ・ 4  

，投..1' 施 工 大 林 組

丙 本 町三井 ビ ル デ イ ン グ ー

ふ ， 十 鹿 島 建 設 監 理 三 井 不 動 産 ・鹿島- t l 11没

砲仁 成品主主& 三井挫ぷ共同企業体

ジ ェ ル ベ 本 社 ビ ル ー ・e・e ・" ・・ 6

ｪＺｬ， ｩｾ 安 Ｑｭ 築設計Ｇ￮ 総工竹中工傍附神戸支信

中 間HUJ ビ ル 本 館

，ｾ， ｬ ｴ 監理中 Ｑｴｬ 技術コンサ ｊ レ ｆ ント

地に鹿島- i s i設 大 林 組 7 ジタ工t ，奥村組 j 長lii J企業体

広 島相 互 銀 行 本 底 。・ 6  

， Ｚｾｾ ｦ 監理 口証J l 設計

地1 : 竹中工務応 7 ジタ工業共同企業体

広 島 銀 行 宇 品 保 管 セ ン タ ー … ...... .. . . . "". . . . .... 6  

J.:i ri 十監理 河内筏就設計 '1>務所 地工: J判岡組

サ ン ・フ レ ー ル 本 社 ビ ル ー' "・ e ・.... .... .. .. . . . . . "" 1  2  

ｾ， ｬｦ 監理Ｚ大林組総工大休組

ｾｬＧｬ ｴｦ テレビ・ Ｐ ・ Ｐ ・

ｾｊｴ＠ 日 ｵｬ 設計鹿島 ｵｬ 設監理 ｮｩｬｬ ふＮｾ

施 工 鹿 島ill. 没

・複合ビル

アーバンヒル上町 ・大阪市立社会福祉センター

設計監理白大阪 rl;1主主供給公社 ＱＮｉｬＮ￟ ｾ幻 ｼ

施工竹中工務r . 5

・医療施股

医 療 法 人 協 和 会 ・協和会病院・・・ .. .・ e ・・ 3

ｾｊｴ 監理絵村組｡ｩｬｬＺ ｊ ｴＭ部地工絵付組大阪本 ｉ 訂

中 川 病 院

設 計 箱 工 大 之 本ill. 没

・その他

中 京 相 互 銀 行研 修 セ ン タ ー

ｉｾｾｴ 監理伊藤建築設計 ＧＱ＾ 務所

2  

地 工 竹 中 工 務 明 日本国上開発佳品共 I.;J 企業f . ! (

ウィンズ梅 田 ｂ 館Ｈリフレ ッ シュ工Ｇ ｪＺ ｾＩ ー "  4  

ｾｾｉＮ 監理 日本続馬地設赤怯管nl.s策 r没."" 1>務所

施工 ι 鹿島建設

大 阪 バ イ オ サ イ エ ン ス 研 究 所

‘ ｾｊ ｲ 監理 大阪 dir. sr I i 艶{ 柑局営繕部、 J'J- ド健三 ・5日市 ・1往

築 設 計 研 究 所 施 工 7 ジタ工業

リ バ ー フ ロ ン ト日 興
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設計: K A- MI建築設計事務所

監理広山県住宅供給公社

地 工 日 興

大 塚 製 薬能 力開 発研 究所

号

設計監理 l鹿島建設大阪支庖施工鹿島池設阿国支盾

武 田薬 品 工 業 筑 波研 究 所

設計監理。武田薬品工業工務技術部、日建設計 大阪

施工大林組

クラウンハイム東淀川弐 番 館

設計監理。創来設計施工富士工大阪支応

毎 日 新 聞 摂 津 工 場 •••• ••• ・e ・............ ... .. .11

設計監浬大林 組 施工 大 林 組

ヴィラ ・久 野 暮 ........ . •• •.• •••••• ・ 11 

設計監理 1! 岡工務庖 地工 le岡工務応

蛋白工学研究所・ 0 ・...・ e・e ・-・ 0 …. . . . . .  ... ...... 11 

設計監理。日建設計施工大林組

スケッチブック

2080.  j l ' ，¥荻卜王斎場/ 2081 千代悶生命京都御池ピ Jレ/ 2082

県立郡新商高等学校/ 2083. ｾ質減市文化センター Ｏ ＲＰＸＴ 山

口県婦人教育文化会鉱山口市働〈婦人の家/ 2085 医療法人

厚生会虹が丘病院/ 2086 阿寒町公民館/ 2087 大宮スカイピ

ル/ 2088 ヤナセ名古屋支庖ピル ー

2089 吹田市立 婦 人 会 館 吹 田 市立教育セ ンター/ 2090 姫路

立市大 津中学校/ 2091.箕郷町役場庁舎保健相談センター/

2092 新 械I也被文化広場/ 2093. へノレシー愛ランドハ y ピ ー /

2094 愛 知 県 半 田 土 木 事 務 所/ 2095 東 名 ゴ ル 7 独 身 咲/

2096 グランドスクエア 7 レール/ 2097. 7 イセイタワーピル

デ 4 ング …・ ーーーーーーーー ・・ー ーーーー- … … … … … ・・2

2098 小倉山1 / 2099 南 部 市 民 セ ンター/ 2100.1 1本 生 命 高 松

駅前ビ Jレ/ 2101. [1 本生命鹿児島東急インピル/ 2102. 宮 崎 科

学技術館/ 2103 ベ ル・パークシティ北駐車場械/ 2104. 朝日 ・

日i昌広島ピル/ 2105 星電器製造開発技術研 究所/ 2106 香川

県埋蔵文 化財セ ンター ー ー. . ・ e ・-… 4  

2107 横須賀 市民休養村はま ゅう 山荘/ 2108 大阪本町西第一

生命ピル/ 2109 高岡ワ ンントンホテル/ 2110 熊本市教育セ

ンター ＯＲ ＱＱＱ ＮｩｾＧ 縄県民会館 Ｈ大 展示練 ＩＯ Ｒ ＱＱ Ｒ 医療法人八誠

会守山荘病院体育館/ 2113.1健神戸生活協同組合六甲アイラ

ンド食品工時/ 2114 西 悶 辺 の 家/ 2115 瀬 戸 大 儒 記 念 館/

2116 宗教法人念法真教大分念法寺/ 2117 グランドパレス諌

早/ 2118 朝 日 プ ラ ザ 六 甲 町/ 2119 朝 n プ ラ ザ 新 神 戸 /

2120 菊 昼 本 応/ 2121 秋 mワシ ントンホテルアヰッ 7 ス /

2122 愛知県出議文化財調査センター/ 2123 山一 泣券広島支

底/ 2124. nノ九総本社ピ J レ e ・e・ ... .. .. . . ••. •••••••••••• ••••• 5  

2125 東海銀行第一生命ビルディング/ 2126 岐阜ファミリー

バ タセンターゾーン体育 館/ 2127 ベルy ェ絵戸 I エドケン/

2128 阿世(，センターピル/ 2129 福 徳 相 互 銀 行 伊 丹 支 庖 /

2130. bi U. I 事務所/ 2131 福徳相互銀行立花支応/ 2132 米 滞

ピル/ 2133. 新岡山空港旅客ターミナノレピル/ 2134 別府市南

部銀興閲覧ピル/ 2135 十八銀行平初町別館/ 2136 朝日プラ

ザ長田南/ 2137 朝日プラザ盟中旭丘弐番鉛/ 2138. 兵庫県浜

坂警察苦 ＯＲ ＱＳＹ たんぱ 回国 交特ホール ＯＲ Ｑ ＴＰＮ ｩｾＧ 純県民会館

(会議 械) / 2141 沖 縄 県 南 部 保 健 所/ 2142 沖 縄 県立主芸術大

学美術隙 0 ・e ・e ・. . . . .. .. .. . .. ... ••••. •••••••••• •• •••••••• 6  

2143 秋山 大 町 第 一 生 命 ビ ル デ ィ ン グ/ 2144. MG邸/ 2145.

5 T邸/ 2146. 自動車箆備教育セ ンター/ 2147.111星 座 鳥 飼 物

流センター/ 2148. HN  BUI LDIN G/ 2149 京 阪神不 動 産 新

町ビルディング/ 2150. 下開港国際タ ーミナル/ 2151 下関市

立盟視i幼 椛l剖/ 2152 中野区白紙区民プール・体育館/ 2153

絵下1 t L - c 研修所「はんえいハウス J / 2154 静岡県林業技術セ

ンター/ 2155. さんすい国/ 2156 エ クセル山問/ 2157. ; fr 鉄瓜

生駒ヒソレ/ 2158 西小倉コミュニティセンター/ 2159. J . 5. T. 宇

都宮生席技術センター/ 2160 長束ピ Jレー 7  

2161 小林因別邸/ 2162 下 関市 立中央病院/ 2163 南船 場 大

治ピル/ 2164 盟中市立( 仮称) 北部図瞥館/ 2165 徳島文理大

学志1且校合体育館/ 2166 熊本県立東稜高等学校/ 2167. ? イ

王 国 教 育 公 共 肱 送 局 C H - 11/ 2168 関西外国指大学・教室

1軍・図. ，11館栂/ 2169. GRANPAT IO N Y A MA NOT E( グラン

パティオ山ノ予 ) / 2170 かにえ病院/ 2171. LONT A NO( ロン

ター 1 ) / 2172. 縦縞プラザピル/ 2173 中川雅文 邸/ 2174 六

甲アイランドシティ クリエイトセンター/ 2175.];ミワ町庁舎/

2176. イ ー グ ル ズ ヰ ス ト ホ ー ム ズ/ 2177. 'Wr i  (t  rli 新 庁 合/

2178. 1.珂天王寺悲悶 bi 悶林予u.... ・ 8  

2179 滋賀県立小児保健医療センター/ 2180 福岡市庁舎行政

煉/ 2181 中伝も織本社ピル・倉庫/ 2182 伊東ビル/ 2183 天

満2丁 目 ピ ル/ 2184 九 州 寺 内 本 社/ 2185 ソ ニ ー 広 島 第2ビ

ル/ 2186 第2藤田ピ Jレ/ 2187 大倉建設ジャンポ伊良湖ー 11

11 

号

2188. T G滝野川 ピル トレーニング座内実習棟/ 2189 清原中央

公団体育館・野球場/ 2190 ふ くやま美術館/ 2191 福岡市早

良消防署ー/ 2192 鳴門 グランドホテル鯛九/ 2193 県民の浜登

備推進事業宿泊棟、研修練/ 2194 河田邸/ 2195 広島県立百

学校/ 2196. 7 ? セスピノレ 12 

特別企画

東畑建 築 事 務 所 作品集 ーー e  ・3

国際花と緑の1噂覧会政府苑/ 京都府総合見本市会館ーパJ レス

プラザ/ インテ y ? ス大阪/ 神戸市立王子動物国動物科学資

料館/ 三好町三好公園総合体育館/ 凹辺中央体育館/ 武蔵

野市総合体育館/ シ ティプラザ新大阪/ なにわ会館/ 富山厚

生年金休暇センター(第I期) /吹田文化会館ーメイシアター/

三木市文化会館/ 佐賀市総合文化会館/ 小山田記念温泉病

院/ 医療法人愛仁会高槻病院/ 三重県立一志病院/ ガーデン

ふとう 休恕所ーポー トハウス/ ジャスコ茨木ンヨ y ピングタ

ウン/ モードオリオン新本社ピル/ 興亜火災海上保険日吉セ

ンター/ 御堂筋グランドピル( 仮材、) / 西神セ ンターピル/ 六

甲カントリー倶楽部クラブハウス/ 妙見富士カントリークラ

ブハウス/ 他国駅前南地区第 l l11i ，li 街地再開発事業ーサンシテ

ィ池田/ 河内長野駅前第 l tA市街地再開発事業/ 浜坂町庁

舎/ 愛知県警察本部庁舎/ 大手日銀行山本支広/ 海只福祉研

修会館/ 淡路島南PA道路サービス施設/ 文住館(北九州市)

ホテル物語

総 論

ホテル今昔物諮 ー・ ・・・ 太田土之助 ー 1

対 談 ・これからのホテルー ア メリカホテル業界の

現況とこれからの日本のホテルの動向

高IJ烏有年vst] 、JIi 清一 ー1

各論 I

ホテノレを語る ( アン ケー トとインタビュー) … 1

伝統の蓄積を基礎に新しい実験を試みたホテル/ 佐々木成人

これからのホテルに望まれる個性/ 丹野太郎 Home  away 

from ho me/ 宇田川仰子. 都市ホ テルを 内包したコンプレッ

クス/ 松尾J責巳 マ ン・トゥマンのサービス/ 回附隆新し

い価値/ 柴田陽三 かけだしの郁市ホテル/ 小111正 人間性

と偶然性的演出される建築空間/ 古田敏雄 本当のホスピア

リティ / 横川隆一 大衆文化の指僚としてのラプホテル/ 片

木 篤

各 鎗1 I

ホテル機能の分類 ホテルは日常と非日常のはざ

まで .... .. .... . 1  

担当 小川i久子/ 高田佳子/ 田rl' 直人

資料編

日本のホテルおもしろラ ン キ ング e  ・ . 1

担当・吉村英祐

京 阪 神三都市、ホテル事情。 ・ ••• •••• ••• ••• • 1  

担当 角島健二/ 鈴木克彦/ 問中直人/ 平岡博/ 吉村英祐

軟弱地盤と基礎

総鈴

埋 立 て 軟 弱地盤 と 建 築 基 礎 構 造ー杭 に 頼 ら な い 基

礎 工 法 一 山肩邦男 .. 2  

各鈴 ・軟弱地盤の基礎一位計伊jー

* 京 デ ィズニーラ ン ドの「カリフeの 海 賊 館 」 の 基

礎 構 造 ー .... ...... ... .. 八 巻 昭… 2

六甲アイランドの「甲南大学六甲室内体育館 J

J 工t山i J 1正昭/ 村井 和 雄一 2

芦 屋 浜 シ ーサイドタウ ン、神戸ポートアイランド

広島西部埋立地での設計例か らー埋 立地 盤 に お け

る直接基礎の問題点ー υ 福 井 賞/ 棚橋禿光 .. 2  

セメント系固化材による建築基礎地盤 の 表 層 部 の

改良・ ・・・ ・・ ・・ ー片岡宏治 2  

文化と伝統一東海からの報告

東海の建築作品 (作品作風欄に l旺敏)

座 談会

東海の博物館 浅井時一 / 岡田博/ 中島一 .. . 2  

報 告

愛知県新文化会館( 仮称) 設計競技( 栄地 区)

一進議繁 一 2

東 海の建築地場産業

ヒノキ (木曽) 美 濃 娩 タ イ ル ( 土 岐 ・笠 原 ) 家 具

号

(飛 甥 ・高山 ) 前古焼 ( 四日市) . . . . . . . . 森満郎... 2  

設備における LCCとリフレッシュ

総給

建 築 設 備 の リフレッシュ概観 ・・塩原壮太 . 3  

各 倫

設計段階における設備更新の導入計画

阪 戸 勲 .. 3  

設備診断技術・. . . . ・ 畑 山就 行… 3

リフレ y シュ 時期の判定と保全コス ト(維 持 費)

池 山壮 一 郎/ 回前l博史.. . 3  

リフレ ッシュ 方 法

I  環境改善と空調機器リフレ y シュの実 施 例

。金野義弘 . 3  

2  大 阪 ガ ス ビ ル デ ィ ン グ の 電 気 設 備 改 修 工 事

柳 原 正 雄一. 3  

将来に対するリフレ ッシュ計画一都 市 型 共 同 住 宅

に 見 る - .. .. ....・ e・.. ・ ・寺田 一 彦 .. . 3  

建物の外装リフレッシュ

総 蛤

建設省総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久

性向上役術の開発」の成果と活用ー検木 発 .. 4  

各総 I ・外装材の劣化診断技術

外装タイル張り仕上げの争IJ離 診 断 林 好 正… 4

塗膜 の 劣化診 断. . . . . . . .. ...... .... . . . . . . ・小柴次雄 .. . 4  

ア ル ミ 外 装 材 調 査 . .... ... ••... ー平 林 辰 志 4  

下 地 コンク リー 卜の劣化診 断 ー難波運太郎・・・ 4

杏輸 H ・外装材の リフレ ッシ ュ技術

l 下 地 コンク リートの延命技術 小俣 一 安・・・ 4

2 リフレ ッシュの ための除去技術

2- 1  塗 際 、 塗 装 の 除 去 技 術

プラストを中心とした塗膜除去技術

照明ー良二 一 4

リムーパーによる除去技術i ・ ・ 石 回 初郎 4  

2- 2. 洗浄による外装リフレ y シュ 井 戸 昭三 ー4

3 新 規 仕 上 材 に 更 新 す る 技 術

3- 1  陶 磁 恭 タ イ ル と 吹 付 仕 上 げ 閑 の 更 新

横 川 貞一 .. 4  

3-2 アルミパネルへ更新 福 田 昌 巧… 4

3- 3  モルタルを佼わないタイル張り完全乾式工法

で 更 新 … ・. . .... ........ ...... . 梁 達 成... 4  

3- 4 .  GR Cによる外壁の改修 ・ 白 井 孝 明 ・・ 4

3-5  リフレ ッシ ュに結晶化ガラス 加 藤 秀 夫… 4

都 心 居 住

イン トロダ? シヨン

都 心 居 住 と は 何 か
東 孝 光 .. 5  

エッセイ ・都心に住む一都心の魅力、魔性ー

ネン トワ ー キ ン グ を 楽 し む / 大 村 時 - ・ e ・5

自由自在に都市を使い楽しむために/ 高田 昇

コルティ γ ソに住むロザリーナの20年/ C aterina

Nagami ne  .  ............ .... .  .......・ o ・.. .... .. .......... .. .. ... 5  

市 場 た る 都 心/ 安 在 治

たくあんのはなし/ 芝 静代 ... .. …… 5  

〈都 市一世 〉 は都市に自己実現の場を求めた/ 岡

田 信 幸 ー … … . ... ... . .・・・ ー・…・. . . ・ 5

変貌する過密・都市・香港/ 牛尾好孝ー ........... 5  

A  MA T T E R  OF  CHOIC E/ E li zabeth  Oli ver  

天 津 の 住 宅 環 境 / 楠 本 利 夫 ・・ ・ー… ........・ 5  

下町長屋コート / 谷口康彦・… .. ...・ ー… 5

日本的なものを 一 心に、まちに / Prashant Parde-

shi .. .. .. ..... .... .. .  .. .. .. ・0 …ー… 5

Heart  W areを都市居住に生かしたい/ 徐礼 信

都 市 と 図 書 館 と 私/ 劉京華- ・…. . . .... .. ... 5  

やっぱり人間が好きだ/ 井口勝文・ e ・."... .. .. 5  

ニューヨークから / 林 和 久 .. ...・ .... ....・ 5
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記憶にない都市 / Daiane Durston  

都市のシーン

ランドマークとしての都市、パフォーマンスする

都市 …  高 田 佳 子 ・小 浦久子 ・問 中直 人 5  

モノグラフ

施設分布からみた者11市居住論. . . . . . . . . "白原士郎… 5

スポ y ト

大阪の街と人 問問信幸 ・小浦久子… 5

中園地方の展望とひろしまの街なみ

中国の建築作品 (作品作風欄に既載)

中園地方の優秀建築賞受賞・作品. . . . ・・. . .. .. .. . .... .  6  

座 談 会 ・ひろしまの街なみ・・ ・ ・・・・ ・6

出席者 佐 藤 重 夫/ 山崎 芳 樹/ 荒木英目白

司 会 者 平 本 俊 秋

アンケート ・中園地方に所縁のある方々より 、特

集に寄せて ....... ............ 6  

栄久庵憲司/ 佐 古一 / 佐々木久子/ 森 下 洋 子/

釜 山武 義

広島建築ガイドマ ップ …  ・ ・・ .. .  6  

中園地方のフ・ロジェク ト紹 介 …...・ e ・........ .. ・ 6  

広島西部丘陵都市/ 段原再開発事業/ 宇品地区再開発/ 広

島西部商業街区ビル/ 新広島空港/ アジア磁技大会広島大

会/ 海と島の博覧会 ひろしま/ 山陽自動車道/ 紙園新進/

広島新交通システム3十両/ 呉フェ ニッタス計画/ リバー 7 ロ

ント住宅/ 本州四国連絡矯瀬戸大僑/ 瀬戸大僑博'88岡山/

瀬戸大僑博'88四国/ 吉備高原郡市/ 鳥取新都市/ マリンテ 7

/ ひびき 灘消怨/ 山口 テクノパ- 7 ほか25 市

中園地方のニュース

広島市の公的住宅 (i : i 士田亮子) / 広島I曹の淡水化計画/ 富島

の1ff 景か、対岸のf昔最( 眺望) か

21世紀への照明

総論

照明の現状と未来への指向 伊 藤 克三 … 7

各鎗田照明と生体

視環境と明視照明の設計 ・ 佐 藤 隆二 ... 7  

人 間 と 照 明 一 光 が 生 体 に 与 え る 影 糾 -

.... .. .. .. . 本間研一 … 7

各論囚熊明にかける 夢

灯をともす生物一生物に発光を学ぶー

0 ・・笠井佐夫… 7

建築と照明ーメーカが照明にかける夢ー

ー袴回m生 ー7

ｾ間と照明ーデザイナーが照明にかける夢

ー・福原直忠/ 村 岡 治 彦 一7

照明 ・アメニティ ・都市イメージ 岩井珠恵、 . 7  

資料集口照明の新技術

最近のランプ・・・ e ・-・ 0 ・ ・・ 広 瀬 吉 夫 ー7

ミラーによる自然採光ー ー - 井上雅弘 . 7  

太陽光自動集光伝送装置の可能性 ー 森 敬 … 7

プラスティ ック光ファ イパーによる照明ディスプ

レイ e ・e ・.. ・・下新原義弘 7  

建築空間におけるレーザー ・ディスプレーの利用

ー小寺光男 7  

大画面ディスプレイ技術の照明への応用

- 岩国修司 … 7

調光ガラス ー... ... .. .. ・・・0 ・・0 ・ ー菅谷公一 . 7  

面発光体・ …  ・- ーー ・ー 三崎 進・7

制 振

まえカず皐

制f辰 ・免 震 ・制 震 井 上 笠 .. . 8  

制緩・防振の諸相

煙突等の伽l振 .. •• ー ・・・・υ … ・松本竹二 ... 8  

設備機器の防振装置・ e ・ ......畑 輝 8  

精密、機器設置施設の防振ー軟弱地盤における研究

施 設 - ... ....... ..... .....・ e・-・ 0 内田直樹/ 多賀謙蔵 . 8  

機械振動に対する防振. . .. . ・. . . ・ o・寺村 草2 ・8

大スパン床の防振( 1 ) ープレビームを使用した建物

・・金野千代美/ 樋 口雅 善 .. 8  

大スパン床の防振(2)一太陽神 戸銀行神 戸 本 部 ピ ル

号

.......・ H ・- 辻英- .. . 8  

制緩技術の動向

日建設計の制振技術 寺 本 隆 幸/ 北村春幸… 8

住友建設の制涙技術 .. .・ e・... .. 有馬文昭 8  

竹中工務庖の市1) 振 技 術 ー 木 下 勝 弘 ・・8

林組の制振 技 術 武田寿一 / 寺村 彰… 8

清水建設の制振技術 …..・ e ・- ー横回治彦 8  

資料

免渓建築物建築セ ンター評定物件リスト

ー … ま と め 福山国 夫 日

超高層住宅を考える

民上シンポジウ ム

超高層住宅の住みごこち …..・ e ・... ー .  9  

高 田 光 雄 ・橋本敏子 ・大 橋 博 司 会 加 藤 晃 規

愉文

超高層住宅の計画課題・ 1i tt 和 夫 9  

日本の超高層住宅 高 田 光 雄/ 花野元一 … 9

ベ ル・パークシティ超高層住機計画ー今井哲也… 9

資料

超高層住宅建築データ紹介ー

関西の超高層住宅事例

- 高見フローラルタウン七番街15僚..・ e・- 高尾洋史 . 9  

・ベ ル ・パークシティ G 練 ー 大 橋 博 . 9  

・桜之宮リバー シティ A ブ ロッ ク ( コンペ案)

増 田 仁 . 9  

文献索引

「超高層住宅」に関する定期刊行物掲載記事イン

テP ックス .......... . . . . . . . . . ..... .. .........・・ 0 ・0 ・0 ・・・・ 9

集合住宅のリフレッシュ

総 鈴

集合住宅の維持管理とライフサイクル

… 橋 本 正 五" ' 10

各倫

屋上防水の改修計商ーアスフアルト防水による屋

上 防 水 の 改 修 計 画 … .. .  荒木 孝 ". 10

屋上防水の改修計画一加硫シー トによる既存屋上

防水層の改修 ...... .. ..  ...... .. .... . ・…原盛男 10 

給水管の赤水対策 ...... ・0 ・・ 中尾英明 ・・ 10

ユ ニ ントパスのリフォーム ・ 木村 聡 一10

集合住宅における結露とカビの防止対策

矢野雅博 ..1 0

集合住宅における騒音の実態と対策 ・村林 健 ー10

鉄昔日塗装の改修計画 ・ 山本一人… 10

大阪府営繕

大阪府営鎗建築作品集

勤労者惣の家サンパレスひらかた/ 大阪府立大学学術交流会

館/ 大阪府立国際児童文学館/ 大阪府立少年自然の家/ 大阪

府立交野自立セ ンター/ 大阪府立体育会館/ 大阪府南警察

署/ 大阪府立農林技術センター/ 大阪府立港高等学校/ 大阪

府立病院/ 大阪府営寝屋川大利住宅/ 大阪府営高槻栄町住

宅/ 大阪府営寝屋川成凹東住宅

座談会・ 大阪の文化と建築

..・ e・- 岸昌/ 佐 治 敬三 / 佐野正一・・1日

大| 以前 営給の }jli'J .. ー・ ・・山田和賞"' 10

tll 市景観向上のための公共建築をめざ して 税しまれる公共

建築 をめざして。効果的な維持保全をめざして

大阪府建築部営繕室 "' 10

営繕監の抱負

…甫出裕 紀/ 桝谷芳明/ 八木 常 美/ 図田洋一・・・ 10  

大阪府営繕主要作品年譜と主要作品カイドマ ップ

1  0  

大学の研究者がみた施設レポート .. . .，・ e ・e ・ .......... 10

1) 日藤晃規一国際児童文学館「ギャ 7 ンとな った施設への再訪 J

1) 日藤力 府立大学交流会館 r5B寺からの設計的妙技」 安田孝

一南警祭署「新 しい庁舎イ メー ジを求めて』 凶中恒子ー寝屋

川成田東住宅 「公営住宅は再び時代を先駆け得る かJ

第 35回青年技術者

段E十部門

号 号

松 川 敏 正 ・・ e・e ・..... . . . . . .. .. .... .. . ................ 11 

Iy¥l ll' 下院制大11付ltJI 土)j fifI.:lJ. '¥'!，[ Y; : 院IJ、，γ.

校 コ ス モ ホ リ タ ン 大 阪1，Ii. t(，l，fll ビル

三木 啓 正 ...・ e ・..... ...... .... .... .... .. ............ ....... 11 

J MI I 7 ラネタウンT - 'I! 市大阪カ' スアイテ' アル fi

.'t .I.U:: ;r lifly区l( 文化セ ンタ一等政介地設

岡 本 隆 ……・ 0 ・.... ........ ..... ........... 11 

料 llil シティエアターミナル 1/i 1-1新 IH))に

阪本1 ' 1-. . (j :友銀行北と カ、立:I，!i ダイアモ

ンド リゾートハワイ

万野正明 .••. ••• •• •.•••. ・ 6  ・ 11 

トヨタカローラ昨 ｪｩｬＯ ｪＮ ｾＲ 阪布 ｉｫ［ｾｦｬｬｬｬｬ 'i J.・業所* ，IJ 'I

ｾｩＧｉＡｦ ｩ Ｉｪ Ｇ ｉ ｩＮ版光本社ピル￬Ｎ ＱＱ Ｑ Ｑｩ ｪ， ｾｴｬ 後銀行以大阪止 Ｚｊ ， Ａｩ

音井手口男 e  ・ 11 

大ＮｦＧ ＱＡ Ｎ ､ｩ 文化 センタ一 大阪 ｊＨ Ｎｦ采 ｩιｴ ｾ ｬｾ 自 ｬ￭ 会

館 ミズ/ jJ LIIJ :f' i:¥'J，:i'.Ii-. f，( nlidi!i'jfl}jl ，，) 本部Ji' 合

見城辰吉I ... .... ............... ..... ... . ..... ...... …11 

ff.klll J フロジェクト( コンへ本) . ) 肥後f.:f，シミ

ス' ヒ' ル 人ーI"J'I '. 命大山{ 以後/ij i-

構造部門

石 倉 努 敏 篠田セ ンタ ービルの構造設計 11 

西村勝尚 ー11

起， ＺＧＺｪ 階 ｬ ｒｃｩ 主 ｗｩ 品、 Ｉｾ ｉｋ ｏ＿ ンンヨンの ｦ ， ｙＮｩｩｬｬ 没， ｬｉ

福 森 享 インテ ックス大阪の情造設計 e ・e ・.11

段備部門

角 日青線 大阪明治生命館設備改修工事の設計

古 関 幸 雄 - …  ・e ・.11

W. . i 大微生物術研究会観 i' ，'S'(J}f' :先lリi. ｾ ｉ Ｚ 物 ト

マセンターおよび以後似のツ行11¥1ぷ11iii

施工部門

三木 敏sII .... .... .. ........... ... .... .. .. .. ... ー11

施工管理支援システムの開発と運用

志 水 史 奥 e  ・ ・ e  ・ .... .. .. .. ... 11 

2回の二段打工法による向府 SRC造政合ヒγLの，l!1llij

計画部門

佐々木正人 ー .. .. ....... .... .. .. ... ...... .. ...... . 11 

やI'rり、ーパーランド地 |主尚業 ・J，: f61i血J止さ五、

Ｎ Ｑ ｾＱ ｾ ，［ｉＱ ｉＡｬｪ 従来 競技

建築と社会800号記念

巻頭鈴文

「建築と社会」の歩みと将来の展望

i甫辺銀太郎… 11

復刻鈴文 ・60年前の先遣の提言

協会の進むべき途と雑誌の執る べき方針に就て

池田 ft ・ー11

建築技術の進むべきみちと日本建築協会の将来

八木 幸 次 郎 11 

アンケート

歴代編集委員長より 800号記念特集に寄せて ・「建

築 と 社 会 J 600号 - 800号までの編集方針ー ー11

烏 国 家 弘/ 彦谷邦一 / 松村康三 / 中村甲ー / 前

川陽 一 (代理片倉健雄) / 三輪泰司/ 横 山 誠一 /

井 上 浪/ 長谷部朔郎

座級会

青年技術者表彰者にみる 20年の歩み. . . . . . . . . . ....... 11 

束 孝 光/ 小角 亨 / 藤純正俊/ 井 上 良st J / 岡

田善弘/ 遠藤 剛 生

エッセー

建築と社会の編集を振り返 っ て ・ 松井 昭 光 ー11

讃貰テレビ

グラ ビア

3資質テレビ ( 門川 fi '胤州に l川主 ) 12 

座般会

コンセ 7 トから技術テー 7 へ一 三 f，} 一 体の処，設体

制1-

|制イ正義uj V 柿本縦/ 1 . 忠永 . &文 / li . l '胤久 也ー 12

本文

T  V  ｽｾ，Ｉと ￭ｨ ・ ・…・ー ・・・… ー … 松 本敏郎 12 

処 物 情 成

・建 築 計 画 ・. . . … ....・ H ・-目 ... . . . . . 寺岡俊彦・ 目12

・構造計画… 白 0 ・e 鵜飼邦夫/ 原 克 巳 ー12
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建築の眼

モダンとポストモダン ・街 な み 景 観 庭 ・ 大地長

と予知と心がまえ 1  

j  レーフソレ改造 ・高 齢 化 社 会 と 住 宅 ・ 金 問 と ツ イ ン

21 . 奈良と省庁の地 方 移 転 2  

建築の眼・ 21i 昨日までに ・新 幹 線 と 小 さ な 駅 弁 ・

ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 今 昔 3  

21世 紀 病 ・ 窓 辺 緑 化 ・無 心 - 銭 湯 今 昔 4  

図 と 地 の 逆 転 ・ サ イ ン デ ザ イ ン ・ 風 呂 と 間 合 い ・

億ションと Mans i on' そ し て 兎 小 屋 と 兎 穴 5  

ま ち づ く り の 三 種 の 神 器 ・混 在 と 純 化 ・建 築 ヲ ワ

カクスル也 ・こ ん な も の い ら な い ・… 6

以上 川 崎 清 ・ 原 因 明 治 ・ 出 江賓 ・松谷輝雄

夏 越 赦 ・そして大阪一1 ・7 ス (mass) ・・ 無 駄 な 代

用 。 …

精 霊 流 そして大阪-2 ・素 直 ・数 寄 屋 に つ い て

B  

月見宴 ・そして大阪 3 ・オ ッ ド・安堵が災害七l手

ｾ＠ .  . . . . . . .  . . . . . . .  .. . . . . . . .. .  ... ..  . . . 9 

運 動 会 そ し て 大 阪-4 . 動 機 建 設 現 場 10 

披露宴・大阪らしさ って ・肌理・建物の寿命 11 

除 夜 鐙 ・踊る阿呆に ・メリ ッ ト ・古 地 震 に つ い て

12 

以上舟 橋 圏 男 ・ 巽 耕 一 ・ 三 宗 司 郎 ・ 上 出秀 雄

構造の頁

レーザーによる μ 単イ立に穿孔したセラミックス型

枠/ 羽賀久芳 1  

単 位 水 量 の 低 減 の た め に J AS S 5の改定をふまえ

て/ 大和田精_ . . . . . . . . . . . ••• •••••• •••••• ••. ・ 2  

鉄 骨 構 造 と 溶 接 ロ ボ ッ ト / 北 山 恭 尚 .  3  

外 壁 コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 対 策/ 代 田 五 郎 4  

木 構 造 シ ェ ル ー な ら ・ シ ル ク ロ ー ド1尊から / 久

徳敏治 ー ー 5

全 日 空 輸 附 大 阪O' H .  H A N G A R/ 倉 内 徹 ， 7  

現場溶接の管理ポイント / 丸 岡 義 臣 .... .... ... .. 8  

韓 国 の 建 築 事 情 ー 総 合 貿 易 セ ン タ ー ビ ル を 中 心 に

して/ 斎藤幸雄 ー .•••••••••• 9  

R Cダフソレチューブ' 構造 (4111皆) の構 造 計 画/ 八 木 貞

樹 •Ｎ••••Ｎ••Ｎ•••Ｎ• • ••• •• ••• ••••• • •••.. •••••.•••. . . . . . . . . … 10 

地盤調査そのポイント / 大 瀧 紘 一 … 11 

コンクリート構造物のひひがわれ帽の許容値/ 大野

義 照 . . . . ・・. . . . . . . . . . … 12

設備の頁

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル 用 複 合 配 線 器 具 / 安 井 孝 明

システム天井のがJ 用 / 遠 藤 進 ・・ 2  

最 近 の ビ ル の 電 話 設 備 / 森 山 晃 治 3  

小 規 模 ビ ル 集 中 管 理 シ ス テ ム/ 小 山 隆 文 …・ 4

新 し い ガ ス 給i易機/ 西川辰也 ・・・ 5  

GH Pの 商 品 化 / 高 田 幸 雄

照 明 器 具 の 光 源 の 動 向/ 山本 修 司 •••••••• 7  

AI 群 管 理 エ レ ベ ー タ ー/ 加 藤 芳博 ・・・ 自

衛 星 放 送 受 信 シ ス テ ム / 中 級 康 次

モールド変圧紫/ 秋岡谷正紀ー e ・ e ・・ ....... 10

ビルの排水槽の計画/ 二関勝目IJ .....・ ......... ... 11 

耐食管材に対応したノ勺レフーの開発/ 旗 森 友 義 … 12

W 

施工材料の頁

石膏ボード壁用ファスナー/ 奥村定章。" . . ・ 2

ペースト先練りによるコンクリートの製造/ 牧野

浩保 ・両角畠公 ー 3  

転用型鋼製床板材 コンクリートスチールパネル/

二階堂淳一

屋上駐車場用防水工法/ 池田 定 5  

制振鋼板の特性と建築材料としての適用/ 田中俊

光 ー

曲面を有する建物の量出しのためのテクノロジー/

松 瀬 慶 夫

偏光性主主料/ 鈴木久志

本 設 地 盤 ア ン カ ー / 笹 尾 光 ・・ 1  0  

SSG構法/ 小 野 正 ・..... ..... ......... 11 

法令コーナー

建築基準法 ・同施行令の一部改正( 1 ) ーその背景/

南出和延 1  

建築基準法 ・同施行令の一部改正(2) 木造建築物

関係/ 南出和延 ー 2  

建築基準法 ・同施行令の 一部改正 (3) 一容積率関

係/ 松田洋三 ・…

建築基準法 ・同施行令の一部改正(4) 一道路斜線関

係/ 笠井精二. . . . . . . . . . . . ， ...................，.. ..，.. ••••••••• 4  

「大阪市総合設計許可取扱要綱」の改正( 1 ) / 増田

靖 生

「大阪市総合設計許可取扱要綱」の改正( 2) / 増田

靖生…

アメリカにおける民間建築活動の規制 ・誘導策( そ

の 1) / 広江雅 樹

尿尿浄化憎の処理対象人員算定基準 (] IS A  3302-

1988) / 立成良三

建築物に関する法令の最近の改正/ 大阪府建築部

建築振興諜

兵庫県「都市景観の形成等に関する条例J / 佐田邦

彦 .• •• ••• •..• •.• •.••• •• .••• ••• • •••• • ........・ e・..・・・ .. 10

アメリカにおける民間建築活動の規制 ・誘導策( そ

の2) / 広江雅樹 ................. ... ••••• •• ••• • •••• ••••• ..... 11 

アメリカにおける民間建築活動の規制 ・誘導策( そ

の3) / 広江雅樹. . . . . . . . . . . . . . . . . ，. . . . . •••••••••••• ........ 12 

レポート

R ロジャースと 100人の日本建築家たち/ 薄 田 学

定 点 藤 森 照 信vs竹 山 聖 / 岡 田 浪 平 2  

京 都 一 新 し い 活 性 化 へ の 道 / ユ ー ジ ン ・ベ ン ダ

日本建築協会創立70周 年 記 念 事 業 ・ ヨ ー ロ ッパ研

修旅行「ふたつの世紀末の建築を訪ねて J / 大 川 和

彦 ・ 小 田 修 一 - 山形 政 昭 ・北 村 隆 夫 ・ 近 藤 智 幸 ・

鈴 木 美 智 子 ・佐 々 木 憲 一 - 関 田 弘 志 - 塘 伸 夫 ・

森 下 優 ・柳生 研 太 郎 ・尾 亀 清 四 郎 ー 3  

山陰 の 商 都 ・米子よりのレポート / 益 尾 辰 雄 6  

大正「住宅改造博覧会」の喜子: 展ー箕面 ・桜 ケ丘を

め ぐ っ て 一 報 告 記 / 石 川 康 介 .•••••• 6  

グラスゴー ・ガ ー デ ン フ ェ ス テ ィ パ ル ' 88/ 高 田 佳

子 …

大先輩に聞く

東 畑 謙三( 来畑建築事務所) / 北 村 恭- ・e ・- ー1

高橋慶夫( 高橋上回設計事務所) / 柴田 厚 .  2  

白石登喜男 (藤 木 工 務 庖) / 今井 邦 夫

小 西 山市 (小 西 設 計) / 吉本安邦 …・・. . ・. . . . . . 8  

竹内さく ( 元 ・神 戸 山 手 女 子 短 期 大 学 教 授) / 北 村

恭一・…ー

bei ng 

今 現 陶 ! 日 姫 ー 堤 展 子 / 問 中 初 芳 ・ ・・ 1

号 号

路 上 観 察 ー 藤 森 照 信/ 本 多 友常 ・.......... ・. 2

あ い ま い さ で の 中 で / 安 原 盛 彦 ー ー バー .. . 4

Kensho Abe  布 ・が ・う・た ・う・人… ー ー 7  

川端嘉人 - K A WA R AMA C HI S TR E E T  N O  

OMOS A  P L A N 2/ 北 村 恭 一 8  

川 俣 正ー比燕荘プロジェクト ・/ 建 畠 哲 10 

Gal l ery 

ス パ イ ヤ ー ー釣 鐘 町 の 摩 天 楼 ( 設 計 ヘ キ サ/ 中筋

修ＩＯ小林正純ＢＮ ＮＮＮＮ・Ｎ ｾ ・ 1  

京者日市民国 J O- IN NE X US(設計監理 聖拙社/ 上杉義

雄 ・谷川伸英) / 水川尚彦.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .•.•.••• 3  

L esprit (設 計 婆i主雑建築工房/ 村中 議夫 日高修) / 北

i翠修_ . . ・ e・... . . . . . . . ... . . . . . . . . . . 4  

CIT Y  S C R E E N 1ー 絵下 邸 ( 設計 池上俊郎建築事務

所、池上俊郎 ー池 上 明) / 林 治二 .• ..• 5  

PART Y  A SHI Y A(設計 橋本住宅設計室/ 締本修1 A) /

中 山 隆 ••••.••••••••••..•• • .....・ e ・，..・. . . . . . . . . . . 6  

コラボレーンヨン・スクエア朽木新本 Ｑ｜ 車 Ｈ企画 ｾ ｉＧ｛ 百卜

陥 :ts 環境事業計画日f究所) / 塘 伸 夫 . . •••.• ••••••• 7  

日光自動車学校一L a Rot onda (設計 竹 中 工 務l苫) /

遠 藤 公 介 •••••• •••• • •••••• •• .....，. 8  

A R A T A  HA L L- 大阪大学予定回記念館( 設計清水

建設) / 福地 一 彦 ・ 0 ・0・ . . 9  

兵 庫 県 玉 津 警 察 署 狩 場 台 “春日台派出所( 設計監理

神戸市開発管理事業団) / 宮下車字放ー 10 

P L U M V I LLA G E  V OL - l ( 設 計 ad- Iabo 大 森 一

彦) / 玉 崎 良 和 0 ・ ・11

書 評

「あめりか屋商品住宅J / 太田隆 l言 「生の主l ¥築 中野誠一作

品J t ' J/ 高口恭行 「大江戸観光J / 高岡 n. r東京路上樽

物誌J / 橋本敏子 rVOYAGE D'  ORI ENT ｃａｒｎｅ ｔｓ Ｈ ｊｬｾ＠

方への旅 手帖) J / IJ11lI i島邦兇 「風景と郎市の美学J / 伊丹長自1>

自11 最近の「ウ才 ＭＱＭＷ ロントの ｬ 品 ｊｾｊ 新刊 Ｇｊｾ 情 Ｏ ｬ｜Ｂ Ｑ 同 ｈｊ

利 ノレ・コノレピユジェ生誕百年を回顧して/ fJfj足 勉 1  

r ゴシッ 7建築とえコラ学J /加藤邦男 「恥たちのまちづ〈

り迎動J / 晴樹l畠手[J ・ •.•• ・ 2  

r女のまちづくり宣言 J / 橋本敏子 んぐ γ クミンスター ・7

ラーの宇宙学校J / 伊藤自11自11..... ... ..... .......... ..... .  .... ... 3  

「洋風f: i : ' ISの時代J / 太田隆 fd. r  J レ・コJレピユジェの現在J /

fJf 従 勉 .•.•• ••• • ..............， ••••.•.•••.•••. •• 4  

ブックステーション

新 ｔｾｭＸ 占 「梅田センタービル物認 J r 旋針と開拓者 J r !l:. 

' $; i .を産む J r極4J r装飾と罪悪J rアド Jレ7 ロース J rシティ

ダストコレクンヨン J rpGi 弔文隆の仕事・全31$ J . . . . . . . .  5  

現代にあってクラ y シズムの正統を思う (相川 浩者「連築

家7 1レベルティー 7 ラシシズムの創始者J ) / Jmli 長邦男 r  f'j'， 

ての町伏見J / j
曽洲口和J ・・ e・..・… ー・ ••••.•. 7  

ｲ，ｾ心にせまる 「町なかルネサンス 職・1主・遊の都心再生論 J

(凹端修) / 太田隆 f:'l 説得 tJ のある i王環境デサインガイドラ

インー「居，( . ， j也のよい集合住宅一子ど L のための住環境デザ

イン ・ガイドライン J (湯川利和 ー延藤安 i) 1共. uu / 竹山iti"il

B  

F 台所空間学 J (山口 s{ 宇) / fJl l，i 勉 『町なかルネサンス』

( 旺l端 1妻) / 高口恭行 rJ l > まって{ 王むことは楽しいナ J (延

藤安弘) / 町田f I . . rてつがくのライオン J (工藤 l立子) / 備本

敏子 .•••• ••. ・ • 9  

r 7 ランクロイドライトー挫築家への子紙 J r フランクロイ

ドライトー弟子逮への手紙J /11日藤邦男 「近代初風挫築J /

太悶隆 fll. r都市とウ地 - 1 - 7 ロント J / 増前l品刷L rアイ

デアのっくり方 J / fJ l 必l i I i郎 ・H ・M ・.. . . . ...... 10 

ｩｬｬｾ に歴史をみるー「怨築指ロｼを読む ｊ (川上 質) r中l止京

都の町屋 J ( 野口 i位) / 雌旧勝也 ー 12 

私が読んだ本

十再j丘力学への里帰り一関口武一者「建物とストレスの話J / I H

中 淡 ・. . . . . . . . .. . ••••••• • 2  

「雪あかり 日記 J (谷口吉郎著) / 向日恭行 ・.. . . ... 3  

y ゥトからロースへ/ 土肥美夫 . . . . . . ・ e ・5

7 ン7 方ードとの出会いー「都市と文化」その後/ 高田 昇

6  

建築表現と文章表現のf Ul - r西湾文隆の仕'1>1， 2、3J め編集
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ｇｲＺｉＺＧｾ ニュース …ｬｴｬｲＮ…ｾ･ｊＺｉ…＠
床衝撃音改善型木質床の

性能と開発動向

11; ;今のフローリングブームに i半い、! 末H!i 幣

￬Ｂｦｾ断性能の良い改善明木質床が、社会的る

必 要 lこ迫られて開発される隊になり、れ社の

ＱＴｲｊ 発芯Ｚ欲のＢＺｾまりと ｊ たに、日本建築総合試験

fifr に持ち込まれる木質l永の床j1iI 幣背試験fl 二数

は、. t j >; 試験 . }j {!j設n切り j たに急、別している 。

( 図 ー1 参 照 施 設n切は日向和田年以降のみ占t . J

1を)

ここでは、放近問題にされている位以り木

質床の粍 ［ ｬ ｩ 床術喰音ｾ断性能と、その刷発射 ｊ

fI lJ について述べる 。 図 - 2 に、昭和59年 4 月

以降当試験所でおこな った試験結果を ' Jミす 。

同図の縦申 ＱＱＱ は、現場の際 ｩ ｬＧ ｜ ＨｉＧｾ な ＱＵＰ mm厚スラ

ブ上に施工された場合の l在貼リ木質床の L 数

推定値である 。 直 ｾＨｩ 1) 木町床 の開発に 、|刻し

てここ数年の 14日発過42を振り返って凡ると、

大きく 3 つのH寺JVJ に区分できる 。

第 1 J切( 昭和59年 4 J J - I I 自利6 1年 6 ) J )  

名杜とも l未術懐古ニ改善211 フローリ ングの目

株 L - 5 5 をめぎして試行鈴誤を繰り返して

いた 11与i切。

第 2 JtIl ( 昭和61年 7 )J - l I ti 和 6 2年 7 月)

各社とも次々と L - 5 5 を達成した H寺JUJ 。 こ

の l京凶としては、先行した製品の特徴を i収

入れて il 制民ゴムを合板に制層、合似の袋 I(O

に$J Iii 1Yi) 111工、ク y ション村形状の工夫、な

どの技術が急速に普及したこと、木質床に

対する似いしっかりした床という同定観念

が変化したことがあげられる 。

. 吊

-'-

，if: 

件

数

75 

70 

65 

L  

第 3 WJ ( 日前日6 2年 8 )-j - I I 併日6 3年 llFJ 現在 ) 数 60

各社とも開発目僚を L - 5 0あるいはそれ以

判長

上にあげて、より ｲｾＧｾ 性能の製品開発に取り 定 55

組み始めた H寺則。 I血

50 

45卜

( 件)

500 

400 

200 

100 

L -65 

L -60 

L -55 

L -50 

L -45 

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市藤 白台5- 8ー 1 〒565

電 話 ー( 06) 872- 0391 F A X" ' ( 06) 872- 0784 

業務時間 … 平日 : 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 : Ｙ ・ Ｐ 日 ｾ ＱＲ :  00 

その他

施ぷ

11切1l : 1¥

地投 IHIJ

(I"'i 耐幌市 )

ｊ ｊｴ ｬｬｬｩｬ 刊ｾ

l吸1干》十

，"' jjl 幌 市

3重J必IJI 夫

S53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 ( 63) ・

図 - 1 最近 11年間の音響試験の受託内容

.. 

::il l  JVI 第 2 即1

試行錯誤 L -55達成

*  :  63年 Jn'は ( 4 - 11/ 1 )  

の件散を1 . 51古して '1、
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高性能1ヒ迫ボ

現イ1:、各社とも L - 5 0以上の高性能製品の

| 刻発に取り組んでいるが、同 H，' j に、すでに開

発された しー55製 品の低価絡を目指して、断

面 ｗ ｾ 成の簡略化、Ｏ立ひ』血工の簡略化に取り組

んでいる 。 今後は 、「jえみ Jr 耐 久 性」 そ の他 木

質床として it.l. j たすべき性能全般に配信. した開

発が行われると忠われる 。今後とも、より充

実した製品開発のために日本建築総合試験所

を、ご利用いただければ幸いである 。
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図 - 2 直貼 り木質床の L 数推定値とその性能変化

音 ・熱・ 動 風 圧 試験 室 研 究 員 和 木 孝 男 ( し数が小さいほど、床衝撃音遮断性能は良い)
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除 夜 鐘

夜 回 り のfrl 子 本 や u もうし、〈つ取ると " の '"伏ヵ、l:l. rJ こ え る 中 、 人 々 が 慌 た だ し く 行 き 交 った 下 町 の 大 111，:;:日

は I町中が徹夜をしているような手閉会t であ った。 か つ て 一 日 が 日 没 か ら 始 ま っていたは1の 、 大11ft . 日の夜

はすでに新年であ っ たという、その名残りであ っ たかも安 Ｂ れない 。 まだＧｾ Ｂ 子高 ｕｉ な Ｈ Ｑ 営業や職人の多か っ た

あのは ｩ は、つましく勤勉な日常とたまさかのハレの日への協れ、 ｬ 訓話桝 ｬ への土併的信 ｪｦ ｬｊの ｾｪｦｾ に彩られて

いた 。今 は も う 必 し の 全 て が 泣 か に i，:¥j ち溢れそのような泌裂のJ - ' i 鱗もなし、 。

けれども新年を迎える ｩ 拘に ｩｩｴ ＴＮ ｊＧ ｾ を ｊ Ｇ， Ｇ 付け 、ｼ口 年の悪行やしくじりを忘れょっとの忽いは符から同じらし

く、向 ｉ￮ 走の町の件いをｾＺ ［ｾ Ｎとは変える 。 大 ｈ 毎日の日の出も元日のそれもなに一つ変わらないのに、なぜか

我 々 の 心 性 は 今 剣 「 初」 日 の 出 に 拘 り 、 そ れ も 太 陥 暦 と い う 仕 組 み が 資 し て い る 虚 構 に 過 ぎ ぬ こ と に 気

付かなし、 。 イ ス ラ ム や ユ ダ ヤ の 新 年 は 、 そ し て 「 初」 日 の 出 も 当 然 、 そ れ ぞ れ ま た 別 にある 。

ヨーロ ッ パ人は ｈ 寺 ｉｉｾｊ を直線的に把射して歴史を杭み上げ｜束洋人は同 ｅ 液状に従えて何 ｈ 寺でもやり直しが

効 く と 思 っている 。 我 々 の 新 年 は 、 全 て を 忘 れ る 出 直 し の 時 で あ り 、年合): に繰 り返す 計 画 の 時 で あ る 。

西 同 二 十三 役 札 所 応 Jn山勝尾寺の、似品々たる 37Rの 7ヤは初J 布 の 人 々 を 越 え 、 北 限 の や ま な み を 校 って i#J!.'，

の IHJ にl以い込まれて千j' <  0  i' I七つがI l ，s り終えて、伐る 一 つ が lぬるまでは、新 111の 必 の 伏 II¥J にH与をうたう 。( K ，F )  

踊 る 阿 呆 に

高 校H寺 代 か ら カ メ ラ と 山 歩 き が 好 き で 、 八 ヶFt .周辺へよく出待トけた 。 クラブのやI'II¥J 7 、 8 人 と 行 動 を 共

に し た が 、 カ メ ラ マ ン は い つ も n分 だ った。 スナ ッフ。主 体 の 写 ぷ は 、桜島1したものたーけていもアルバム 10

ilUほどになる 。 そ こ に は た く さ ん の 、 楽 し そ う な 仲間l遠 の 姿 が あ る 。 当 然 の こ と だ が 、カ メラを持 っ て

いる rl分は余り登場ーしない 。 そ のH寺の n 分は雌かにやl'i UJ と 同 じ 楽 し さ を 共 有 し て い た は ず だ が 、 そ の 証

拠がない 。 少し肉 ｉ ｾ れて、幾分か党めた ｉｉｽｾ てつァインターをのぞく ｉ ｾ ｉ 分は、結 ｨ ＺＱ ｊ 第 三 者にしかすぎなか っ

たのか 。言 うなれば、 ｾ ｉｮ る阿呆ではなく、飢る阿呆であ っ たことになる 。

設 計 と い う 行 為 も 、 ど う や ら カ メ ラ マ ン と 似 た と こ ろ が あ る よ う だ。 WIJ え ば 地 主 と 訴 を す る II ;'j も、無迫;

識 の う ち に 一 歩 下 が って、卒11手 の 全 体 像 を 犯 も う と し て い る こ と が あ る と 思 う 。 また設計の中に 「見 せ

場 」 を創ろうとする H寺など、そこに n分 は 世 か ず 、 む し ろ 外 か ら 故 述i な カ メ ラ ア ン グ ル は ど こ か と 、 ス

ケ ッチ の rl-' を さ ま よ い 歩 く で は な い か 。 そして 「も の 」 が 出 来 上 った後はと 言 え は 、 つ つ ま し く 自 分 1'1

身のイメ ー ジの1 i lf i認 を こ そ す れ ど も 、 妹 内 に は 上 ら な い 。建 築 家 と は そ ん な も の 、 と言っ てしまえばそ

れまでだが、 ｈ 寺々は ｾｲｲｊ る阿呆にな っ てみたいとも思う 。 胞主になるのはちと無理だが、せめて設計者の

イメージ通りに ｾｬｲｊ るぐらいは・ ・ ・・ 。 そう思いませんか 。 たくさんの観る阿呆さん Ｑ ( K ， T )  

メリット

松 j丘の jtf[ IIl J と し て 、 公 布 地 伝 託 に よ る Jj';.; たコン ペ が 挑 ん と な り 、 伝 託 銀 行 と も ど も 佳 築 業 界 に と っても

誠 に が こ は し い |以りである 。 そう思いつつ、当・l手ず? の一 以 と し て 傍 わ って 米 て い る け: で 、 放j丘、その間

越Il.( が 比 え て 米 た 憾 な 討 が す る 。 それは 、一 般 的 に コ ン ペ 提 案 内 谷 に つ い て 計 回 集 と 共 に j，- i 託配当の jj j'

記 を 求 め ら れ て お り 、 こ れ は ま さ に 設 計 コ ン ペ の 場 合 の 設 計 笑 と 設 計 料 併 記 の 場 合 と 同 じ で あ る 。 この

-1.J';，は 、: 託手作の仕 ) j を非常・に世11，し く し て い る と 忠 わ れ る 。 計 画事長は良いが信託配当ヵ、少ないと ， 当選楽に

は選ばれない‘ 1¥1.広が生じる 'F も々えられる 。 このまま J.DctITすると、 コンペ当選の目的のために、 'j';. j 長

ＧＱ 中を世ｉｦ ｾ しくするような日制の配当を計上し、そのリスクのしわ寄せを設計入札や、処築そのものの伐の

低 下 へ II ，J( t てしまう可能' 陀が生まれる 。 い つ ま で た っても、経済{ 必先で、日本文化の II'J 上 が 望 め な い 1

つの原| 天| を、再びっくり出しつつあるかもしれない 。 コンペは 、j ilI i古J' i か案か、どちらかに絞 って 競 わ せ

るべきであると思う 。 !Jcj 佐論的には 、単 に フ ロ ー を 発 生 さ せ る の み で な く 、 文 化 の レ ベ ル を 上 げ る 社 会

スト ッ ク を 如 何 に お 航 す る か が 、 本 来 的 な メ リ ッ 卜の追求になると思う 。 これは、目先の事業メ 1) '/ ト

を越えて、ぷ Ｚｊｖ ｉ に 工 〔る社会全体にと っ てのメリ ッ 卜を時保する ＭｩＮ ｊｩ 業百十附の万 ｉ ￍｬ ｊ ヘギ業手法を序々にｯｩ｜ｴ ｪｾ

す る 必 要 性 を な l床し ている。 <建 築 中 業 に つ い て > ( S .  M)  

古 地 震 に つ いて

，1) ぃ挫物の剥千l ' Ｎ 診断では、その組物が椛ｷＮした ｩ 的 ｩ 、の ｊ 也 μ など ＧｉＧｉｊ ればよ ｾ Ｍｦ 干のよいことカ、ある 。 キル、な

ことに、わが匡ｼでは ｩ 卓ぃ ｦｔ からの ｊ 也 μ 記鈷か ･ 手 ｾによく黙 っ ており、参巧にすれば大変ｊｬＮｉｊかることが多し、 。

しかし、劇作 ー のような地 μ 汁もない ｉｉ ＭＡｪ 代に、地 μ の大きさや ｪＱ ｾ ｾ Ｑｊ ［ｴｪ むをどうして長 Ｂ 1) f!j たのだろうか、巧

えると全く不思議なことである 。 ある ｉ 也 μ 学者の話に、 ｉ 也 μ があれば、山災後の ａｾｪ 也をみれば大変参巧

になると 言 う 。 成ＮｦＧ，Ａ ， 、地 μ で生じたｩＱ ｻ［ｾ Ｑ のずれや ｦｪｩ ｬｊ ｨｈ 令もどから 地 ｢ｨ の発生した Ｈｪ ｉ ￍｬ ｊ や大きさを 十 ｦｬｩｩｬｬｩｊ

できると言うのである 。言っ てみれば、 ｨ Ｇ ｾ 才 Ｑ ヵ 、 ｉ 也 ｽｊ､ 十 の役Ｚ， ｉ ｉｉｊ を ＵＱ としていたことになる 。

さ て 、 わ がlい凶J五Jilで は 奈 良 H、

に {μμLぷ: わるように志な. つた。 地 ) j の' 示以 . 1:1-: 五i!. ・や111' 0主には h'; 報: t ) { 似しの義務カ、以せられ、府j に天災に対して

は 示 教 的 な 芯 も あ って、正舶に' 1 ' 1'; 報jJ_、j主が行われたようである 。 それは H与々の '1' 央政再! のNC;l J の ';nl ω に

よ っても、当然' 1 ' 1 ' ; 宇I i の多本はあ った符だが、 臼イ小本》i; f刊l円i

の文文［学ｻ作乍品にも多〈の天災カがｻｾ Ｚ諸托ら ｪれL 、今日に 至 っ ている 。 わが凶の rLi !也μ 資料はや|学 の 発 注 し た 説 代 に

お い て も 、 大 い に 役 ぶ って い る こ と に な る 。 ( H ，K )  
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アメリカでのMI' J}の放映 から 50年、今衛星放送の

ｈ 寺代に ＱＩ ｦＮ ｉＩ ， ｊ Ｓ ＰｽＮＧｾ 年を 迎 える説先テレビ新社民計画

は、 tj i にlEfi'!J iに''' 1波を送り、 映像 を印lる制作工場

から、附 114>: キ- ) ，J の役 11 を烈 しながら大阪ロー

カル( 地) j でなく 地域) 川として、エリアとの双

)j 向の的報ネ ットワ ーク基地への転換のl時期とし

てその基地選定から始まった。

「皮 lI ill としても強力に !ftilli していた21世紀への

情報部di Os  P  ( 大| 仮ビジネスパーク) に街の文

化的報の核として迎えられた前進基地は、将来 J

R駅に街の総のネッ トワー クを直結し、 人々の集

る場をつくり、街へ的報ネットワークを拡げる最

適の場所を得て、新しし汁し刊にへ、新しい街に j)f. J か

れた T V}，J をキーワードにスター卜した。

T V } ，J は、自? 創l市l J 1' 乍のソフト iflll"] からスタ ジオ 、

マスターのハード古 ｉ ｉｉＢ ｊ までら ｬ 川 極の ＩＧｾＧｦＭｬ な分野が同

}Itf する為、十11反する条件が復維にか らむ。

また、激しい技術革新の波の '1' 、今までの各局舎

は皮屯なるm改築で迷路の出11 くである 。新社民は、

これからも続く技術変化 に対応し 、 レイアウト変

_Il!に l耐える為、大きな動脈と、大きなゾーニング

を包合する大きなス トラクチャーを 追求 した。

また、街路fZ1境、対観を最も大 切にした街の i いで、

伝来月iJ 々な柿j戊となるスタ ジオ l洋、技術籾IやT V

絡まで大きなストラクチャーで一体の外装で包み、

ill 築脳外設備からパラボラ l作までピル卜インし機

能的な↑， Ｇ ｊＪｾ 北地のシンボルとして、また、川季や

H射日lの変化を| 映すトータルなフォ/ レムを '=1指した。

J;! IIII 寺性の!! ! ¥ぃビデオの 「缶づめJ ) 羽スタジオは刻i

外へと分化され、カメラがスタジオから生き生き

した現場へ11: ていく傾向の'1-' で、街の中の局舎は、

1.fjの邸J きを Ｑ 政トｾにウォッチングし、 リアルタイム

に送wする“ 現場" そのものである 。

スタジオの小のセッ トとしての背芳tか ら、臨場感

のある幸I m)，J に附季を取り込み、野外の街空間を

引 き込んだロビーまでも生きた背荻へと全館スタ

ジオの以持ちで取組んだ。

しかし T V } ，J のマシンルームは盟域である 。h;: 事Ir

の機以とそれをノT ックアップする主J ! 築機能が シビ

アに 12>]( される 。l暗い部屋でモニターと対的する

姿は、T V ) ，J らしい緊仮l. g ; あふれる 的安であるが、

そこはいl時に創造の場でもあり、安らぎの場でも

ある 。 その型域を越え、索中卜な! 民間への吋能性を

求め、 t枚て T V技術では後進の北欧の T V } ，，j にま

で飛び、( 1 然光を放火l版取り込む努力 、操作卓か

ら防音扉のアルミ 枠まで1 ' 1然の木の素材でトータ

ルにコーディネイトすることなど、マシンルーム

からマンルームへの転換が放送機加を入れる以後

までーお1I ，'j 川をt'i すテーマであった。

今lul の新tUゼ汁阿での事Ir しい挑戦は、企画段階か

ら説 先 ｔｖｈｴ ｊｊｊｪチームの Ｉｪ 々と ｊｾ にコンセ プトを

つくり、ぷ，; 十のテーマへと つなげ、__[ 'Jトに際して

は、 ｊ ｾＧ ｉｈ 見Ａ係Ｎｦ￭ Ｇ ｒ￬ ｬￚの技術 テーマへ展 開した 。

同一的なJ54え) j や、在来技術の枠にはめこまれそ

うな領域での挑戦は、以後 までーはした一体体制

でこそ II J能であり、今1"1のテーマもチ ームも、 i欠

の機会へ大きな! 民j) fJ の芽となるに ちがいなし、。1) f. J

かれた T V } ，J はl)fJ かれた1，j1: ilil Jからであった。

橋 本 巌/ 日建設計



2111け心に 1" Jl 1、“ IJfl かれた テレビjJ ' を11mしたソ フトな外官H・パラボラアンテナはピル トイン





ャ.

l二 クーリングタワーを包むｪ￭ｽ ＩｦＳＨｾｊ な低 ＱＱ ＧＱ 線日 Ｍ［［ｩ 而 ｉ ディテール イ1 正i( I i 見七げ、 l! l i ¥に鋭うモニュメントは新' 白; ｦｾ Ｇ＠ ｦ Ｇ乍 ｾ ｾの妓動 』





事務ｩｖｲ 棟 と現来 事ｾ のジョイン ト 部にひろがるアトリウム空 間 夕刻とともにそのオープンなロビーを外部に比せはじめる





1..: ＺｬｬＨ 可 ｬ 吹山けの蛸 ｾｨ［ｾ 昨日生 む す ｈｊ か泌＼ｩＱｌ人したエントランス ｕ ヒ一、 ＲＱｾＧｩ Ｚｬｾ ￬ｾ ｩ ￭ rr.  ¥J ヒーではt許制 111 Ｈｾせかキ Ｂｌ く

.  
4  

，. 





上 2階四郎よりみる 下 エントランスロビー 右 “全館スタ ジオ" 構想が炭IJfl され、録画織りが進むエ ントランスロビー





2 附tHjlii -li .ロビーよりみる ・JEI(II はぷ米へのf円相i先日基地の抱負をこめた 1"11郎陶! 邸lij ( 茶袋公IYI ft) 



Ｇ ， ｛ｩ肢 の Ｂ Ｎ ｾ I  I併ホワイェωタヒストリ 部分







報道デス 7 を' ，' f!.;!: にリ7 " ，レディムのニュ スコ ナ
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尚附 Ｇ ｊ ￯ｾ ｊ，事 ｵ と低骨ｬｦｊ ￭Ｎ 来 ｢ 担 当日 ［ｴ

建 宮 里 盟 盟 盟 盟

地下 I 1培エントランスロビーをみる
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企画から竣工までの進め方と経緯

ーーー一 初めに、 讃費テレビ新社屋の企画から綾工までみなさん方、それぞ

れの取り組み方や熱の入れ方はどうだつたのかについて、岡本さん

から順次お願いいたします。

岡本 トップからの特命で、まず建築予定地 を取得せよ、というこ

とから作業が始まったわけです。それが昭和田、7 年の秋だったと思、

います。

その問、いろんな符余曲折がありましたが、日建設計の薬袋社長は

じめ、鹿島建設の首脳部の皆さんに、大変あたたかい配慮をいただき、

やっと宿願の敷地 を取得することができました。鹿島さんから敷地 を

譲っていただいた以上、当然、工事については鹿島建設さんにお願い

することは決まっておりました。設計については、日建設計さんにお

願いすることも決まっておりました。

昭和60年の 1月に、このプロジェク 卜に対応する社内的な体制も li 在

立しました。「新社屋建設委員会」が社長と役員、局長で構成され、

その '1' で特に、推進の '1]心母体といいますか、推進部隊として 、「新

社屋建設推進委員会」が誕生しました。 と同時に、その事務局も誕生

しまして、実践のタスク ・フォ ースに当たることになったわけです。

同時に、企画 ・設計の打ち合わせがスタ ー トしました。

テレビ局の設計というのは、東阪の局ともなると、テレビ局の特殊

性から見て、非常に時間がかかるのが特徴です。当初、 1 年半ぐらい

の予定でしたが、何とか早く設計を終えて、着工しなきゃいけないと

いうことで、約 1 年で、企画 ・基本 ・笑施という 3 つの段階を経た設

計を完了することができました 。 従来は、 Ｓ 年 ｾＵ 年というス パン で

設計が行われていたのですが、今回は l 年という、いままでにない設

計期間の短縮に成功しました。これもひとえに 、関係者の皆さん方の

ご尽力の賜ですが、私どもも、 他局の失敗やサクセス ・スト ー リーを

踏まえて、私どもなりの信念を持って取り組んできました。

そして、社内的には、精力的に各部局を集めまして、徹底的に ヒア

リングを行いました。そこで申しましたことは、 「現場重視j という

ことです。報道、制作の現場、スタジオと報道をどうするか、といっ

た問題。特に、スタジオの大きさ、杯数( スタジオ数) 。 また、ゾー

ニングの問題と動線の問題。その辺が設計をスタ ー トさせる上でポイ

ントになったように思います。

橋本 これからのテレビ局はどうしなければならないか、という こ

とを、全く最初の企画段階から始めていって、企画段階で各部局全部

とヒアリングを重ね、コンセブ卜をつくり 、最初の段階はテレビ局さ

んと設計グループで、主要なテレビ局をつぶさに見て回り、工事に入

りだしてからは、 三者が一体にな って確認のために二度三度と回り、

掘り下げて最後までやった。

いままでも、設計の打ち合わせをして行く中で、一貸したテ ーマな

り主契な狙いは設計図の中に盛り込んで、ますよ、ということでやって

いますが、今度の場合は、発注者と設計者と施工者とがテーマと 狙 い

をはっきりさせて 、さらに工事に際して 、どこを掘り下げなきゃなら

ないかという、その辺の作戦会議を徹底してやった。

こういうやり方というのは、手作 り的なよさがあり、 一つのやり方

のモデルになるんじゃないか。それぞれのテーマ別の責任者も 、発注

者あり、設計者あり、工事関係者ありというように、入り乱れてチー

ムをつくってやってきた。そういうやり方が一番の特色だと思います

ね。

岡本 テレビ局というのは、職種が非常- に複雑多岐に分かれており
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ますから、いろんな要望、要求が出てきて、そこで大体つまずいてい

るわけです。ですから私は、意見は十分に聞くけれども、あるときは

見切り発車してしぺ 。責任は全部かぶ るという覚悟でやったというこ

とですね。し、ろんなチャンネルから複数の意見を|昔i きますが、最後は

決断を l州夫にするということです。

橋本 見積りを出 して、や っと工事にかかつてから鹿島さんが決まっ

たというやり方では、なかなかこういう体制はとり得なかったと思い

ます。

徳永 最初か ら当社の特命ということでしたので、我々としては、

設計につきましでも共同設計という立場をとらせていただきました。

ただ、最終的には、見積りとご予算とのギャップの問題がありました

が、そのときは既にだいぶ足を踏み入れて、いろんなお話をしている

だけに、後に引けない函もあ ったし、先ほどからお話があったように、

いずれの場合でも 、日建さんとだけお話しするとか、讃資テレビさん

とだけお話しするというんじゃなしに、いつも日建設計さんもそこに

いらっしゃったし、そんな中で皆さんの決意といいますか、それに取

り組んでこられた今 日までのお立場、そういうものをひしひしと感じ

ましたね。その辺がのめり込んでいく第一 ステップにな ったのかな、

という気がします。施主さんの担当者と、見積りの前からそういうナ

マの声を|制 き、設計の立場の方から、この仕事はこういう形でやる、

という話を前以ていろいろお聞 きするということで、私も自ら 出てい っ

てやりましたね。

そういうスタンスで':fX々としてはスタートしました。

岡本 私どもの立場を非筒' によくこE虫解いただいて、大変感謝して

います。いま景気も少し上向 きで、テレビ業界も若干上向きにな って

いるようですが、この仕事をお願いした頃は極めて経済環境がよくな

くて、大変厳しい状況でした。

その中で、設計段階からコストのことで、ひと月半かけて、ああで

もないこうでもないということで、猛烈な作業をや ったわけです。宿

願だからとい って、 何 をや ってもいいというわけではない。長期的な

経営視点から見て収まるところに収めないと、社屋は立派にな ったけ

ど、社業不振ということでは困る 。社員が立派な社屋に入 って、殿様

にでもなったような気分にな って緩くな っても図る。経営的な視点か

らも、譲るべき点と譲れない点があ って、大変きびしいコスト面の要

求を鹿島さんにお願いした。それに対応していただいた鹿島さんに 、

心から感7射しています。

何故この方式が必要だったか

一一一一 それでは、今回、どうしてこのような方式をとらねばならなかった

のかという点をお話し頂きたいと思います。
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橋本 岡本さん自身が、施設内容についてだけじ ゃなく 、進め方

についても絶対に頑張るぞ、と 言 った背景として、 30年前、テレビ

局ができた頃は、アメリカの見様見真似でつくっていたし、テレビ

局の中というのは制作するソフ トチームからエレク トロニクスエン

ジニアリングに至るまで、いろんな部局が混ざり込んで‘ いる 。 そう

いう複雑な機構だし、複雑な建物である 。 それが技術革新でトどんど

ん動いている 。 そういったところが背景だったんじゃないかと思う

わけです。

岡本 従来のテレビ局は、あまりにもテレ ビ界の変化が激 しい中

で、社屋の状態は混乱 しているように見えました。例 えば、もと事

務所だ ったところが機械室になったり、動線もバラバラになってい

たり、機械室が極めて非人間的であったり、わけが分からない状態

にな っていた。当初は、テレビ界がこれだけ発展することは誰も予

測しなくて 、ただアメリカのやり方や建物をなぞって、日本流に l盟

ｉｾｾ してつく っ たにすぎなか っ た 。 従 っ て、相当困難しておったわけ

です。

そこで、企画段階で日建さんにお願いしたことは、そういうテレ

ビ界の激しい変化 に対応できるような、フレキシブ l レなもの、チェ

ンジャブ1レなものということを念頭に置いていただきたいというこ

とが一つ。

もう 一つは、テレビ局というのは特殊建築物であって、 一部、工

場という性絡を持 っておりますから、単なるオフィス ビルの設計で

はなく 、テレビ局の持つ機能 を重視した上で、なおかつユニークな

テレビ局らしい意匠、デザインを重視したい。 とい って、あまりに

も前衡を気取って 、品格に欠けるものも考えものだけれども、テレ

ビ局という性格上、かなり思い切 ったデザインをしていただいて結

構だし、いままでのテレビ局の延長ではなく、どこかユニ ークなデ

ザインにチャレンジしていただきたい、ということをお願いした言己

憶がこe ざいます。

私どもが入社した頃というのは、 V T R などございません。 もち

ろん白黒テレビです。やっている機械操作もほとんどマニュアルで

した。それがいまや、映像処理にしてもデジタル処理です。マスタ ー・

コントロ ールという放送の心臓部のオペレーションなんかもコンビュ ー

ターで動いています。私は、少しは現場のことが分かつてるつもり

ですが、いま見ても、 何や っているか分からない。受像機です らそ

うですよ 。 いま、壊れたテレビを直せと 言 っても、皆手を上 げます

よ。業務用の放送機器というのは、複雑で大規模なものですが、 よ

く分からなくな っている 。 それぐらいイノベーションというのが早

い。人員構成なんかも、だんだん社外の人たちにリ ー ドオフするよ

うな形に動いてきてます。某キ ー・ ステーションでは、社員 1 に対

し、社外のスタッフが 2.5というふうに逆転現象を起こしています

ので、 例 えば事務所や会議室はどう運用し ていくのか。 また 、一般

的には O A化 とかインテ リジェン トビ J レというような言葉がキーワ ー



ドとして使われてますけれども、そういった{頃向もテレビ局にはあ

るわけですね。一方で、人事 ・労務の管理上からくる問題が錯綜し

ていくという、非常に難しい多元多次万程式ですから、そう簡単に

は向平けないので、内心、佐官己( じくじ) たるものがいまだにござい

ます。橋本さんなんかも、むかし、広島テレビを設計されたテレビ

局のご経験者なんですけど、ポスプロという 言葉はお分かりになら

なかった。当時は存在しなかったからです。 ドラマのっくり方にし

ても、昔とは逃う 。昔のテレシネとは逃う 。今度、日本の民放で初

めて、当社は番組ノてンクを核とする新しい政送システムを作りまし

たけれど、そんなものが出てくるなんて、つい最近まで誰も思わな

かった。 それが現実のものになってきている 。 お茶の間でテレビを

ご覧になってる視聴者の方には、あまり関係もないし、興味ないの

が当たり前かもしれませんが、送り出すIJ!l Iの変化は柑当すさまじい

ものがございます。 この辺は最後まで苦しみました。 いまだに将来

は読みきれません。

一方、将来を見越したキャパシティーの問題をあまりt J :uり下げる

と、コストの問題にはね返ってくるような商もあります。 そういう

意味では、コスト ・パフォ ーマンスも押さえつつ、どこまでキ ャパ

シティーを伸ばせるかという辺りが、私自身、大変しんどかったで

すね。面積的には、旧社屋の約 2 前ぐらいに広げちゃったんですが。

しかし、現場環境を何とかしてよくしなきゃいけない。限界ぎりぎ

りまでいこうという考えもありましたが、コストの制約の中ででき

なかった |節もありますね。

エレクトロニクスや関連業界の進歩は、おそるべきスピードです

からね。初期段階で、外国のテレビ局 一一アメ リカ、イギリス、フ

ランス、 ドイツ、イタリア、デンマーク、ノルウェ一、フィンラン

ドなどーー も調査しましたが、参考になるところがほとんどなかっ

た。 と言っ てもいいでしょう 。 l二|本のテレビ業界は世界の最先端を

行 ってるんで、す。海外の局を真似すればいいという時代は過ぎてる

んですよ 。自ら判断して、白ら構築していく |時代に入ってるんです。

そういう難しさがありますね。ただ、建築に即して 1，101 し上げている

わけで、ソフトウェアなんかは別ですよ 。

橋本 調印テレヒーさんが以後まで一体にな ってやった背景の一つ

に、設計凶が終わったときが終わりじゃなくて、竣工直前までの最

新の技術革新をフォローし続けなければならなかったということ 。

そういう意味で、こういう体制づくりの必要性があったと思います。

もう少し細かく箇条当的に言 いますと、 l 番目が、ヒアリングを各

部局とつぶさにさせていただいたわけですが、その中で、立場立場

で相オ盾するような意見がたくさん出てきた。 そういう意味で一つ

のテーマをつくって、共通コンセプトをしっかりとみんなで確認す

る必要があった。

2 番目には、在来、テレビ局が創設された頃と現在のやり方とは、

色々な聞でなじまなくなっている 。従 って 、今までこれでよしとし

ていたような技術的なタブーというか、いろんな決まりがあったわ

けですが、機総の進歩などに伴って、もっと新しいやり方に合わせ

た割り切り方も必要になってきた。 みんなで渡れば恐くないという

テーマをつくって、タブーをみんなで乗り越えていこう、という意

味合いがあ った。

3 番 H に、以前は、制作とかのソフト的なところか らエレクトロ

ニクスのハード的なところまで、いろんな分野における技術を寄せ

集めてつくっていたきらいがあったのに対して、 一貫したトータル

性を持たせようということで、各部局の共

通ポイントをまとめるための一つのテ ーマ

づくりが必要で、あった。

4 番目に、これはさっきの岡本さんのお

話にもありましたが、要するに進歩とか変

化が激しくて、とても設計図だけでフィックスして入れ込むには大

変難しくなった。これは商業施設なんかもみなそうなんですが、直

前まで技術進歩や社会変化を追いかけ続けなければならないという

こと、 一方ではきめ紛lかくやらなきゃならなし当。かつての大先生と

いうのは、現場に行って気に入らなければ、全音 ｉ ｾ やり直せというこ

とで、わざわざ作り直したわけですが、 それに対していまの時代と

いうのは、システマチックな方法できめ細かいフォロ ー を必要とす

る。 そのためにも、最初から発注者と設計者と工事関係者が三位一

体でフォローしながら、無駄のない、うまいシステムとして運べな

いか。 そういった視点からも、この方式が必要だった。

5 番目としては、 一方では建築技術というのも日進月歩で、テレ

ビ局の技術ばかりじゃなくて、相当いろいろと動いている 。そういっ

た最新の建築技術のフィードパックもどんどん工事段階でも取り入

れたかったということですね。

徳永 お話をお決めいただくとき、設計図はあるけれども、本、1.1

に211立紀の建物をつくるんだから、おまえらも知恵を出せというお

話がありまして、数カ月の折衝の中で、非常に厳しいけれども、岡

本さんや橋本さんと 一心同体で、心中も辞さないというような気持

ちでスタートしようと思いました。 だから五十嵐さんにも、こうい

う話になっているから、とにかく施工者としても遠慮しないでもの

を言っ てくれ。 そういうプロジェクトになっているから、というこ

とで、彼に引き継いだわけですね。だから、わりに好きなことを言っ

てきたんじゃないかと思いますね。 ( 笑)

一一一 この辺で現場の仕事をされた五十嵐さんのお話をお聞きしたいです

ね。

五十嵐 施工の担当者として、設計されたものをきち っとその通

りにやるという責任があるわけですが、当初、予知ーの面でも非常に

厳しいというお話も| 封lいておりましたし、実際、仕事にかかるとき

には、本当にこれは大変な仕事だな、と思ったのが実感なんです。

それと同時に、発注者、設計者の同意の上で、新技術を含めて相当

な技術力を発揮しなければならないと感じました 。

当初か ら、讃買テレビさん、日建設計さんの問で、建物に対する

コンセプトが明確になっておりましたので、工事担当者として遅れ

て入っていっても、違和感はあまりなく、新 G R C 、W T A、音響

技術とい った新技術を駆使して、新社屋にアプロ ーチする上で、非

常にやりやすかったと思います。

それと、実際に仕事にかかつて、通常であればなかなか決まらな

いことが、我々がいろんな希望を申し上げても、なかなか展開しな

ということが非常に多くて、仕事が行き詰まってくるといことがよ

くあるわけですけれども、今回、仕事を終わっていろいろ考えてみ

ると、そういうことが一つもなかった。我々の疑問や問題提起に対

して、非常に速く問題解決をしていただけた。これは、制約をされ

た中での仕事とはいえ、お金に換えることのできない事柄ではなかっ

たかなと思うわけです。非常にうまく行 った一番大きな ところは、
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その辺にあるような気がいたします。

それと、いろんなテーマを掲げながら仕

事をしていったわけですけれど、外壁シス

テムという話がありまして 、外壁がコンク

リートの打ち放しで、そこにフッソ樹脂を

塗装していくという設計がされていた。着工時は、いろんなお話を

直接お|甘lきしてても、私自身すぐ理解できるという状況ではなか っ

たわけですが、設計者のf 11亘! というのは相当深いものがあったわけ

です。 そのときに忠、ったことですが、建物をつくったあと、何年か

していろんな問姐が出てきたときに、施工を担当した者としてどう

いう対1，むをするかということをいつも考えるわけです。いまの外壁

についても、何年かたったらトラブl レが起きるのではないかという、

そういう危似を私自身持ったわけですけれど、その話を申し上げた

ところ、前日さん、日越さんも、その問題を取り上げてくださ った。

どうするかということは別として、純工をする者の物事の考え ) j を

取り上げていただけたということが、その後、非常にいい結果につ

ながった一つの理由ではないかと思っています。例 えば、 そのとき

に、外装をタイル仮りにさせていただけないか、ということを申し

上げたのですが、本来なら、設計者に向か つてそういう ことは言 え

ないのが現状なんですけれど、そういう話もさせていただいて、ｴＡｾ

見を山し合って、東京まで建物を見に行ったり、実績を調査したり、

そういったことを三者でやっていった。 そういった過程の中で、本

当に設計者の意図が分か っていったという ことです。 我々工事を

やっている者が、疑問を投げかけたときに、それを一笑に付された

り、そんなのは話にならないとばっさりとやられたら、本当にうま

くできたのかなという感がありますね。

この方式の経過、問題点、評価

一一一一次に、この方式を成功させた原動力は、何だっ たんでし ょうか。ま

た、総合的な評価はどう力、についてお話しいただければと思います。

橋本 こういうユニークなシステムだと 言 いつつも、結局、大事

なのは、そこにいる「人J なんだということですね。

岡本 組織といえども個人の集合体ですから、皆さんが本当に殺

が社のためにご努力、ごー尽力いただいたことが今日の成果につながっ

たということですね。

橋本 普通のテレビ局ですと、機25工事の搬入がものすごく大変

なことになるんですが、それがかなりうまく行ったんじゃないかと

思うんですが。今凶、発注者側さんにも設計側にも鹿島さんの万に

も、制11かい分科会がたくさんできて、大混線になってしまいそうな

部分を、発注者さんの機構の中で、笑にダイレク卜に決断のできる、

fllJ 決機備があ ったということが大きかったですね。

徳永 施l : : 1l! 1[ の立向というのは、通常、設計図を通してしか分か

らないものが、今 ｾ ｉ 、すべての会議に岡本さんが出席されて、施主

側の立jUを現場の所長にも 一緒に聞きなが らやってこれたというの

が大きいですね。 そして、いつまでにこれを一緒に決めようという

やり方が大きいでしょうね。 ですから、時間的にも、最終的には余

裕ををも って終わら せていただいたんじゃないですか。
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岡本 テレビ局で一番特殊なものは、ホリゾントとスタジオの床

ですが、今回は非常に短い手直しで済んだ。 それはなぜかといいま

すと、基本工程より前倒しにすべてが進んでいたからこそ、テレビ

局としての特殊工事であるホリゾントとスタジオ j末、その他布線や

吊り物工事などの特殊な工事がき っちり とできたということが言 え

ると思うんです。 日建さんの監理音IIは、本当の峻工検査が珍しくで

きたと 言っ ておられましたが、官庁検査をはじめ、鹿島さんの検査

も含めて、 99. 9%でき上がった状況で検査するという工事だったと

いうことで、これも特筆に値するんじゃないかな。 4月18日に引き

渡しを受けて、正式な本社移転が 8 月 1 日だ った。なぜそんなに時

間がかかるのかというと、そのl BJ、私どもの放送機器関連の直営工

事をどんどんやる 。 そのためには、その前段階としての先ほど申し

上げたような工事をしてなきゃいけなしミ。 ところが、それが遅れて

たり、十分でなかったら、それがまた抑せ拘せになって、 8 月 1 日

にオープンできないということになる 。 その辺がスムーズに流れた

ということは、現場の皆さんの功績ではないかと思いますね。

五十嵐 施工する者が幾ら頑仮 ってみたと ころで、うまく仕事が

進むかということ、そうも 言 えないんで、先ほども徳永部長から話

がありましたけれども、決めるべきときに決めて、発注者、設計者

で物事をよく理解していただけたから前に進むのであって、それで

なかったら、とてもじゃないけど前に行かなかったと思いますね。

橋本 今回は、発注者側にも教えられ、教えもするといった関係

であり、工事関係者にも教えもし、教えられもするという、みんな

がそういう関係でやってきた。 そういうところが大きなポイントの

一つでしょう 。

それから、これは逆な Ｉｾｉ 床ですが、こういうときに 一 番難しいの

は、見方によると、すごく馴れ合いでやってる感じがしますが、実

際は、発注段階の見積りと契約というところで、ものすごくけじめ

を入れてやった。これは怠外と大事なことだと思うんです。 うっか

りすると、 馴 れ合い方式みたいになっちゃうんですね。今回は、 三

者すべてに毅然たるところがありましたね。

五十嵐 テレビ局の仕事というのは、建物だけじゃなくて、その

後のテレビ局としての装置もやっていかなきゃいけない。 それは、

契約の範囲外ではあったけれども、取り合い部分というのが非常に

あるわけですね。普通であれば、我々がやる仕事の範囲外のものは、

打ち合わせとか会議とかにはなか・2か参加しないんですけど、今回

の場合、取り合いをいかにうまくやるかということで、岡本事務局

長がずっと現場に詰めておられ、ことあるごとにそういう会議のと

きには、我々にも出てこいと 言われたので、工事範囲外の状況もよ

く埋filf. でき、仕事が非常にやりやすかった、ということが言 えると

思うんですね。

徳永 今回の場合、業者としての立場とか、持てるノウハウの活

用とか、いろいろな提案を含めて言い分を、協議の場に十分とりあ

げていただいた。 これが現場を進める上での勇気となり、力となり

ましたね。

岡本 要は、お互いの立場を尊重して、お互いに切瑳琢磨すると

いう、この精神がいい仕事につながる原点じゃないでしょうか。

五十嵐 同じ舞台の上に乗 って、仕事をさせていただいたという

感じがしますね。

橋本 岡本さんは技術的な問題点についても、細部にわたって必

ずおっしゃいましたね。



五十嵐さん、やり方に対する 戸惑いみたいなものはありませんで

したか。 テーマを持 って、それぞれ分科会をつく ってやるなんでい

うのは 。

五十嵐 それは、ごく初期の段階で納得しました。事務局でテー

マの話を披初にしたときに、私も最初は若干戸惑いみたいなものが

あったのですが、あの後しば らくしてか ら、理解したつもりです。

徳永 ああいうことは、いまのゼネコンの体質か らすれば、意欲

的に取り組めるんじゃないですか。開発テーマ、研究テーマを掲げ

てやるというのは、普通はあまりないですか らね。

橋本 どっちかというと、図面通りきちんとやれ、と 。

五十嵐 そうですね。

徳永 だけど、そういうものに対して対応する姿勢は随分あると

思うんです。でも現実には、なかなかそういう場がないんですね。

岡本 鹿島さんは、そういうものを本来的に持 っていら っしゃる

と思うんです。今回、共同設計の部分がか らまったりしまして、技

術研究所にも足を運びましたけれども、大変お世話になりました。

素晴らしい胞設とスタッフを持 っていら っしゃる 。 これは天下の鹿

島さんて- よか ったなと思いますし、期待以上にや っていただいたと

思っています。

結 果 として生 まれたもの

一一一一それでは、今回のやり方によ って、結果として、コンセ ブトがどの

ように表現されたのでしょうか。

橋本 結果として生まれたものはどんなものがあ ったか、という

ことですけど、 一つは、「捌かれたテレビ局」というテーマでやりま

したから、あれだけの広いロビーができて、それが結構いろんなi格

好で活用できている 。 これなんかも、ああや ってみんなで声をそろ

えてやってきた結果ではないか。それから、いままでのテレビ局は、

どうしても迷路的であり、暗い感じがあったんですが、そうじゃな

くて 、そこに働く人を大事にしようということで、マシンルームを

マンルーム化 しようという話をや ってきた延長線上に、かなり窓が

たくさん聞いたテレビ局ができた。

全建物をスタジオにしてしまおうということでは、屋上から建物

の中、さらに外部まで、あ らゆるところが映像の舞台じゃないか、

という考え方で、音響のいいロビーができたし、報道局のああい っ

たっくり方もできたし、 一番熔しか ったのは、オープン直後に、全

館フルに使っていら っしゃ った。特に、外のプラザの辺りは、都心

の中でああいうことはなかなかできないだろう 。 あの立地条件を最

大限有効にした狙いがうまくい った。 これも、し っかりと、「創る J

という場を考えてきたから、できたことでしょうね。

岡本 基本コンセプトと結果が ｾｅ 離している例が多いんですが、

最初 につくったコンセプトをいかに具現化するかということにおい

て、お互いが汗をかいた 。いろんな制約はあったにせよ、できる限

りにおいて近づけようという努力を傾けた結果、ほとんど栽離なく

でき上がったということですね。

橋本 やり方の上 においての象徴的 な感惣で言 えば、 ロビー を一

番大事に しよう 、 ということがあったわけですけど、うちの社長の

手作りのレリーフをつけて、そこに詩もつ

けて 、前白テレビの背山社長 も詩をつけて

おられますが、それぞれのト ップが、大き

くプロジェクトを推進するという 一番上の

役を果たしなが ら、制音1Iまで手作りでや っ

たということですね。

かつての大先生の手作りみたいなことが、いまの組設システムの

中で難しいとすれば、こういうやり ) i は、広範凶な分野をまとめて

いきつつ、手作りのよさを残す方式のーっ として、ぜひ引き続きやっ

ていきたいと思いますね。

岡本 ハイテクノロ ジ一時代におけるマニュファクチャ ーですね。

( 笑)

橋本 これは、単に広範凶なものをシステマチックにやりました、

という話とは違うんですね。みんなそれぞれ最後のところは、手作

りみたいな部分が残 っているんですね。

徳永 品質管理でいうところの、我が方だけのプロダクトアウト

では駄目だ、要するに、マー ケッ トインだ。 という意味から 言っ た

ら、今回は非情' に楽だ ったんじゃないか。施主さんが何を望んでい

るかということは、今回、非常に 明快で、したね。

橋本 小 さな建物でワンオーナーのときには、設計者も業者もお

抱えみたいにな っていて、これと 似たような現象があるわけですね。

だけど、今回、これだけ複雑多岐にわたるいろんな分野の話を集め

て、みんなのバランス調整を図らなければならないものを、あたか

もワンオ ーナーが自分の本社ビルをやるが如 きにやった。結局、 一

番役立 ったのは、説立さんのテレビ局のプロデューサーとしての感

覚ではないかと思いますが。

一一一一 いろいろと貴重なお話をあり がとうございました。

*  *  *  

座談会を傍聴するなとe 今|旦|の編集を通じて感じたことは、施主、

設計、施工それぞれの関係者が、 H寺には議論を戦わせ、コミュニケ ー

ションを密にして、あたかも個人純主が、お抱えの建築家、工務庖

と一体とな って自分の目的どおりの縫物を完成させたような感をもっ

た。個人の場合と奥なるのは、それぞれが大組織であるが放にその

取り組みと運営、全体の調整には一方ならぬご苦労があったと思う 。

「建築と社会j を標梼する本誌にとって、また、設計、施工、設

備、建材 一一 学校、宮公Jr 、企業、団体で構成する日本建築協会に

とっても、有意義な事例 を紹介できたものと考える 。

他人の領域 には立ち入らない、代金だけの仕事をするといった風

潮の中で、非常に暖かいものを感じた。 この方式が、より普及し、

発展して、後世 に誇りうる建物が次々と 出現することを願うもので

ある 。 (松田至 弘 記 )

49  



讃責テレビ

T V局 と 街

テレビ局から街へ

ｾｲｴ 臼テレビの新社屋計画の 施設配白計画における披大のテーマは、

f l片j かれたテレビ悶」を日 指す企画コンセプトを、 O B P の街づく

りにどのように反映させるか、本来、テレビ局はその公的使命から

セキュリティーを主制し、閉鎖的たたずまいとなるのが常であるが、

今|口|の計阿では、新社屋川地の選定の段階から設計者として参加で

きたことにより、r I 別かれたテレビ局J の実現、用地の選定、敷地規

模の決定、 ｔｖＩ ｏＧￛの ＢＧｉｾｊＦ 、辿物の梢成さらに外構計画にいたるまで

一目してそのコンセプトを目き、すべての視聴者に対しでも、さら

にO B P の街に対しでも、聞かれたテレビ局であることを目指した

ものとなりえたのである 。

すなわち、街のテレビ同として誰もが気軽に番組づくりに参加し

たり、催しゃイベントを楽しめるよう、テレビj司の館内外いたると

ころがスタジオとなり、正面玄|品l前には野外ステー ジが設置さ れた

広場をつくり、 O B P ではH住ーの尚低差のある敷地条件をいかした

ゆるやかな附段広場は答 Ｉｉｩｾ に半変わりするよう広場に面して配置さ

れたり、エントランスロビーはサテライトスタジオとして活用でき、

控物の低 Ji'J 棟の屋上広場や 1 階のホールにも視隠者参加lのイベント

や番; ¥' ; l _ [ 収録が可能となる空11¥1が川意された。

施設配置計画において、まさに flJf. 1かれたテレビ局J として、敷

地のすべてがテレビ同のスタジオ化 されたわけである 。

図 - 1 O B  P北ブロ ック地区
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公園の中のテレビ局

O B P 、大阪ビ ジネスパークは、その名が示すように公園の中の

街づくりを目指した地区であり、そこに立地する企業はお互いに協

力して連続する広場をつくり上げていくよう街づくりを進めている 。

讃百テレビにおける外椛計画においても、この公園の中の街づくり

のコンセプトを、より積極的に実現化することであった。

建物の北ll[11には、敷地のゆるやかな起伏を利用して将来完成する、

J R環状線京橋駅からの歩行者のアプローチをかろやかに演出する

緑のプロムナードをつくり、併せて敷地の高低差を合理的に解決し

たサンクンガーデンを配出し、グランドフロアーにおける執務空間

の環境も確保されている 。

北側のプロムナードからアプローチして、北玄関からエントラン

スロビーへと人々は導入され、西国に大きく広がる正面玄関プラザ

写真一 1 Y T Vパーク 齢世3 スタジオヒロ

へと通り抜ける外部動線が建物を1 ' 1いている 。

正面玄関プラザは、イベントステージ広場、階段広場、緑のシン

ボl レ空間としての菩提樹広場によって構成され、 O B P における東

北ブロ ックの公困、パークを演出している 。 このプロムナードや広

場は、 O B P の隣接する敷地の広場につながり、プラザのシンボ l レ

の菩提樹と、プロムナードの街路樹や花木が四季おりおりに変化し、

夜間には、建物と多くの木々が地表よりライトアップされ、公園の

街、 O B P を訪れる人々が、幻想的な光長を楽しめるよう計画され

ているのである。

さらに正面玄関プラザには、 24時間休むことなく活動するテレビ

局を象徴するごとく、時の流れ、凹季の変化を l映しだす“ 動く彫刻"

( 新宮普作・空の鼓動) があり、 O B P を訪れる人々に、はてしなき

宇宙の鼓動( 電波) をかろやかなリズムを刻んで伝達しているかの

ようである 。



街の中のテレビ局へ

OB P は、文化、情報を核とした21位紀のビ ジネス都" ，をめざし

ており、その' 1 ' で讃x' 1 テレビは IIfEー のマスコミ企業である 。誠氏テ

レビの立地する敷地は、 OB P地|又の最寄りのターミナル、 J R京

橋駅に辿担する北東の玄| 英1，1に位置しており、ターミナルからのラ

ンドマークを形づくっている 。

それは娃物の形態のみにとどまらなし '0

そのテレビ品という独 (1 の立場から、情報の受信と発い機I i Eを 伝

大| 阪にI罰則することにより、水と緑にかこまれて、人々が集い、に

ぎわい、活気にあふれる街はさらに24時間活動するコ ンペ ンション

都" ，へ変貌し、その' 1
1
で誠氏テレビは、 OB Pの街を形成するツイ

ンタワーや OB P キャ ッスルタワーと、先端技術を* めた光ケープ

ルて引; ばれ、 OB P、イ ンテリ ジェントシテイネットワーク会先進

的に実現しているラ ン ドマークタワービルともな っている 。

通貨テレビ

アトリウム ・展示ホール

会議室 ・大 中 ・小

スヲジオ

f'.b1 悶 M

N口2 320rrl 

f'.b3  330rrl 

Y インタワー

アトリウム ・ザギャラリー

④ 

テレビ会械室

展示ホール会誠申

MI Dシアター

ファッションショー尊周ホール

ぽ旧人収容

クリスタルタワー

大阪城ホール

鰻大収容 16，α:XJ人 多目的ホール

国際会械場としてl草5，α:XJ人収容

ホー)[，

アトリウムギャラリー

K DDビル

テレビ会品開室 ・会腕官

ホー)[，

展示ホール

住生プラザピル

ホテルニューオータ二

客室610室 4，はxl 人収容大宴会場

国際会総場として( ;1. 2，日刃人収容

中小宴会場15室・パーティールーム 4室

図 - 2 OB P コンペンシ ョン施設マップ (  :  6000 

ネットワーク系列へ

OB P とそ の周辺地域は、日 本で初めてテレビ局、国際通信機能、

ホテル、会議、コ ンペンションホールがコンプレックスした、コン

ペンション都市である 。

16，000人収容の大阪城ホール、関西唯一 の大宴会場をもっホテル

ニューオータニ、日本初のファッションショー専用ホール ・MI D

シアタ一、クラシック音楽専用ホー l レ・いずみホール (65年 4 月完

成予定) 、さらに、富士通、ツインタワー、 OB P キャッス l レタワー

の各施設に設置される会議場、展示ホール、アトリウムなどが相互

利用できるコンペンションネットワークが形成され、併せて K D D

により、国際間のコンペンション同時開催も可能である 。

これらのハードなコンペンション機能の充実とともに、 OB P の

コンペンション郎 I行機能をさらにグレードアップするのが、テレビ

局機能である 。 これにより、 OB P におけるコンペンションをソフ

トの面からサポートし、淡出する機能としての役割をになうのが前

日テレビである 。 まさに「聞かれたテレビ局」からr J J f . l かれたコン

ペンションシティー OB P  J へとコンセプトが発脱している 。

「聞かれたテレビ) ， J J づくりにより新しい街づくりへ、 地 域 社会

にとけこんだテレビ) ， J のその新しい成り立ちは、今後ネットするテ

レビネット系列の姿を映し出したものと確信するものである 。

施設づくりから街づくりに発展したコンセプト、それは 「聞 か れ

たテレビ局」。
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讃責テレビ

建物構成

建築計画

立地環境特性

敷地 は太陽と豊富' な緑をベースに、情報 ・文化 などさまざまな機

能 を備 える 21世紀のビジネス都市 OB Pの北東角にあたり、 OB P

地区外周道路 に面 している 。東(l! IJ は大阪邸状線が走り 、北側 は寝屋

川の流れに沿うリバーサイドプロムナードが整備 されている 。前者ー

を“ 動" とすれば、後者は“ 静" なる環境である 。 この二面性をも

っ敷地周辺の環境特性が、計画上の考慮すべき不可欠な視点とな っ

た。

第二の視点は、 OB P地区全体の形状と敷地の位置をとらえた場

合の特性である 。 すなわち 、寸形状の北京角地 であり、寝屋川 (隔

50m) に面していることは将来ともロケー シ ョンが阻害 されず、開

放的空間が確保される 。西は中之島、梅田、 六 甲山系、東は生駒山

系、 北 は北摂山系を望むビスタが保障されているのである ( 図一 1 )。

第三の視点は、将来環状線沿いに京橋駅と OB Pへの直結ルート

が形成される予定であり 、京橋駅か らの最短ア プローチが確保され、

OB P  地区の北のゲー トとしての亙民な役割 をもっ立地であること

である 。

配置計画

放送局の機能を満たす諸室は、大別して大容積を占める報道、 制

作部門のスタ ジオ関連諸筆 ・編集、技術音! l I "] のマシンルームおよび

編成、営業、事業、企画その他の事務|期iili 諸室の三つに分けられる

が、配位計画においては、立地環境特性を生かしたゾーン計画を行

い、前二者のスタジオ関連諸室およびマ シンルーム関連諸室を擁す

る現業部門 を低層棟 とし敷地の東側に、事務関連諸室のオフィス部

門 を日間棟とし西側 に配置する構成とした。すなわち 、東側は車お

よび物の 出入りに適しており 、四と 北(J!l J は、広場、ウォ ーター フロ

ン トに面する人の流れ、憩い、にぎわいのゾーンと 明快に分けるこ

とを意図した。建物の西側では敷地の高低差 を活用し、 2 層のグラ

ンドフロアーを用い、下!習を車のエントランス、上層は広々とした

プラザを設け、歩行者に開放することを XJ I量l した ( 図 - 2 )。

動線計画

とぎれることなく電波を送出し、秒単位の番組や CMを制作し、

多くの人が集まり、作業し、人や物を乗せた車が発着するテレビ局

において 、内外ともに人、物、車の動総を明快に設定することは重

要なテーマであった。

・土地の，'，.:，低差 を利用して、人と車を分離する

人と 111の分離をめざす新しい街、 OB P地区にふさわしく局舎へ

のアクセスも土地の高低差を利用して、悠物西il! IJ 1 階は人のアクセ
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ス、 GI幣は IEi m玄|品lへのがのアクセスとし、明快に分離を凶った。

これにより、 11惰レベルは完全にプラザとして開放することが可能

となり、 u B P 地区広場と 北(JlI Iのリバーサイドプロムナ ー ドおよび

将米以m駅へ述続する人の流れのゾーンを形成することができた。

建物! . l r (WIは物の流れのゾーンとして '1 ' 継車および大道具搬入)1] の大

型 ( 7 t ) リフトを設け、 '1
'
継 'I i は報道スタジオに直結し、大道具

はリフトにより ＲＱ 精スタジオに ｬ 立結できる ｩｬｬｍ ｊ￭Ａ言 Ｑ Ｍ ｾＱ Ｑｪとした 。

・挫物 I}すも人と物のおit れを分離する

低! 刊現業棟の作フロアにおいても人の流れは西から、物の流れは

点からとに分離しなが ら、機能アッ プをねらって IYJ快な動線ルート

を設定した 。 ，Ｇ， ＧＺ ｩｊｍ 棟は、ダブ ｪ レコアタイ プの 、ｰＺ而 Ｉｲｾ とし、北コアは

3 Mの終)I JE V を設i丘し、人( 11¥演折、外来折、 l微μ ) のifVJ総とし、

南コアは荷物川泉川J lo'ii;;) 1J E  V にて、物( 荷物、機加、サー ビス)

の動総とし、それぞれJll l立動似の機能分j L!を |災|った 。同コアには、

外光の人る避難|併段を 1没i丘し、 ly1'l 夫な二 万向避難ルートを設け、防

災対策 t の安全を WJしている 。

平面計画

・機能性と日IJJ ，芯性を屯 制 したフロアゾーニング( GI緒)

組物は I'，':j J 't" 1練と低11'1棟に lりj快に分け、刷業許111"] は機能性と J;! II Jむ性

を. i l l 似し、低11'1背1I に結集する構成とした。 とりわけ、報道瑚I1“l は世

界への的報発信必地として、より新鮮な的報と泣かな 内容を24時間

リアルタイムで放送できる体 ｩｬ￭ ｬ ｊ の ｉ ｪＧ Ｈｬ［ ｦ ｾ がｾ＾ｪＨされるところであり、

報道ニュースセンター、報道スタ ジオ 、報道サブ、および'1 ' 継車庫

まであらゆる .t行機能をグランドフロアに*'1' 配位、人と物の流れに

応じた明快なルートをえ支出し、迷路! 必を勺えない以11応性を重制した

計阿とした。

GI 併( 地ド 11精) は、サンクンガーデンを取り入れた 1) 日般的な報

道ニュースセンターを '1
'
心として、 i1y (JlI J の米答者川玄|共! と直結させ、

*([[11に報道サブと報道スタ ジオを配した。

. リニア配i白から扇状配出へ ( 21精スタジオフロア ー)

テレビ) ，J の計阿を行うよで大特有iを内めるスタジオの配置計画は、

i也の諸主配i丘を支配するといってもj f ! ! J 需でなく、敷地 の! よさおよび

形状と周辺環境条 件 を ｼ づｽＩＵＭ，怠した計阿が必ｾ イ ＮＮＺ IIJ 欠となる 。 当計

画では、 ＱＱ 析に報道 ｼ 長 ｉｾ 諸本と常業その他ノ マ フ Ｇ リックゾーンを設け、

スタジオ |長J. cl ! 諸市は 2 1精に集約配i目する ii h lllj とした。 スタジオ関連

諸宗としては、大 '1
'
三 つのスタジオ、 ) ( ; 旦よ. t/! l 1その他美術|具1;豆諸室、

iI ¥i1iU"iI 具Ij T 諸寝の三 つに ) J JIJ されるが、ここでも人と物との動線計

阿を屯制するフロアゾーニングを徹) g ; し、スタジオの配iii を、従来

ｾ ｌ ら れるリニア配 ｩ ｅ から新しい扇状配 ￬￬￯ｦ 的 ｊＦ とした Ｈ 図 Ｍ 4 ，5 )。

結架としては、核となる Ｑ 附 ｬ 次抜ロビーと ｬｩ｜ ￼ ｩ Ｑ 折 ｼ 長 ｊｾ との視覚的 一

体 化 が ｼ 火 ｼ れ、 Ｏ｟ｕ ｩ 災者の車内線がｾ｟｜ｬ縮されるなどメリットは大きかった 。

ロビーの l次抜空川 は、人の流れとフロアゾーニングのイメ ー ジを ビ

ジュアルにぷ別することを立似|したものである 。

フレキ シ ビリテ ィ一

新しい同舎は、ニューメディアH寺代に対応して、政送システムの

中枢にあたるマスター運行室では、番組1・C M両 パンクを核として

A  P  S  ＨＱ ｾ ｬｩｬｬ ｽｊ番組送山装置Ｉにより白星 ｩｊ 運行される新マスターが構

築され、作種|百|線のキーステーションとしてリモート分配室が新し

く開設されている 。 また、衛星I放送| 時代を怨定し、十分な回線処理

容量を確保するため、光ケーフソレの採用など欣送の多様化への対応

が考慮されている 。 このように紋新鋭のj氏送のシステムが採用され

ている新同舎であるが、これらのシステムの開発および機器の発展

は日進月歩であり 、将来も発展してゆくものととらえて間違いない

と言える。

-砂

リニア配置 扇状配置

図- 4 スタジオ配置

EV ( 人)

。0000日

図- 5 2 階フロ アゾーニ ング

25m 

図- 6 高層練基準階平面

写真一 3 吹抜ロビー 写真 一 4 ftt 層練屋上

写真一 5 パーテシヨンで区画された VTR室 写真 一6 25mスパンの無柱空間

主主築計画上もこれらに対応 l可能な積極的な配慮が必要であり 、当

計商において、現業棟では耐白壁の重点的配 in により 4 、 5 1精とも

約1，200nf もの宅問を l確保している。これらの内背Il ll H 仕切壁は軽量可

動式のパーテションで区阿し、将来の変化に対応可能なフレキシビ

リティーをもたせている 。 また、低l門棟では梢造的な考慮をし、増

築可能なス ペ ースを確保している 。 ｉ Ｇ， ｝ｪＯｾ 棟Ｈオフィス棟Ｉにおいて

は、 2 本のシリンダーコアの支持により 25mの無柱空間を笑現し、

室内のどの位置からでも故大|浪のビスタが望め、フリーレイアウト

が可能な、快適なオフィス環境づくりを追求した ( 図 6 )。天井 は、

3.15mのモデュー l レによるシステム天井で構成され、将来の変化 に

f"1J ，ι できるフレキシフソレな: 1 : 1i¥Jtj¥J 造とした。
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讃責テレビ放送新社屋建築概要

建 築 主一 一 一讃賓テレビ放送株式会社

所 在 地一一一大阪市東区域見2 丁目 2 - 3 3

地 域 ・地 区一 商業、準防火、防火地主主、

建ぺイ率 l 凹 % 、容積率400%、

建築協定 ・空 地 率4 0 %以上、壁画線指定

工 期 一一一一 昭和 ＶＱ 年 Ｔ 月己日 ｾ ＶＳ 年 Ｔ 月 ＱＸ 日

設 計一 一 一日 建 設 計 鹿 島 建 設

監 理一一一一日建設計

・施工

建 築 鹿 島 建 設

空 調 ( 須賀工業、朝日工業社、大気社)

衛 生 ( 西原衛生工業所、トーヨコ)

電 気 :  ( 近畿電気工事、三機工業、住友電設)

昇 降 機 ( 日 本 オ ー チ ス ・エレベー夕、日立製作所、東芝〕

- 規 模

階 数 地 上14階 、 地 下 2s皆、港屋2 階

駐 車 台数 日B台

. 菌積

敷 地 面 積

建 築 面 積

8. 264.  50同

4. 日91. 18m 

延 床 面 積 29. 674.  4 5 m 

容積対象床面積 27. 735.  8 5 m 

基 準 階 床 面 積

建 ぺ イ 率

容 積 率

703. 4 7 m 

59. 1日%

335. 60% 

- 寸法

平 均 地 盤 高 GL:!: O =  (OP+ 5 . 7 3 m)  

1 階 床 高 GL + 2. 6 7 m 

軒 高 GL+62. 97m 

建 物 高 さ GL + 6 3. 77m 

厳 高 部 高 さ GL + 6 8 . 3 7 m+パラボラ工作物9. OOm=77.  3 7 m 

基 準 階 階 高 3. 9 0 m 

基 準 階 天 井 高 2. 55m 

・仕上

外 部 屋 根 アスフアルト断熱防水軽量コンクソート押え

壁 コンクソート打放し フッ素樹脂塗装

高 層 部P C板 フッ素樹脂塗装

建 具 アルミサッシュフッ素樹脂焼付塗装

内部( ロビー)
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天 井 鋼板パンチングパネルA 8 E  

壁 蛍石粉石混入セメント吹付、一部コンクソート打放しフッ

素樹脂塗装

床 花 筒石 雑 石 模棟貼( シ、エツト仕上)

字 - -唱 - 事 再E軍国・・・・
主. . . . . _ _ _ 語圏直薗憧霊童璽盟国・・

内部( 事務室)

- 構 造

天 井 岩 綿 吸 音 板 ( シ ス テ ム 天 井 )

壁 : 硬石 膏プラスターペンキ

床 タイルカーペット

主 体 鉄 骨 造 ( 高 層 棟5 階以上)

鉄 骨 鉄筋コ ンクソ ー ト 造

基 槌 場所打ちコンクソート杭( 拡底抗、直杭)

使 用 材 料

- 設 備

普通コンクソート ( Fc =240kg! cm) 

軽量コンクリ ート ( Lc = l 日Okg! cm)

総 コンクソート量 =20. 700r河

鉄筋 2. 540 t 、 鉄 骨 3. 200 t  

空 調 熱 源 ガラス焚二重効用吸収式; 令温水機 360RT x 2台

熱回収水;令式スクソユー冷凍機 320 RT X 1 台

;令水蓄熱梅田or村

空 調 低 層 ( セ ン ト ラ ル 空 調 方 式 )

高層( セントラル+ ウオールスルー個別空調方式)

衛 生 給 水 飲 用 ・ 雑 用 と も 高 置 水 槽 に よ る 重力方式

給 湯 中 央給湯および個別給湯方式

排 水 合 流 式

消 火 屋内消火柱、連結散水、スプリンクラ一、泡消火、八口ゲ

ン化物消火

そ の 他 雨 水 利 用

電 気 受 電 22k V3回線スポットネットワーク受電

設備容量 4. 500kVA 

変 圧 器 3 世3W1. 700k VAモ ル ド

1  O3 W1 .  350kVAモ ル ド

3 世4 W9 5 0 k V Aモ ル ド

( スタジオ照 明)

発 電 機 : ガスタービンエンジン 1000k VAx 2台

蓄電池 : 鉛 蓄 電 池

500AH  +400AH  (3D分間)

無停電電源391 3W200V2ook VA ( 10分 間)

中 央監 視 多重伝送方式監視制御システム

その他 放送信号配線用設備、コネクタ豊富、機械醤備

上記以外に別途工事として、スタジオ照明、音響、吊物設備、放

送用パラボラアンテナ

昇 降 機 乗 用 13人 乗 15om! mi nx 3台

入荷用 11 人 乗 6om! mi nx  1 台

非常用 17人乗 105m! mi nx  1 台

荷 物 用 70凹 kg 15 m! min  x  1 台



構 造 計 画

高 層 棟 と 低層棟 を 一 体 化 さ せ た 構 造 方 式

この辿物は地下 2 階、 地上14階、塔屋 2 階からなり 、西{l! ljに事務

室を主朋途とする開放的な高服部分と、東側 に放送関係現業部門を

主用途とする低限部分から構成されている。

イ民間部分の放送関係諸施設は剛性が高く、かつ遮音性の良い構造

を、高層部分は最上部に パ ラボラアンテナ群を有し、この部分を基

準階( 事務室) 部分に取り込んで、象徴性のある“ タワー" として

計画した。

このため、この組物の構造は、高層部分( 5階以上) を鉄骨造と

して軽量化するとともに、靭性に富Iんだ構造とし、低層部( 5 階床

以下) は耐力壁を両方向に配した鉄骨鉄筋コンクリート造として、

剛性と耐力を十分にもつ構造とした ( 図 - 1 、 2 )。

構造計画上の大きな問題の一つは、高層棟と低! 留棟とを構造的に

S GL  77.370 

14FL 

3F L  I  I塁 l 11 11 11 11 ヘ ¥ 闘 機

12FL 

l l FL 

10FL 

9FL  

8F L  

|ち厄一 | 11 11 11 11 _ . . / 5FL以下高層棟低層練一体化

7FL 

6F L  

5F L  

ElEd  |pn〔 l|H門 l|H門l|  ール「il 門「寸l|H「寸||汁円1||出 「τl||  

低層線

分離するか、あるいは一体化 させるかにあ った。

分離型は、地震や台風l侍のブJ の流れがl洲夫となるが、高層棟はそ

の形状が塔状であるため変形が大きく、また転倒モーメントも過大

となり、本建物では不適であ った。一体型は、水平剛性の確保は比

較的容易であるが、解決すべ き問題として、

①高陪棟か ら低周練へ流れる地震プJ の処理をどうするか。

②高! 百棟が全体平面上、西側に偏在していることによる建物の振れ

変形にどう対処するか。

であ った。

① の問題では、 I，; ; : J ! 百棟と低限棟とを iili 結する位世を、その接続す

る平面部分が大きくかっ低服部の耐力壁の多い 51倍床位置とし、こ

の部分の床は、鉄什プレースを内蔵した鉄' ロー鉄筋コンクリート造の

床とするとともに、隣接する耐震墜を鋼板入り鉄骨鉄筋コンクリー

卜耐震壁として、 I由民力の伝達をより円滑となるように計画した。

② の問題では、低周帝11はその機能からも壁の多い構造であり、壁

の配 inについては、全体の振れ剛性が大きくなるように、 X 、Y 方

-:;; 

r  

スタジオ

111 ｾ ｉ＠
「記 |ユ土 写 真 一 1

OP 30
m 

OP 4日明

OP 60
m 

図 - 1 構造概要図

5 7  
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0.. 2  ① 5  6  

図- 2 4 階架構平面図

向ともバランスよく耐震壁を配出した ( 図- 2) 。

スパン2 5 mの 無 柱 空 間 を め ざ し て

3
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また、この大梁は、開放的 キャンチレパ一部分( 長さ約3. 9m) も支
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ぷす。
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円

工作物の高さ

階以下は、コア廻りに j平さ 500mmの鉄筋コンクリート壁を配し、 1王1"]

筒形のシャフ卜架備とした。

ε 耐 震 設 計 方 針

大阪地方に おける 過去 10年川 に設計された超7:':jJ 晋辿物の外乱} J IJ 速

度は、弾性 ＲＰ Ｐ ｧ｡ ｬ 、 仰塑性 ＳＵＰｧ｡ｬ が 多くみられ 、速度 振 ｉ ｐｾ｜ にし ておの

おのおよそ 20ki ne、35ki neに州当する 。 この建物では、政送) ， J とい

。う社会的重要性を考慮し、 地震波外活Lの大きさを事件性25ki ne、仰塑

性40ki ne と割増して設定した。

振動応答解析に刑いたモデルおよび諸元は、つぎのとおりである 0

・モデル 17質点( 入 ) J は地下 11精床位置)

l曲げせん断型並進モデル Li n巴ar

せん断型立体モデル Li near  

せん断型!lfi進モデル Non- Li near  

せん断型立体モデル Non- Li near  

- 外 乱 速度振IP{]¥

';iji 性 25ki ne

d単塑性 40ki ne 

表 - 1 採用地震波

25ki ne  40ki nc  

I也 ￭，ｾ＠ i皮 才1 H年}j ll j創立 11，'1川l.iMH交

gal  gal  

EL  C Etぐli W Cali r.  i¥S1940.5.18  259 '114 

T A ドT Cali f  E W1952. 7.21  257 '111 

OS AI<A205 EW1963. 3. 27 151  242 

SEi¥DAI  '1' 1100381 :¥S1978.  6  .12  219  351  

- 減衰定数 1  i欠に対して、 h = 0. 02とし、各次の h は振動数比

例型とした。

架械の耐震設計方針は以ドのとおりとした。

変 形 25ki nel ふ答111J に対して肘! 日1変位 h /200以 |ご

塑性 率 40ki nel，じ答仙 に対して 2. 0以下

1∞ 



図 - 6 に、 地震娠動応答解 析 による応答せん断力と設計用 せん断

力係数を比較して示す。 また 図一 7 に地震時または暴風|侍の建物の

変形を示す。 なお、暴風時の風荷重は建築基準法によった 。

地 盤 お よ び 建 物 の 支 持 条 件

敷地地盤概要

数地 内の 6 カ所で笑胞したボ ー リング結果によると、深度60 mま

での本調査地 の地盤は、表胞の埋土層以下、 沖積粘 性土問( 上部粘

性 土 問 ) 一一洪積砂脂( 中間~下部砂層) 一一洪積 粘土問 CF部 粘

土 層 ) 一一洪積 砂陪( 最下部砂層) に大別 して扱 うことができるが、

沖 積粘性土問( 上部粘性土居) と洪積砂 層 ( 中間~下部砂層) の 聞

に介在する N 値 の低 い砂レキ~砂質土層の存在、さらに洪積 砂 層 内

に局所的に椛和している粘土居( 中間粘土問) の存在なとーが特異点、

となっている 。敷地 内 の附!予凶をNO.l T D地 点の柱4犬図とともに

図 - 8 にまとめて示す。
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せん断力係数

せ ん 断 力 係 数図- 6

話上部粘ＱＧ ｕ ーの Ｑ 立 ｆ に分布する ｩＧ ｉＧ ｦｩＧｬ砂 ｔｾ 1: をポす。

建物支持条件

基礎底位置は、 高! 百棟部分は S G  L  - 8. 730m、低 陪棟 部分は S G

L  - 8.  730mとS G  L  - 2.300mであり、凶 - 8 に示すように上部粘

性土 問 ( 洲市1粘 土問) に位世し 、支持層としては不適当である 。 し

たがって、くい地業にて GL  Ｍ Ｒ Ｔ Ｑｬｬ ｾ ｇ＠ L  - 28m以 深に堆 積する洪

積 砂層に支持させる ;-j 針とした。

この支持1Mは、上部に一部 N 値の低い屈と局所的に過圧密な 中間

粘 土 問 を含んでいるが、それ以I奈は N 値 60以上を示す土問である 。

くいは 、 この N 値60以上を示す位置までおろした。 この支持l回下 に

層厚 Ｕｾ Ｖｭ の下背 Ｑ Ｑ 粘土問Ｈ洪積層Ｉ・が 堆 積するが、この 粘 土居は

過圧密であり、その量は80 t  / l1i に達するので、圧密沈下を生ずるこ

とはないと考えられる 。

くいは、場所打 コンクリートぐいとし 、直圧力の大きな部分には

拡底ぐいを 附 いた 。拡底ぐいは建設大臣の特認を得た工法によるも

のとしたが、安全をみて、長期くい耐力はくい先端部において200 t  

/ l1f に抑 えた 。
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層序図図 - 8
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立面構成

外装計画

機能をビルトインしたタト観

}Jlj'，l jl; のテレビI，J のビルといえば、ビルの lti 1-.に鉄塔がそびえ、受

送f訂 11のパラボラアンテナが設i目されているイメージがあるが、こ

のビルの場合、 fll J もない。 Ji)r_送川鉄士会は主I ! ; 物の附造と 一体化して姿

をri'i し、ノ T ラボラアンテナ i作は、タワー fl X: I:Jill にビ l レトインしたの

である 。 ソフトなメ し みの ｉｪ ｬ にメカニカルで ｉ ，ｾ刻的なシルエットをも

った外装に、ピ/ レトインされたノマラボラアンテナで調不11を|災|ったの

である 。

外装11: ヒは、 111) 肘棟仁背11はG R C で、 卜行11のシリンダ一部は P C

板、その他サッシュ部分はアルミニウムおよび鋼板である 。 また、

低Ir1tWは現場でコンクリートを j'J 設したものである 。

以上のようにＩ，ｾ材はそれぞれ巡うが、ぷ Ｑｭ はすべてｼ耐 ＱＱ 英性に優れ

たフッ索塗装で1 : 1: ヒげている 。 なおぶ ilii は、行の;'mり肌のゴム型粋

であり、全体の調布lを|災|るためにボーダーをえI ! ; 物全体に処! している。

この外装は、 ｈ 寺川の経過とともにその色合いを変え、とくに ｾｬｦｬ LI 

- タυゃ佼11: 1のライトアップに l映えるぷ怖をめざしたものである 。

写真一 1 ピルトインされたパラポラアンテナ群

屋よも立面の延長としてデザイン

割賀テレビは OB Pの北東にあり、大阪国際空港への飛行機の着

60 

| 箆航路下に位 ii ' i している 。 このことにより、組物の出 |二は第五の立

面と考えてデザインした。すなわち、内問棟は 2本のシリンダーコ

アを基本に、ゴンドラレー l レを外閃に、放送|民J i'll機WNは内側 にレイ

アウトされ、調和のとれた属七をつくり /J: した。低用棟! 豆ヒは、プ

レイコートを必本に通路 ・フェンスの!惨状またえI ! ; 築設備機様、放送

設備|見J J i l l 機総のレイアウト等にも 卜分配慮し、多彩なぷ '1，'1をつくり

出した。

少し詳しく述べると、ｾ築では機械室、煙突 ・ 手間 ・ プラントボ

ックス ・タラッフ ・排水織と午、設備では配管 ・クーリングタワー ・

空調屋外機 ・水槽 ・タンク ・点検川歩廊等、これらのものを機能を

優先しながらレイアウトを号え、} 杉をデザインし、色彩の統ー を|火|

った。

尖例として、設 ｦｊｩｉＡ 機加法礎の ＱＱ 予状 ・ 施五者の統 一 ・ 設備架台とｾ

築施_ L の 1三m. フェンス等 . _ j _ 作物の製作名の統一 ・出上設 i白鉄什

の止J l 鉛メッキ {上級の統一等、 1'iI 仁設i白物すべてのものをトータルに

デザインした。

このことは、設備機伐のデザインの統一、メンテナンスに対する

配慮、耐候性にも優れ、施工'It にも今までよりイf利 であることの確

証を待た。紋終の形は、ビ l レトインされた設備機総として、満足し

た形をととのえている 。

なお、低1;;;1棟! 五仁はスタジオ機能をもち、イベントや番組l収録が

でき、全館スタジオ椛ft!JI をが15たしている 。

写真 2  ビルトインされた設備機器

早 期 植 栽

OB P は絞l玉川、第二寝屋川にIJHまれたリバーサイドプロムナー

ド公園( 北 ・南) の Ij l に位位している 。大|仮 1111勾の河川は、護岸壁

が歩道( 車道) より 1") く、川而を眺めることはできないが、 OB P

は地童話が 1"百いため、常に歩道より水J l l に接することができる 。

OB P の緑化植栽計画は、大阪の新しい名所となるよう計画され

ている 。すなわち樹艦の統一 ・命Ii 迫材の統一 ・夜I: ¥J 照明 の効架の考

慮等である 。

iltl:dテレビの摘裁は、 OB P緑化植松計画に基づき、 LE而のケヤ

キ並木 ・北而のハナミズキ ・ユリの木 ・トウカエデ ・*1飼のクス等、

周聞の公園 ・街路に合わせて植栽した。 正1mプラザにはプラザのシ

ンボルとして菩提樹を植えている 。

OB P  地区は、公園、街路、それにすでに綾ょしたツイン21 ・富

士通 ・ニューオータニの樹木も植え付 け後数年を経過し、 IJq季の変

化 も十分味わえる 。

それらと比較して、前日テレビの植裁が竣工l時に、周囲植栽と融

合するか( いかに繁っているか) が、 一つのテーマであった。

そこで考えられたのが早期植裁である 。経物竣_ [ I時期により少々

異なるが、要約すると、佐物竣工の IIl iの年( 前の植込j羽) に植栽す



写真 一3 植栽 ( 北面)

62" 1'-

'" /1 1  

63 " ド秋 6'1  11  63 "1ーイ千

A  i1圭 じ

- ーーーーーー『ーーーーー・ - ーーーーーーーーーーー ・

1:Ji 本tH姐1し 低水舶ぷ，:";j ; j ，他殺

ることである 。 こうすることにより樹木は、活行後の新芽となる 。

今1"1のスケジュー/ レを参々に記す。

63" 1ミ ィ年 樹種Ｎ￬Ｑｬｩｽｪご、決 ￆ 、 ｴｈｾ し完 ｦ

63
i
l三 秋 山I本植ぷ

64"1三 存 低 木 植 紘 一 級 [

従来の_L ' F劇場では、i l ! 物綾J " といえども、植裁は校を払われた

植木と支柱だけでの峻」二である 。今1"1は、早期l植栽をとり入れるこ

とにより、周 IJf lに融合した環境も含めた竣工とした。

写真一 4 舗栽 ( プラザ)

竣 工 ま で が 設 計

H乍今の政送映像機部の多大な進歩、また T V映像制作サイドの変

化等、放送技術革新は目覚ましいも のがある。 この目覚ましい技術

革新の中で、本プロジェク卜は進められた。一般の建設工事にも工

事中に変史、追加工事は発生する 。今回は、とくにテレビ局各セク

ションよりの膨大な要望事項の調整、まとめ、設計者の意見調整、

施工者よりの提案等をいかに工事に反映させるかも 一つの課題であ

った。

本プロジェクトでは、変更、追}J1J _[ bj ( の事務処理において着工時

に一つのルールをつくり、 |民l係者の同誌を待て、工事LjJ 運附した。

当初は戸惑いもあったが、tnれてくると関係者も納得の上で、短期

間に効率よく 一仁事進妙に支障なく処理できた。

.1'-' 1談刀 工事着工後発生する変更( 追加1) _ [ . b) : l : では、その工事

の内容( 図面、工事政、施工期間等) を|具l係者同立の

上で工事に岩手することを原則とする。

.  Jt J  紙 川紙は指定のものを使用。件名記入、| 民l係図面添付、

発行 LI 、変民( . i ( l } J II) 理山記入、関係者掠印。

・発行1' 1 i l ! 築主- 4tH先)， J (iS-) ，J よりの民望は事務) ，，j でまとめら

れる) 、設計者、' i i ii J l J ! 者の 3 カ所とし、施」二将よりの提

奈は監J l I 1 名が代行して発行する 。

回議害発行より決定承認までの順序

三ｾと ＡｼｍＴＱＱＳＴ
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地

- 設計事務所の作業

・発行された 1"1議 t!? の内容を出動! し、不 IYJI j ' ( j ( 事項があれば4JJ 務

局と協議する 。

- 比布!i りfi ' 1戊"Hi Eな|災IluI を作成し (}j包」二|災Icopyで、も IIJ 能) 、』包L

者によWt りを指示する 。

Ｍ 施工宇 ｩ ーが ｾｗｴ り挺 ＺＱ｜ の際に、 ｼ 災 ｉｉ Ｈｊￎ 、 ｦ ｟ｩＺ織をチェック ・ 査定の

上、f f . A 済みの係1:11をし( 丘定は肢耳li が行うこともある) 、必

務)， J に 2 背IHJl:l¥ ( 1  i411、1-1i l ! 設計控え)

- 施工者の作業

. 1"1議。1干( 未ノ兵認j坂) を受け取った lI !j )，'Xで、 11辿設計より内容

の説明を受ける。なお、不IYJ 般事項 ・質疑事項があれば、 l立

ちに 11処設言|に1¥1し山て! i f J i認する 。

- 見積il? を作成する 。弘樹l時、必1 Q に! 必じ比積内容のわかる詳

細11凶を作成する 。よL布!i 内容で、複合 fji fllli 、ーバ物等、不明確

なￍＱ ｬｬｩ 栴のある場合は、説明資料を添 付 する。Ｈ 比積 Ｇ ，ｾ ［Ｎ 3百1I 提

山)

・希望_ [ J 9J に対し、著しく変J . 1 ! : ( 遅延) になる場合、その旨、

」こ程表を作成し添付する 。

・ｼ 百 ｬ 議 ｳｬｦ の比和、 ｬ 干主ｾ Ｚｉ｜ ｊｴｲ ｊｬｾ民は、発行 ＱＱ より Ｗ 11以内に従山のこ

と。

- その fU!.

.  lul i1.m ，l } が発行されると、決裁されるまでその部位の工事はス

トップする 。

・ぷ認された 1"1議占はその都度、注文、11、請負占の形式で、契約

する 。

. T 事金額の地減の生じない同議13 も発行され、承認された。

例 間仕切の位Iuの変更、 室名の変史

以上の事務処理により、 誠氏テレビの各セクションの多くの要望

事項を短期間に効率よく処理できた。

本来、官庁L 事等て、行われている設計変更工事、事務処理とは基

本的に異なり、テレビ局という特殊性から変更 ・追加工事は発生し

て当然、ただし工事に支障を生じないよう、短期|切に処理するとい

う考えで、建築主、設計者、112理者、施工者同誌の上で行われ、好

評を得た。
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外 装 計 画

外 装 は 、 石

塗 装 で 統 一 さ

部 分 が P C板

り、仕上のフ

は」二場 塗 装 で

こ の よ う な

「デザインの

で の 重 要 な テ

1  ) デ ザイ ン

(1) 下地主主材 の

fi 乱認した。

(2)塗 装 場 所 と

試 験 塗 装 を 行

(3) 塗 )民l♀の確

2 ) 耐 久 性 の

娃 物 と し て

フ リ ー の た め

- 各主主材のク

- フ ッ 索 樹 脂

- オ ー プンジ

などを採灯] し

ｾ ＱＵ 年をねら

をnい、 トー

今 川 は 、 そ

( 1)新 G R C

l t *仁丹11の よ

ノマラポラアン

装 の 大 き な 特

内 部 は l次抜

』包_[，性、 さ ら

C て・はクラッ

検 討 を 開 始 し

階 を 迎 え て お

せ た 。

従; l Eの G R

ill l J な機能で

の答IJ れ 肌 模 様の打 放 し コ ン ク リ ー ト に 、 フ ッ 素樹 脂 の

れている 。 しかしその基材は、低階部分が ｒｃ 、 ｉｾ 百附

主主上部の工作物が新 G R C と 、 そ れ ぞ れ 異 な って お

索樹脂塗装も、 R C は 現 場 施 工、 P C板、 新 G R C

ある 。

装材 の違い、および塗装の. . L 程の迎いにもかかわらず、

統 一 性j と 「 耐 久 性 の ト ー タ ル 性 の 確 保 」 が 、 当 工 場

ー マ で あ った。

の ト ー タ ル 性

進 い一 一各 基材 別 に 、 見 本 を 現 場 に て 同 時 に っくり、

作 業 員 の 違 い一 一現 場 に 集 ま り 塗 装 順 序 を 統ー して、

った。

保一 一チ ェ ツ ク シ ー ト で 塗 布 量 管 理 を 行 った。

トータル性

の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る と と も に 、 長 期 的 メ ン テ ナ ン ス

」 、

フ ッ ク の 防 止 ( 新 G R C の 採Jm

塗 装 に よ る 仕 上

ョイン ト ( P C 、 C W)

前 述 の 3 極のよE材ともメンテナンス年| 恨としては10

¥ 各 基 材 、 フ ッ素樹 脂塗装、 川上位、 シー ル 等 の 検 討

タ ル に 耐 久 性 を 迫 ボ し た 。

の '1' で も と く に 新 G R C とフ ッ 素 樹 脂 に つ い て 述 べ る 。

作物は、通常、放送} ，J の シ ン ボ ル と な っ て い る 鉄 塔 と

テナを建物と 一 体 に ビ ル ト イ ン し て お り 、 当 ビ ル の 外

ｲｾ とな っ ている剖 Ｑ 分である 。

こな っており 、 紋 ｬ 二 郎のため、 ｬｦｩｦｴ￭ｾ ｜￭、ｼ耐 ｊ Ａｬｩ｜ｊＮ 玉 、 ｼ耐 ＱＱ 犬 ｼ 生、

こデザインのトータ l レ性等の川J m があり、従米の G R

ク の 発 生 、 耐 久 性 、 仕 仁 が り の 均 一 性 等 が 懸 念 さ れ た。

た頃 、 鹿品生ｾ設が ｉｊ 日 発した「事 ｦｩｇ R  C J が 実 川 化 の 段

り、その向上された性能を生かして、諸条1 ' 1ニを満足さ

C の|日l題点は、 表 - 1 の よ う に い ず れ も 外 装材 と し て

あり、 F E Mf4!(' 析 に よ っ て も 大 き な 比;) J が 発 生 し て お

図- 1

表 - 1 従来の G R Cの問題点

ｾ、、 従米の ｇ ｬ ｾｃｦｬ Ｚ 隊

リプfili'; 主)J バ

梢
A.'iS i  

外) ) をリプで角川する 。

協 亡 発 泡スで- ) レ

? 年辿ポ J レトランドセメント

材 料 耐アルカリ nガラス繊維

Ｈジノレコニア合 ｻｦｊ，Ｑ ＱＶ ｾ ＱＷ ｾｯＩ＠

11' 1  ，575x  111 ，960 

ノ〈きさ

( 重さ 360kg/枚)

G R Cハネルを|持.iJ1f本に、 II ｽＮｉ ，ｾの

取付 )ft1，
ファスナーで支持

派f 十妾 ファスナ -ffll で現場約後がある。

I/J J  JIIj 

R C  

1=600 

- リプ部と版自11の断凶1必が大きし、

ため、 乾燥収縮訟の ｬｾｾ が大き

く、クラックが先生しやす L 、。

- 製造日午にコマの発泡スチローノレ

がずれやすく、事ｾ ， ｉ､ ， の Ｈ， ￬ 紅 ｉｴｬ が

劣る 。

- 乾燥収i守Iii ，l が多い。

- 長期耐久性が劣る 。

. 1枚が小さくヒース数が多いた

め、製作取り付けXJ VI がj毛くな

る

- 支持金物数が多 L 、。

.  j主将J Xが少ないので、将米クラッ

クが先生した場介、l悦終の恐れ

カf ある 。

.  i容融立l! 鉛メ y キ処flll を(Mめてし

まい、 |妨品li 性

る。

表 - 2 の問題の解決

米の G R  C  

写真一 1 新 G R Cの外装

t月 札止

材 事↓

大 き さ

取(，t ) J 法

t窓 接
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G R (  

i正

リプ

外) )

.  ，品色ft  

セ

- 耐

ス

新 G ｬ ｾ＠ C  

fili'; 虫} J li. スチーノレフレーム fili'; 主} j 式

で箱リブで負担| スチー Jレフレームで外) )を負担

j l ! i ポノレトランド

メント

アJ レカリ f上ガラ

繊維

.  m: アルカリ nセメント

・I'-'J ジノレコニア耐アルカリ性ガラス

繊縦

改 良 rfi 

- スチー J レフレームで外 ) J を負担するため、側五';(1' ，)に IYIW( ，になる 。

- リブドJ を務くできるため、厚みの去による乾燥収納) ，i : ，; ) ) が小さくなり、クラックの Je' I'. を折l え

ることができる。

- スチロール芯がなくなり、製作11.1の仁f'，lが1威り、芯ズレのliJ l! I l 1 がないため、製品の (， j中f{W!: が L

カ《る 。

.  (J j ;アルカリ性セメントは、従米の? 守jl!iセメ ントに比べて、セメント倣化体のpl l はかなり! 凪く、

かつ低収納! j ' .'it lーをイl しており、さ らにガラス繊維の耐アルカリ性が向 仁したた め、セメントの

アルカリによる経年劣化が大幅に改善され、乾燥収納特性も大恥Iに改善される。

1， 575 x  1，960 

20kg/ 2枚分)

3，150X  1，960 

(610kg/  1  枚)

.  2  ( ; 日の大きさにすることにより、ヒース数が‘ |土分になりょJVI が短縮されるとともに、支持金物

も25%減らすことができ、コストダウンに結びっく 。(72 

G R  C パネルを直接 | ・パネルとフレームを24点で同定 |  ・ パ ネルを ＲＴＩ ，Ｇｾで Ｑ ＰＧ ［Ｑ 定することにより、インサート Ｑ カ所、月たりの負担を低減できる 。

4  }，'J. で支持 | ・フレームを 6l f.. で術造体より支持| ・数多くのインサートで悶定しているので、脱必に対する信頼性が尚くなる。

ファ

I割安

スナー背I1で現場 I ＢＧｕ Ｇ ＧＧ￰ＮＧ ，Ｎ ｾ＠ ｾ＠ Ｎ ｟ｾ＠ ，ｾ＠ 1  ・現場総援をなくすことにより、溶融孤鉛メッキの被朕を (11めることがなくなり、溶接筒所がIVi

| 現場浴後をすべてなくす。 1

がある 。 ｉ ＧＢ Ｎ ＮＮＮＢ ｾ｟Ｎ - _ . . _  I  鋭上のネックにならないようにできる 。



討したが、新 G R C のフッ素樹脂塗装の実績がないため、付着性試

験と、最適な裏面塗装材を選択するための実験を行った 。 実 験内容

は、

a  標準状態における付 着強さ 一 一20::!:: 2

0

C、温度65::!:: 10%で14日

静 値。

b  浸水後の性状 変化 および付着強さ 標準養生後、水中 に全没

し、 10日後取り出し、 24時間前?置。

C .  ｾ鳳冷繰り返し後の性状変 化 および付着強さ 標準 養 生 後 「水

中に 1811寺問全没浸漬ー20

0

C::!:: 3  oC  x  3  I時間- 50

o

C::!:: 3  oC  x  3 時 間」

を l サイク/ レとして 20サイクルテスト後、 2 時間静置。

d  試験体端部か らl脱水させた場合の性状変化 および付 着強 さ一 一

標準養生後、試験体上背1Iに水道水 を満たし、表 ・装而の変化 を観察。

結柴は、各実験において新 G R C の表面塗l換に異状はなく、良好

なものであ った。新 G R Cでの極々の検討結果は、 P C 板、 R C に

も反映させた。

り、 クラ ックの発生が予測された 。 そこで新 G R C を採用すること

により、 表 - 2 の ように問題の解決を |玄|った。

新 G R C の特徴( 従来の G R C に比較して) を記す。

a  曲げ強度のm耐久性の向上一 一W C温水浸漬日数十 日で、強度の

低下が約半分

引張強度の耐久性の向上一 一80

0

C潟水浸 潰日数十日で、終局引

猿強度 i侍の引張ひずみ度が、約 5{音

c  乾燥収縮 率 の低減 一一一 約ＱＯ Ｕｾ こ低減

d  乾燥繰り返し 長 さ変 化 の 低減 一一 ＷＰ
Ｐ

ｃ 加 熱 ｾ ＲＰ ｯ ｃ 浸水繰り返し

で、従来の 0.1% に対して 0. 08 %

巴 曲げ疲労特性の 向上一 一|並lげ強度が約60%向上 しており 、繰 り

返し荷重後の強度低下率が変わ らないために強度が向上

(2)フ ッ素樹脂塗装

新 G R C の表面仕上げは、ルミフロン系常混硬化型フッ素樹脂塗

料( 大日本塗料附 V フロン1 + 200) を使月守した 。フッ素樹脂塗装の問

題点としては、 表 - 3 のように 6項目をと らえ、 それぞれ対策を検

b  

フッ素樹脂塗装の問題点

IgJ 

日

，-， 
.，. 、M!i 

表 - 3

新 ｇｒｃ 被 ｾ Ｈ ￭￯Ｈｩｩ への ｍ 適な ド 主 主 材 のＮ￬Ｑｬｬ ｪｊ ｾ が 必ｾ 。

新 G ｉ ｾ＠ ｃ 被 ｾＧ Ｇｩ ｉＨｬｩ のぷ ｉＨ ， ｩＧ［ 虫 ｊ Ｎｦｲ が イ 、 ｉｙｊ 。

新 G R Cの合点ギ、 p ll の.t，u立と塗JI民への影響。

"W1(li からの水分がぶ l飼主主主Eに汝ぽす影響。

ピンホ ー ル 、 ガラス 繊 維の突 Ｚｕ ｾ 手の被ど ＱＱ 而ｩＱＱ￬ 修 史Ａ 鎖 。
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対 策

{北米の G R  CJIJ  t' 塗材 として尖綴の多い、エポキシ系樹脂塗料を1史fIJ する 。(片的基材被約而の強

化、<1-'塗塗料 との付行性向上)

実物による 付行試験によって 縦総。

養生j刷Ii ¥J: 2 週間以上、 含水準10%以卜、 p H  10以 F

(代型J1シー トに従って全数チェック)

ウレタン系樹脂塗料と、illi 主¥1'[ のある塗料の2 主主を実験によって!在認する。(ウ レタン系樹脂塗料

V トップで実施)

イ1の; 甲JJUl微様のイメ ージが峻れるので、ピンホ ール処理は穴詰めのみとして 、全陥補修は厳禁 とし、

突:l ｾ し た ガラス 繊維 はカッ ト 。

W . T . A  

Wf .A x  8台

図 - 2 高層練基準階平面図

サ ッシュと の取り 合 い、収納 古11の大きさ 、扉 の聞き勝手等 、種々の

細かい検討を重ねた。 また 中間 でトは試作品をつくり、現物による検

討、 jj' (j1認を行い、 当初] のメカビル 卜インというコ ンセプトの具体 化

を実現した 。

ビルトインという技術テーマの 中 で、 ｉ ｜ Ｇ ｾｊ 冒 Ｔ 東司 王 Ｑ 労フロアーの 空 調

機をいかに建築と 一体化させるかが大きな課題であ った。 従来、 ZE

調機が漣築とマ ッチングして 納 まっているケースは少ない。

今 |旦|、 WT Aシステム( 鹿品建設が開発した省エネルギー型個別

空 気調和 システム) を採用した過程の中で、給t : J 1気 '-' をほとんど立

識させない外壁デザイン の検討、または内部の ぺ リカウンターにつ

いてはとくに下記の 2 点に絞り込み、検討を行 った。

①機器問のス ペー スの有効活用

② ペ リカウンターとして、デザイン的に ー{本J惑をもたせる

従来、 WT Aの納まりは単休館出型であるため、いかに すれ ば隠

蔽タイ プにで きるかということか らスタートし、 ペ リカウンターと
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｟，［， Ｎ ｾ＠ ＺＱＮｾ Ｎ Ｎ，＠

航空微騒音

ピレ
一ア責請

J R 

I冒状線騒音

野外ステージ騒音

技 術 構 成

O P+ 4. 30 

OP T + 5 . 9 0  
ンイ

高

ラ

防

G

潮

煙

防

内

〉

門

T

水

Y

ストップ、リアルタイム ｪ 政送の Ｂ￬￭ ＮｾＺ Ｇｬｩ な解決 Ｉｊ 法と与えられる 。 しか

し政送)，，) の 場 合、 とくに ，前Uテ レ ビ の よ う な 関 西 地|メ、広くは 1'411

本 地 域のサプキー) ，J の助合、パニック 時 ( = 大災官) においても、

その地 区 で、 その↑ !?報 を j政 送 と し て 送 ら ね ば な ら な い と い う 特 殊'1'1:

がある 。 また、当然のことながら 11 常時、パニックに至らない災' ，J千

H与においても、機関の メ ン テ ナ ン ス も 含 め 「 ノ ン ス ト ッ プ 」 で あ り

続 け る 必 要 が あ る 。

T VI映像を送るためには 、 11 '，' にそして災害、ハニック 11与の対! 心

は 民 な る も の の 、 政 送 機 以 ( ソ フ ト を 含 め て ) と そ れ ら を 動 か す た

め の 総 ( 建 築 + 設備) が セ ッ ト に な り 稼 働 す る 必 裂 が あ り 、 そ の た

め に は 、 そ れ ら がいlー 宅 ま た は l' iJ- ill 物 内 に 構 成 さ れ て い る こ と が

憎 ま し く 、 か つ そ れ ら が シ ス テ ム で村i築 さ れ て い る ) j が1i' {f .Af 'I'I: が あ

概念図図 - 1

「ff は、 N Gを だ せ ば 進j起にかかわる Il I j J 起であ ったのに 、 今 で は

N G特 集 で、目怖 lが :1¥来 る 時代 にな った 」。

I放送) ， J の ill 築 設 計 を 進 め る 仁 で 、 従 米 は ス タ ジ オ 、 副 調 後 室 、 ア

ナウンサーブース等諸室が重ｾなウエイ卜を ｉｬｩ め、それらが基本的

な必ｾ条 ｮ のベ ースとな っていた。しかし、政送 ・ 映像機協 の多大

な. i 1主少と! 日]11、?に、 T V映 像 制 作サ イ ド に も 多 線 な ソ フ ト が2Q>j ( され

るH‘ ? 代となり、従来の基本的必2 l
t
条件 お よ び そ の 優 先 順 位 等 が 変化、

公 澄 し て き た。 ま た 、 視 聴 者 に 対 す る 多 織 な T V ソフ トの 提供 とと

もに、 365 1124時 間 政送 ス タ ン パ イ の 状 態 に し 続 け る T V ) ，J本 来の

社 会 的使命 に対しでも、「、 Ｇ ￭ 然 」のＡ Ｇ，ｪｾ党でそれらは機能として ＲＲ ぶさ

れている 。

これら組々の必袋条件に対して、 ili 築、ぷ( 111，のハ ー ド の 技 術 的 解

決のみならず、映像制作サイドの観} ，I，(も )111 えながら、 下記の 二 つ の

項11 に集 約 さ れ る 技 術 構 成 を 試 み た。

スタジオ技術計画

る0

.-1>: ;' 1-闘 で は、第一 に、 1". 記を illij } J i する 卜分 条 件 と し て 、 j氏送機総

室 や辿 築 設 備 機 械室 等 す べ て 合 め て 令体 を パッケ ー ジング( 一体化)

す る と い う 考 え ) J を採川した。 たとえば、大ノ f ニ ック 11.'f (人:1以l 打域

水 没 ) に お い て 「ノンス トップj であり続けるためには、 ヒ ｾｊｲｸ 送

機総室( マスター等) とそれら治宝に供給する電源( j ' Ｑ 家 ｊｾＧ ，ｬｬＩが

!li JJ き 続 け る 必 要 が あ る が 、 そ の た め に は そ れ ら 諸 室 は 水 没 し な い 階

に位 iuする必要がある 。ま た、 JjlJ の パ ニ ッ ク ( 過 激 派 の 製 幣 ) 1I .'fに

お い て は 、 容 易 に 到達 で き な い 位i白 と そ の ガ ー ド が で き る シ ス テ ム

リ ア ル タ イ ム 放 送ノンストップ、

近 fドのコンビュ ー ター ピ ルにみられる 「二 j 己化」 の 思 想 が 、 ノ ン

fu Ａｦｾｊ＠ 系 蜘l 災
.1..: 

系

2  ｾ Ｎ＠ IVj 災
4  5  

似品t  

ｾｬ＠
l骨l i.U oji lJ 

パックアップ
セキュリティ

じLASS ぜl， l  IVj 潮 水
'1-: 

|ザJ 火 避 制i ( メンテナンス)

E  XI  
- 人が走る振動 • J!fl¥ . 、|ξ 均 潮 位 • 1，I，j  - タバ コの火 . IVj 火J' - メンテナンス - 受付

- 外出11!!i並行 - 水怜のしめ忘れ

- 内部騒 IT - 排水系統の 卜分 - 執務を中断しな

なキャハシティ いメンテナンス、 .  Ａｦ ｾ ｊ お誌のゾーニン

( 11 Ｍ イ Ｎ［ｾＡ選、不快感 - 騒 JTに対する | (1::1題なし) - 水i史川' i 1には排 ' 1付主主材のイミ燃化 • Ｇｬ ｩｾ Ｇ Ｑｉ与は ＱＩｾｉＯ ｪｊＨ <J I匂
およびルート，誘 グと 1X: I，hI (1111η 

なし 分なガード ;j(，没Wi 燃えなし、材料) 'i ;引l干に 1:/-1 まる) 導手段
ぷjji i)

EX) 
.  ' 1' 規模地従( 災 .  ｾＧｯｉ ｬ 機 ｻ午 Ａｦ ｾｊ - 脳大型台! 瓜 .  h包l ィ、J込による - 初WI 火災 - 初WI 火災 - 故障 - いたずら

ｊ 立 Ｔ ｾ Ｕ 7 ラス) il;l 水 ( ポヤ) ( ポヤ) - 定期保守・ - 不i lニな

災
'1..: 

- パックアップE没

E  .  J!!¥被'，1; ' 7 シンルーム系 . kii:;/. 政送 lnil および代替手 - キーシステム( 人

( トラブル) ( j: :I !l!:i なし) • IVi 潮 堤 ＱＺＮＧ ＱＱＱＱ こは ノ ＧｊｱＧｬ ｇ Ｇｉｾ .  (I!日'J! 部長11設備 Ｍ 明快 なて ｾＮＮＮＺＮＩｪ 段( マシンハツ れない内11M)

なし ' 1防火 ・|抗煙l針 lij li'J j日間t チ)

EX)  
- 大規模地i足(i..¥! - 淀IVi 突破( 大| 以 - スプ リンクラ ー - 火災延焼 - 火災延焼 ' O N  LI NE系 - 放aむの iJjj'，ヰ

jよ)'6 クラス、|民l dij 或ー古11水没) ，AHHi IJ の 放 ｉ ｾ ｾ - 過 失

火災Ｇ， ｉ ｾ
点火災災) .  dil 防災基地、大 . IH水

E  Ｎ ｩｬｬ 物ＱＧＱＢ椛児 Ｇ ，［［ｾな 阪 dil 子舎と 1，，1グ - 万が一の釧ノ'j( j本 |ー分な ii'i 火設備 .  tJI 煙ぷfiil ( 遊灘 - デュアル対"ι - 特: . i : の人のみi I . ! l

( ハニック) し レード( 0 P +  :l jll ( 安全 l共同) - スプリンクラー 川、 'ム:全 |メドlij) パックアップ .i/，;¥IIJtjE 

- 人命異常なし 5.1)  - ハロン消火
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写真 3  屋外スタジオ

が必ｾである 。 構造的にも、それ らｩｎＧ￭宅は 必固な安全性の刈いゾー

ンに位Iuすべきである 。

そして、全体をパッケ ー ジ ン グ ( 一体化) するための対になる十

分条件として、「二冗化 ( デュアル ) J の出氾! をシステムとして附築

した。 これは、広みには、 ヒ要請室の分l孜両Gi u というプラン椛成上

の考え Ｉｪ から、ｾ則 的配線 のタ Ｇ フ Ｎ ル配線といったディテールにまで ｼ 具 ｬ

述する 。 ただし、過剰に不必裂な対応は、コストのみならず 11前の

ランニングコストまで| 刻係する不効率なシステムとなりうる (JIIJI I1I を

もつので、ガードすべき諸室のグレードと、、ｦｚ Ｏ ｲ ｴｩｾ ［ そして災芹Ｈトラ

フ・ル) 、パニック Ik' f それぞれの対応 ( 表一 1 ) に大別して、マトリ ッ

クスの ＧＱＧ よりシステムを決定したＨシステム概裂は設備言 ｉ Ｍｾｬ ｬｪ に記述Ｉ 。

第二 に、政送} ，J機能の 1)' で当然盟主1 < される音響的必袋条件を、 七

記の与え ) j と1，I，i立させることである 。 rf l - 、換えれば、スタジオ、ア

ナウンサーブース等 ｉｖ Ｎ￭振 ・ ｼ切 ＿Ｚｦ を必ｾとする諸室と、音 ・ 振Ｑｙ ｊ を発

生する機械室等の相反する機能を同} ; ，+ させる技術的解決を求めるこ

とである 。 これは、 j 己米のスタジオ機能の 1)' にも内包されていた問

題で、たとえば、 N C ＲＰｾＲＵ を必裂とするスタジオと、セットを車 ｉｬ

み立てる大迫 !iJill (昔、娠動発生源) がl憐践して必1 r ! とされること

を技術的に解決することと同じである 。 スタジオ機能の場合は、 l時

間差( 運川等) により多少の弾 ) J 性があるが、本計画のようにスタ

ジオが復数の場合や、I次送機能とえl ! 築設備機能とを同肘 させる場合

にはその蝉) J 性がないため、技術的にIVj 音 ・防仮、遮音等の総f ' i (i内

な音響計阿を ｩ ， ｾｕ ｉＺｾする必要があった 。

上記の概念を 図- 1 に示す。技術的解決手法は、フローも合めて

後指にて記" 戒するが、大} ，J 的には、 l山氏j差}，J例や、| 釣音 ・|切振のデ

ィテールの進歩等があり、簡月1ではなかったにしろ解決できた。

全館スタジオ

多機な T V映像を求められる制作サイドの変化とともに、「令官点ス

タジオ J の" A"JWに代表されるような多憾な悠築空間が求められるよ

うになった。 T V映像技術の進歩で、 T V カメラさえあれば、どこ

でも映像化が "I 能 とは言 え、スタジオ的使川を前提とすれば、 (IIJ ら

かの配慮を ｊｊ ｉｉ えたｾ築管問の椛成が必要である 。

1 階のロビーは、計画の初期より 「ロビースタジォ j とl呼称し、

空間デザインとともにスタジオ的使ITJ の計耐を進めた部分である 。

3  J凶l次抜の空間には、 11精 ・2階 ・地ド 11精より連続する 1"1 り階段

を配し、それぞれのレベルからのカメラアング/ レが可能となり、南

面 ・J ヒ耐のガラスカーテンウオー/ レを介して 内外の連続! 惑をとり込

むこともできる 。 また 3 JI"i' 次抜のid上市II)(J I:には 、デザインしたグ

リッド )(JI : とともにキャッ トウオークが組み込んであり、音平4' 的性

能もロビーi史川材料( 石、金属パネル等) にもかかわらず、残響時

間1. 9秒と、良好な11! I とすることができた。

地下 11精 ( グランドレベル) の報i巨人J J，JJ 務室は「オフィススタジ

オj だ。オープンオフィスタイプの 'H務室内は、ロビーと 同般に、

サンクンガーデンを通して内外の述続感をとり込むことが "I 能で、

天井部分は桝子天井( クロスシーリング! 照明) とし、天:) 1: フトコロ

内に特殊照明等が組み込み可能である。

外部 空 間 についても屋外スタジオ的税ＩＮ Ｇ ｾを配慮して、玄 ｼ刻 アプロ

ーチ部分には、屋外ステ ージ ・階段兼! 日観答席として計画。 また. i J l j

常機器i泣き場となりがちな崖恨部分( 低! 回、尚防音11とも) も出外ス

タジオ的使!日 が"I 能なように、オープンスペースとして開放してい

る。
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電源から送り 、第 2 スタジオと第 3 スタジオへは B 系電源から送り 、

スタジオ相互て、パッ クアップをとることにした。

2) カスタ ー ビン発電機のダブル設置

発屯設備 は、起動信頼性が高く、スタジオへの騒音 ・振動の影響

の少ないガスタ ー ビンエンジン直結発屯機を設置した。

業務時間内のメンテナンス対応として、 1 台をメンテナンスして

いるときでも万が一 の停電に 備 えられるよう、 l OOOkV Ax  2 台の二

重設置とした。

3  ) 放送電源のパックアップ

音声 ・ 映像を ￰Ａｾ 瞬断て ・ 送出し続けるために、オンライン系の主的 ｩ

整室の機器、送出機総およびスタジオ副調整室の機総等へは、 C V

C F -;:U源を採用した ( 図- 3 ) 0  C  V  C  F 装置は二重設世とし、その

パックアップとして I V Rを設け、さらにそのパックアップとして、

商用ノf イパス回路を設けた。

4  Ｉ商用電源と自家発 ｾ｡ 源との ｬ 瞬時並列迎転

商用屯源が停' ，-11した後、および商} " t j ' ，8: i原低級のメンテナンスの後、

復屯させる場合に生じる腕時停屯をなくするために商Jl J'，丘源と lコ家

発電源との|瞬時並列運転を行える構成とした。 その結梨、放送機協

や一般機総への外訴しを、ド滅することができるようになった。

ＵＩ 主調盤室ｾりおよびスタジオのパックアップ空調

主調整室廻りは娃物の ，'， でも重要部分であり、故防1I . ' f およびOJ ! : 新

時の対応のためデュアルシステムならびにパックアップシステムを

採川 している 。

デュアルシステムは空調機( 処耳目j瓜s l l ，OOOni '/ h ) x  2  fa 空冷

パッケ ー ジ (20H P)  x  2 台とし、そのうち l 台が予備機とな って

設備計画( デュアルシステム、 パッ クア ップシステム)

365 日 X 24時 間 放 送

1 )  Ｇｾￛ 気安の分散配置、高圧ループ吋Ｊｊ￭ｬ

・屯気室は B 2 階と 5 階に分散配iiE

将来の24時間放送時には、業務l時IIiJ 内にメンテナンスができるよ

うに、浴源母線と負荷母線をそれぞれ 2 ブロックずつに分け、それ

らを交互に接続させプロック単位の計同伴屯が可能な、高圧ループ

付申ｾを 品 切或した Ｈ 図 Ｍ Ｑ )。

また、災害に対する対策として' 1(1気宅を分散配置した。 つまり、

Ｇ， ｗＡ 尉手紙と負荷母線の Ｒ ブロックを Ｑ ユニットとし、自家発Ｇｾ｢Ｑ源を

含む l ユニットを 4 、 5 階に配ii 'i しA 系'，ll 源と称し、商用屯源を含

む l ユニットを B 21街に配但し B 系' 心筋! と称した。 さらに、これら

を結ぶケーブルは異ルート E P S を; wしてルー プ状に接続した 。

その紡梨、過去の最高水位をはるかに 1:.:1"1 る水害に対しでも A 系

屯源のユニットで安全に政送電源を送ることができるようになり、

- ) j の屯気室または E P S の火災に対して他方の電気室または E P

S がお丘いにパックアップする構成としている 。

- )j 、負荷l辻線の二次il!l J については、 ①非常用負荷、 ② C V C F

'，Uil J; l袋 i丘、 ③ I V R電源装世の 3系統の_ o ] 必負荷へは、 A 系 . B系

からデュアルに幹線を送り、 A 系 ( B 系) が停電しでも、 他 ) j の系

統の' 心源が生きていれば1 " ' 1動的に切り換わるようにし、プロック単

位の計阿十円むこ耐えられる 1001路柿成とした ( 図 2) 。

スタジオへの '，u源供給は、第 l スタジオと報道スタジオへは A 系

i ↑ ↑ l  

!  非常用発電股倫 J  

、一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一 J

放送電源のパックア ップ

i  

q

u

 

図

I

L工

高圧ループ母線
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図- 5 第 1 スタジオのパックアップシステム

図 6  第 2 スタジオと第 3 スタジオ相互のパックアップ

いる ( 図 - 4 )。 また、災} i - l Ic't ，J山1"がi也/J，して熱71点が虫色たれでも J I'

ＧＧＺ ［ ｾ［Ｇｬｬｬ￬ｬ 尽により明冷パッケージをｪＡｧ Ｇｬｩｩ して 、 このゾーンの明 ｲｾＧｾ を ｉｉ ｊ￭ ￬￉

にしている 。 3 1併のコンヒュータ宅も 同 じシステムを- 1'*) 11 している 。

スタジオのＧｬ［ｾ， ｖｍ は Ｑ 史 川 形態による作 Ｑ Ｑ Ｑ 制御を適切に ｵ い 、Ｏ ｉｦ ｊ 効本

を|災|るよう号l伝し、 ｼ 、Ｚ ， ￬ ｾ のパックアップシステムを ｊ 求 Ｉｉ ｊ した 。

Ｎｕｾ＠ Ｑ スタジオ ー Ｍ ＧＯ ［ ｾｉｖ .. ｩｪ 機は Ｒｨ 分 ［ｉ［ ｉｊ 設 ｪ ￮Ｇ ｴ するとともに、 ｦ キペ Ｎ Ｇ［ｦ￬ｉ，ｾ機

のファンも 2ffi at ii qタイフを採)IJ している ( 図 - 5 )。

Ｎ［［ｲ ｾＲ スタジオおよび卸 Ｓ スタジオ 一一ー サプライダクトおよびレター

ンダクトにバイパス 1"1路 を t没ii
f  ｉ ｾ し、第 Ｒ スタジオと却 Ｓ スタジオキ ＱＱ

li のパックアッフも f J っている 。 ただし、 切 り換えは手動操作によ

るダンパ切 り換えとしている ( 図- 6 ) 。

なお 、 スタジオ系統の官制機は付|互に |長1J.f' 門ニをもたせ、 I'IJ じ{ 1:僚

にしている 。

6 )  2411.]'I/l J";'; 訓

ｈ 寺 ｉＯ｜ｊ 外 およびＱＧ Ｇ［ Ｑ Ｑ 分 ｾ ［ ｾ［ｊ ｬ ｾｩ 対 応 として 、，Ｇ， Ｇ Ｚｪ Jr1棟事 務 ゾー ンはぺリメー

夕刊If こW T A を、低 Jr1t京別業ゾーンは年間冷房ソ ー ンが多いため深

佼屯ブJ を利川 した冷水 帯 熱梢 システムを 、 また、 一部にヒソレ川 マル

チエアコンを採)11 している ( 図- 7 ) 。

成 長 す る 放 送 機 能 対 応

1 )  ｻＮ 民 Ａ何 百 Ｑ ｉ の配務 ｾｍ ｉ， ｣ ［ ( 図- 8 )  

・フリ ーアクセスフロア ー システム

マシンルームを集約配出させた低服部には、有機的 にレイアウト

WT A  

日

日 日

日 日

口

高( 層事棟務部門)

日

フアンコイルユニッ ト

日 日

日

低層線

(現業部門)

図 - 7

放送専用E P Sシステム

フリーアクセスフロアーシステム

ヒ- ゴ正一ケーフルスペース

図 - 8  ftt 層部の配線対応

されたおのおののマシンルーム II ¥Jを行機的に配線するために、フリ

ーアクセスフロアーを採 JTJ した。 このフリ ー アクセスフロアーはマ

シンルームの 111
のみに |製らず、低j何日1I の11 1

火廊下の! ぷ ドまでも配線

スペースになるように計両されている 。

. ; 政送専川 E P S システム

作附のフリ ー アクセスフロア ー を縦にJ . ' . 1illi する l放送J _li: 川の E P S

を設け、制tl l メートルのケーブルラックを 3本収納した 。

・ラダーパ )1: システム

IIJ 火 廊 下の 天井市1Iに，没けられたケーブルラックは、 111丘との調和|

をl災|り、 そのままで9 J ! 築天 ) 1・を梢成しつつも 卜分なメンテスペース

を1確保 した トータル配似システムとして考案した 。

以 ヒの 3 システムにより、限りなく 成長 変化 する欣送機能 に安心

して対"じできる阿じおHシステムとすることができた 。

2) 版送 機能搬 送 計阿

・ 7 トンエレベータ

スタジオフロアー( 2 階) へ外部で、製作 した大迫只を 4 トントラッ

クに乗せたまま搬入できるように、 7 トンエ レベータを設出 した 0

・現業棟 樽川 エレベー タ

分 刻 み ・秒 友IJ みで、人 ・テープ ・原 稿 ・3 類等が行き交う現業棟

の '-]1で、故も効率の 良 い1] 1うた帝1Iに専川 エレベータを設iu した 。

・高層棟 )11エレベータ

待ち 時 間 の少ない「人」のために 3 台の乗灯l エレベー タを設置し 、

成長 変化 する 作樋 機能 に柔軟に対応できるように I 台の人荷 Jl' J兼非

常用 エレベータを設目した 。
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音 響 計画

?T斜計阿の基本的考え !i について 表 - 1 のフローの rl:J で、基本計

画から竣」こ| 時実測に至る流れおよびそのプロセスごとの要点を 示す。

? ま斜計画については、プロセス( 造り込み過程) が重要なポイン

トであり、そのプロセスの中で何 を検討し、 {nJ をチェックするかと

いうことが結果の良 ・否を決定する 。 今! 日|、とくに作プロセスごと

に実施した内容について明記する 。

音 響 基 本 計 画

音響設計として検討すべき主なものとしては、 i佳子寺および室内汗

料、設備騒音防止設計である 。

い) 巡行設計

・!騒7T振動湖、の.tlh出とレベルの設定

. 1キ室騒音レベル許容他の設定 ( N C (J立)

. 検討すべき遮音 経路のflh山

・終日1I 位の遮音量の設定

. 1今日11位の遮音構造の決定

(2 )  室 内音響設計

- 室 内ff 塑F指標の 円標値設定

内装設計ー ( 室形の検討、残響H与1mの検討、 l以?1・反射構造の検討)

(3 )  設備関係騒音防止設計

- 設 {1m騒背源の lifli 認 ( 送胤機 ・冷凍機、ポンプ鋭、トランス、 I 1家

発エレベータ)

- 設備機械室の配置検討

音 響 実 施 設 計 か ら 竣 工 ま で

検討した音響仕様を具体化し、施 ｊ ｾ 図を 作成する段階で、設計ｾｾ

凶が施工図に反映されているかについてチェックを行った。

施工時のチェック

現場において、チェツクシートにより、作業の進捗状況に I，C;:じて

出当者が円視による確認を行った。 また、スタジオ棟の内装がある

程度進んだ段階で、当初の子氾! 他との比較を行うために rl q:n音響詩!I J

定を行った。 チェックの一例として、アナウンサーブー スにおける

アナウンサーによる聴感テストを行った。

竣工時測定

スタジオ棟各室の音響性能をI i{li 認することを円的として、 l情騒背

レベル、遮音性能、残響時I/:J 、床衝撃音レベル、および空調騒音レ

ベルについて 測定を 実施した。 測定 の結果、全体的に 、11初 の 11擦を

Ｑ 埼ｾしていることを確認した 。

与条件の実測( 表 - 2 ， 3 )  

騒 背 ・振動源のレベルを設定するために、建設予定地でのl綴7.f -

振動測定および現局での室内71f 粋状態の測定を行った 。

これらの結果のうち、外部騒背について音響の: 1 ，) ( も大きいであろ

うと与えられる J R 環状線通過H与の騒音 ・振動がスタジオにうえる

; 彪響について検討を行った結決、肢も鉄道に近い第 1 スタジオ、報

道スタジオ内で N C ＲＵｾｎｃ＠ 30以ドの騒音レベルとなり、ほとんど

版科のないことを確認した 。 内部騒?:f については、淑IJ 定紡* お よび

名純文献、過去の実測結以から背源レベ j レなど名磁条例=を設定し、

遮音構造については対象室外からのすべての経路をtili : J : し、作経路

についておのおのの遮音構造を決定した。

表- 1 計画プロセス 表 - 2 外部騒音・振動調査
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- 巡背J 十回

外部騒音に対して iJ!，没 I ' A! 也での'ノ足首!!J

内部騒音に対して IJl J，J での実 iJIII

・床衝撃音対策

・室内音場計画

室形状、残響l侍1:[1検 討

・ ｩ 設備 ｾｉ 開 ｩ

- 音響1上織の具体化およびIt 線変III

材料吸音率の測定

設備騒音振動計算チェック

- 現場サイドの施工l時チェ ック

縁ぎりの確認

IJfli 1郎、 tr通行11処思確認

・中間音響測定

遮音性ftEli 在認、再調整

プーミング確認

銭 響l時間

ｬ 汲 ｆｦ 、反射材の配位の ･ 胡 Ｓ 室、 ｭｬｬｾ

アナウンサーによる聴感試験

・振動部1I 定

・設備騒音

ダクトのクロストークの測定、対策

iII ll 定 J.1

2  

* 1  環状線鉄橋il 昼過H年

*  2  ボーイング 747型、 トライスター

* 3  大型 II ! 辿過II-'i

キ 4 '1'央Illi

表 - 3 現社屋の音響状態調査

ｭｾＧ 騒音 刺

ＶＱ ｾ Ｖ Ｇ Ｑ＠

ＵＶｾＶ Ｑ＠

(' 1¥1也 dHA)

X  

ＳＶ ｾ ＳＷＨＲＵＩ＠

ＲＸ ｾ ＳＱ＠ (24)  ＳＸｾＴＲＨＳ Ｑ Ｉ＠

( '1¥1立 dH)

(  Ｉ内は ｉｉｾｈ ＱＮｲＨＡｦ ｶ ｊ

齢ｼ第ｾ .  • 1 第2 igill 継 室 | 主 ア ナ 1 ｾａ アナ ｉ ｍａｉ レーム ｼ報道局ｼ第 ＱＢ Ｎ .'. I総 務 川

測定項u l スタジオ| スタジォ I UI' J I"' IJ .:u::...:r. I ブ ー ス |ブ ー ス 1" " ，，. -1 ｲｾ＠ =  " v  1編 集 五

I l l PM音L5

室内苛圧 ＱＹＳｾ ＱＰＲ､ｂ Ｎ
|セット解

レ ベ ル l 体. -ffLμ

81dBA 

レ ベ J レ

残響1時1:11

周波数特七

遮音性能 | 副誠監室ー 1st (二重窓) 39dB/500Hz 

2  st 一大泊以笠( 両I)fl き大扉) 34ds/500Hz 

床 振 動



ス タ ジ オ の 消 音 ・ 遮 音 計 画
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図- 2

スタ ジオ空調騒音レベル

(室内中央1 . 5 m)
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機械室の配置 近くて遠くに

空調機械室はスタ ジオから離して配 ii1 し、騒汗 . 1振動がスタ ジオ

に直接つながらないように配慮するのが一般的である 。 しかし、今

1"1の計阿のように、 3 つのスタジオが併設された場代、9 J ! 築ス ペー

スにも設備経済性からも、J . h l い機械室は得策とはいえなし、。

そこで、 3 スタジオのかなめの位世に、スタジオに近践した機械

室' を計阿した 。 そして、騒ffi娠の機械室 およびダクト経路とスタジ

オの間に、 rW- い7Tの緩衝千. g : をつくり、その空間i をm背チャンパーお

よびコンクリートダクトに利IIJ した ( 図- 1  ) 。この緩衝干ii- が、機械

室を近くて述くにし、振動千干の発生およびダクトの軽減に若干勺して

いる 。

スタジオ・ダクトワーク 3 方式の提案と検証

スタジオの室内騒音は、空調騒音に支配されることが多く 、版li訟

の分布調鐙と気流発生子9 ' 1妨止がポイントとなる 。 とくに天} I二内が狭

く、ダクトワークに無理が11"， るスタジオの場合、それが顕著となる 。

そのため、複雑な曲がりを取ったダクトワーク、消音のi的多が口立つ。

今回のスタジオ計画では、 下記の 3 方式のダクトワーク、消音計

画を進め、検討することとした。

( 1) ループダクト ) i 式 第 2 スタジオ

最新の多くのオーディトリウムで効果を確認した方式である 。 ル

ー プダクトにより各分 l岐胤量を均一 にして、末端分 l岐ダクトの風速

を 4 m/ sec 程度の低迷にし、最終消音を行う 。 )Jli ¥量 分 布 が50%程

第 2スタジオ

空調機 械室

図 1

スタジオダクト図

度は 山 るが、発性＿干までは至らなｾ ，。

(2) } 瓜量制穏ダクト ) i 式 第 l スタジオ

ダクトス ペースの位iiii および天井内の白 l上l度のために、ループダ

クトが取れない場合が多い。 その場合、分岐部に積極的に胤品調整

機構を設け、確実なl瓜虫にし、気流発生音に相当する消音協を設計ー

する 。 当然、発生?:f の小さな胤品調整機構を開発する必要がある 。

(3)  風1; 1]音 防 I1ニダクト ) hI， 第 3 スタジオ

理ff12主として提案した )J 式である 。 発生背の少ない、チャンパー

による分岐 )J- 式、ダクト; 明l り込み ) i 式により、シンプルなダクトワ

ー クを目指した 。 そしてスタジオ内 ￬￬ｾ 音は、 ｬ 吹山ノズル ｼ 立，Ｇｩ￭ ￯ に設置

したサイレンサのみである 。

低騒音スタジオの達成

スタジオの設計騒音レベルは、 ｎｃＲ Ｐ ｾＲＵ である 。 騒音レベルの

結果を 図 - 2 に示すが、どのスタジオも NC2 0を大幅にドまわった。

透過音および空調発生背を確実に 、過度に怖 がることなく 、技術を

積みかさねることで、と.の方式も低騒音スタジオが達成されている

ことが分かる 。

その 中では、シンプルなダクトラインで発生音の出ない分岐}j ;: I， 

を取り 、 スタジオに近づくに従って発生音を意識した風速に落とし、

最終分岐後に l次出 LI 直 ，'，ij で、目標値に減音する第 3 スタジオの方式が

披良と考えている ( 図 - 3 ) 。

69 



評 価

表 4  遮音性能; J ! IJ定 (d  13/ 500112) 

|柄数 測 定 対 象( j jJ i'l ) iill Y， YI:  fiE 

G F' 幸 ｾｩｬｩ スタジオ 一報道日IJ 訓ヰ寝室( 主1111) 53 

11 11 ( 以) 42 

11 - cl'継阜市 hl I (宅1/:1) 66 

11 一廊 F ()J ri)  41 

11 - 1階居11 ド12
1 Ｈｾｾ学病Ｚ令、Ｉ 58 

11 一第 1 スタジオ( 主1 / : 1 ) 71 

化粧室 一報道スタジオ( 以) 38 

報道I oi IJ 調整宝 一廊下出 ￭￭ ｾ ｬ ｬ Ｉ ( 以) 38 

ノ/ 一報道)"j ( 扉) 44 

報道アナブース 一報道;，i IJiJ ，¥j椴屯( 窓) 63 

ノ/ 11 (ini) 57 

1  F' 大会議室 一宮内 2 スタジオ( 主11: 1) 61  

テナントスペースー第 3 スタジオ( 宝1111) 63 

2  F' tn 1スタジオ -tt1 ll 美術Ul di ( シャッター) 2ill 49/1ill 27 

11 11 ( 似) 38 

ノ/ 一前室(1)- I Ji s ド ( 以) 2ill 64/1  .. u  34、11I

11 一前ｾ一 ｉｬ￭ｩｩ ド 、 ｖｊ ｦｐｾ ｾ 主 Ａ日 ｪ ( 初l ) 2虫 66/1i[( 38、43

11 - ml r. i1J湖控室( 室1/:1) 65 

ノ/ 11 (}.J li) 45 

11 一民 ｉ ｾ (己主11: 1) 78 

r.p;  2 スタ ジオ - 2む4 美術: i t F1I ( シャッター) 2  ill 44 

11 11 (liIi) 38 

11 一楽日誌/ ! l ! ( 盟主) 60 

11 一前五12)一回li I、( l Jli) 2重 611/1唱 36、38 I  

11 -tr1 2  r; j1lr間総室( 釜山1 ) 58 

11 11 (IJlt) 39 

ｕｾ＠ 3 スタジオ 一第 4 美術: i t J.lf ( シャッタ ー) 2  ill 53 

11 11 (11It)  38 

11 - t B2 スタジオ( 壁) 77 

11 - Ilij 室(3)- /ll s ド (mil 2 & 63/ l. ill 31、37

11 - m3 r. iIJ調縫室( 宝1:: 1) 61 

11 11 (Tli) 43 

3  F' m I  ;，i IJ 淵整室 - 1M I、( 似) 48 

11 ーセンターサブ( 窓) 52 

11 11 (l JI [) 111 

tf I l アナブース - ?.f¥j 高11湖殺さ主( 窓) 69 

11 ノ/ (lJii) 53 

11 ーセンターサプ( 壁) 63 

;;['; 2  Ioi IJ 調整室 - }郎 F (扇i) 43 

11 一第 3 ｦＮ ｩｉｊ ｊｉｾ 護室Ｈ壁Ｉ 52 

m 3 f. ilJ 調整室 - } 廊下( I ! li) 43 

第 2 アナブース ー廊 下 (Tl i) 57 

1I 一第 2 福IJ調控室( 窓) 85 

11 一第 3 制調幣室( 慾) 76 

4  F  主剥撃さ主アナブースー主調獲さ主( i 怨) 83 

11 一前室一主調整室( 郎) 2 ill: 84/ 外 I ! U 42 

5  F  ?n l M A宝 一廊下( 扉) 50 

11 一第 3編集室( 壁) 66 

NHMA室内ラック室 - ml M A笠( 出) 35 

第 2 MA笠 一廊下( 扉) 118  

11 一第 2 プレビューを( 壁) 65 

M Aアナブース ー前室一 ｬ 邸ドＨｴ ｊｾＩ 2 重 73/ 1 盛 47/52

11 - ml MA室( 窓) 69 

11 一第 2 MA室( 窓) 70 

11 一第 1編集室( 壁) 92 

第 1 プレビュー主主ー第 2 プレビュ一室( 盟主) 23 
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表 - 5 残 響 時 間 測 定 (秒150011 2)

|指数 室 名 残ぞれ時1/ ¥1

G F' 報道スタジオ 0.36 

報道{ i ¥IJ訓! 控室 0. 39 

報道アナブース 0. 09 

1  F  大会議室 1. 65 

エントランスホー Jレ 1. 90 

2  F' 第 I スタジオ 1. 03 

第 2 スタジオ 0. 74 

第 3 スタジオ 0. 71 

3  F' 第 1 iJi lJ 澗後室 0. 39 

第 2 スタジオ 0. 29 

写 真 一 1

第 3 スタジオ 0.34 

第 I アナブース 0.10 

第 2 アナブース 0.10 

4  F' =t 調控室 0.61  

主 ［ｩｾ 終室アナブース 0. 11 

5  F' 第 l MA安 0.35 

第 Ｒｍａ ｾ 主 0.26 

M Aアナブース 0. 12  

第 5編集室 0. 35 

第 2 プレビュ一室 0. 68 

写真一 2

表 - 6 空 調 騒 音 測 定

階数 2主 :f， if!l J  A  
}，IX、 11 r，i I1自 iJ! IJ 定 I1自

G F  報道スタジオ F' L + 1. 511l N C  25 N C  25 

F' L + 4. 011l 
11 N C  25 

報道1，¥IJ 調1皇室 F' L + l. OI1l λ C  30 N C  30 

報道アナブース 11 N C  15  N C  15  

1  F' 大会議室 F' L + l .OI1l N C  30 N C  30 

2  F' tt1 1 スタジオ F  L + l .511l N C  25 N C  20 

F' L  + 4.5111 11 N C  20 

グリ γ ド ｉ ｾ 11 N C  25 

?f; 2 スタジオ F  L + 1. 511l 
11 N C  20 

F' L  + 4.5111 11 N C  20 

グリッド上 11 N C  20 

第 3 スタジオ F' L + 1. 511l 
11 N C  15  

F し+4 .5111 11 V C  20 

グリッド |ー 11 ¥' C  15  

3  F' 宮内 1! ，i1J ヨ司被宅 F' L + l. OI1l i¥' C  30 N C  30 

第 2 !，iIJJI，司緩主 11 11 N C  30 

第一 3! ，i1J 調格安 11 11 N C  30 

センターサプ 11 11 N じ 30

第 I アナブース 11 N C  15 N C  15 

第 2 アナブース 11 11 N C  15 

4  F' ーもVf. j日産アナブース
ノ/ 11 N C  15  

5  F' r.r; l MA宅 11 N C  30 N C  30 

第 2 M A"!i 11 11 N C  30 

M Aアナ ブース 11 N C  15  N C  15  

結 果

1  ) 遮 音 性 能 ( 表 - 4 )  

全 体 的 に 良 好 な 性 能 を 示 し た。 遮 音 性 能 を 阻 害 す る 経 路 ( 建 具 、

ダ ク ト 貫 通 部etc . ) に つ い て 漏 れ な く 抽 出 で き 、 か つ 、 デ ィ テ ー ル が

厳 守 さ れ、 プ ロ セ ス 管理 が 碓笑 に 実 施 で き た こ と に よ り 、 良 好 な 結

果 を 得 る こ と が で き た 。

2) 残 響 時 間 ( 表 - 5)  

残響時間から計算される室内平均 ｬ 吸音率を見ると、スタジオ ＰＮＴ Ｑ ｾ

Ｐ Ｎ ＴＴ 、副調 整室 Ｐ Ｎ Ｓ ｾ ＰＮＳＹ 、 アナブ ース Ｐ Ｎ ＴＸ ｾ ＰＮＵＳ とほぼ想 定 通りで

あ る 。 残 響l時 間 の 周 波 数 特 性 は 、 全 室 と も 良 好 な 特 性 を 示 し て い る 。

3 ) 空 調 騒 音 レ ベ ル ( 表 - 6 )  

と く に 厳 し い 条 件 ( 空 調 機 械室 、 発 電 機室 と 隣接 し て ス タ ジ オ が

あ る ) の 中 で 、 全 体 的 に 目 標 値 を 満 足 し て お り 、 良 好 な 性 能 を 得 た 。



護費テレビ

アメニティ構成

照 明 計 画

マン・マシン共存のための照明

テレビJ"l の心臓部とも ' I えるマシンルームにおいては、 j次送機以

ＨマシンＩが ｌｗ になりがちな ｊ 幼 ｬｩｦｲ であり、マン ・ マシンのＩｾ作が

"If iEな|製り、 1引く人の} ? f {i :性( こ1ねJi を介わせて快適かつ，' ，: ，先}J '与を 11

J行した! l (i l
リJ.没，11-を行 った。

調整卓照明( 写真一 1 )  

「マン」 による I放送業務の '1' 心とも， i える i :ぷ! 被' を ・l，il J. jJ M1寝室な

どにおいて、映像や背J 11 の品Mt:年1;( をはじめ作刷版送機日誌の下 j じ!IWリl

川総 11やオベレータの 1' 1っぽいJJ院なと' が ';(liijl(II のモニターテレビ仰

に| 決り込むのを IVj 止するために、従米、テレビ J，J の火、ドは! 照明日持11

の卜 Ｍ ｬｦｬￎ に Ａｬｬ 色 ルーパ ー を取り 付け ることで対処しており、 ￬ｾｩｬｨｩ のぷ

IlI j 試は l附く、! 照明効率も低いものであ った。

21 Jl t紀 を11指すテレビ川にふさわしい、効率がよく快適な作業J 1 J

ｮｕｉ り ｊｾｩｩｈ として、ラインスホ ッ ト状に光のＺＱ｜るア パ ーチュア蛍光ラ

ンフと lJl 川小形反射板を組み込んで、配光:lilJ 倒| された、調光 IIJ 能なデ

ザイン化された! 照明日誌共を新たに IJrJ 7E した ( 図一 1 )。

このアハーチュア蛍光灯を作業川 T-)己|りlかりとして、また、 O A

コンフオート ＨＮｍｾＭＡ Ｎ を地 ｉｬｪｊ かり川 として作業制 城に巡合した照明日位以

内 ｾｩｩｩｬ を Ｑ J った ことで、マン ・マシン ) t ( i の快適な作業!照 Ilj ｊ ｾ ＿Ｚ 川を仰

ることができた。

ラダ一天井( 写真一 2)

j点送機限設 i丘ゾーンの! 邸 1'- に、 JJ'x送 ケーブルを放s没するための ケ

ープルラダーを、そのままぶ) 1ーとなるようにデザイン化するととも

に、 2 列のケーフ'ルラダーのrl ｱＺｲ｝Ａ こ 、蛍光 灯ＨＮｾＡＭＮＡＺ・ ｊｬ ￴Ｇｬｪ［［ 川Ａ照明日持共

. 誘導灯日時H . スプリンクラーヘッドなどを組み込んで、システム化

を1ｊ い、ＹｊＡ築Ｚｑ ｾ ｉ 庄と の融不 ＱＱ をｼ災ｼ り、合 ｊＱＱＡ的で新しいテレビ川 のイメ

ー ジをi 1i i :l ¥して いる 。

また、 1，I，jfJ! IJ の壁際に作業スベースを g没けることにより、政送) ，，)と

しての絶対条件である般送ケーフ・ルのi . uJJII 人総や引 き替え作業など

が、作幼にかつ迅速に行えるよう配lむされている 。

クロスシーリング照明 ( 写真 3 )  

地| 併にある報道事務室は、 DH放感をもたせるため窓外にサ ンクン

ガーデンを設け、外部の天候や季節感を佐々しく報道感党に生かせ

るような空It¥-J設定が行われている 。

また、制聴者に、より 一回ニュースの緊燥感を伝えることを日的

に報道 Ｇｈ 務室を 二 つ ｉ ｾ ｉ の報道スタジオとしてニュース欣 ｼ決 を行う蚊

近の桜迫信組制作手法に対応させようと、いつでもどの場所でも報

道スタジオとして使用できるようにカメラ i決りを意識しながら、天

配光制御をしない通常の器具

オペレータの自に入らない

主 ー タ ー : ￯ｊ ｾ＼＠ OJ 込まない・

配光市l御の状態

/  

写真一 2 廊下のラダ一天井 ( 3 階廊下)

写真一3 報道事務室のクロスシーリング照明 (報道局)

ＩＱ Ｚ は ｾ物のモジュー ｪ レをそのまま生かし、報道副調路 室の 制強 Ｔ Ｑ 手

元!照明器具とデザイン統一 された蛍光灯鵠具を報迫事務室ゾーンヰ

域に棉 j三状に組み合わせた クロスシーリン グ照明によ って、仮処! ノミ

)1ニをイメージさせ、 さらには、動きと! よがりを感じる空! 日Iを造りよ

げている 。
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インテリア計画

マシンルームをマンルームへ

情報発信雄地である般送局には、マシンルームおよび作業宅とし

て分類される部屋がきわめて多い。 これらの部出は、 ，'，Jj{illi な般送) ， J

川機総が市制している感があり、操作 ・作業をす る人の居住性は犠

牲となりがち なのが従来の通例であ った。また、スタジオをはじめ、

主調稽室、別調整室、編集室など、 ｾｬｾ 窓の ｩｾ ｉ ｉＩｾ での作業が多いこと

もT V ) ，J の特性である 。 そして、そこでは、複数の画 l飼を同時にモ

ニターし、数多くのスイッチやコントローラーを秒主IJ みで操作し、

また 、 一真 ｉｊ を ｾｦｴ って 取材、編集、 ｏｎ A  1  R するといった、まさに

ノ、ィテックと形符するにふさわしい光対が版IJf. Jする ( 写真一 1 )。

この プロジェク トにおけるイ ンテ リア のねらいは、こうした人lin

疎外に陥りがちな ｩ 磁場空間環境を、いかにヒ ュ ーマンな尉 ｻｪｪ ｾ ＱＺの ｉｉｉｊ

いものにするかであ った。居住性の ，' ，: ，さという而では定評のある 北

欧の放送); J の観察結果などもふまえ、インテリア空間での白然ファ

クターの泣かさを重要な決め手の一つ だと考えた。 そこで向然の) 3 I

内への導入を基本とし、作業室には "I能 なかぎり (1然光、外光を採

り入れることとした。 また、外光の射す所には、植物の緑を極力配

し、光と緑というお互い引き 立てあうもので空IIJJ に変化 をつけ、前

き前きとした 印象をもたせた。窓にはまた、 IJI J間部 を設け、 CI然の

そよ j皿lを出|付に採り入れることを心がけている 。

このような基本的なインテリア椛成 に岡山ぷし た上で、 T V同 なら

ではの、さらに一歩踏みこ んだ挺楽を今1"1は行った。従来のインテ

リアデザインの対象である建築内装、組築設備( 照明 ・空調等) 、家

JL什協に )111えて、般送機器設備をも対象に組み入れ、インテリアコ

ーディネートを行 ったのである。人間が機械に使われるか、逆に使

うかといった究極の快適性に、放送機操設備のマン ・マシーンのイ

ンターフェースの調整( コ ーディネーション) が彬響を与える 。 そ

れゆえインテリアデザイナーによるトータルコーディネーションは、

必ｾ不 Ｂ ｉ 欠だが 、従 来は発注 ｼ 孟分がえ ｬＡ築 工 Ｍ｢ ｮ 発注とは ｾＱ なるため、

コントロールされず、なおざりにされていた。

f氏送機器設備のコーディネートは、まず索材 ・色彩について行 っ

た (図 - 1 ， 2 、3 、4 )。これは全体の紫材 ・色彩計画 一一 外装色、

内装色、設 (JJI i機総色、家具材質および色司札 内 ・外部サインに至る

までをインテリア基本計画の段階でーすでに作成し、これをガイドに

放送機総の色彩 ・素材方針を策定した。 さらに、大まかな形態、寸

法を定めた。以体的には、操作卓前縁の予を休める背11分には桜材を

!目 いること 。操作! y 1 . および集合モニターラックの両安板に同じ桜材

を川 いること 。操作卓商の床か らの /IIJ さおよび下肢空間の Jよさを定

め、車中11互の断面形状を合わせること 。 スイッチング ・コントロー

ラーボード lui およびラックのフレームの色を定め、 また操作卓の幕

板パネルおよびすべてのラックの側板パネルの色も統一Y G色 に定

めた。 こうすることにより、種々様々なメーカーから納入される機

総類を一 つの秩序のもとに統話することが吋能 となった上、たとえ

ば竣工 l 年ほど前の買い換え機探にも、これを適則 し、新社屋への

移設にもスムーズに対処できるとい った事前手配も行えた。

機昔話側へのこのような条件づけに l呼応して、f J L・精子といった家

具の材質、色彩のコ ーディネ ート は当然行ったが、ここでの特色は、

内装のコーディネー卜にある。機器類が最も集積されている 、主調

整室および副調整室のハイテックルームに ハイタッチを与える手段

として、機号it 、家具と共通して、桜材を内装に用い、金属の冷たさ
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写真 1  マシンルームをマンルームへ

サイドパネル縦材練f守備ω %程 度

図ー1 モニターラ ック

幅木 (台輪) チャコールグレーーノ 図ー2 操作卓

4∞ 

1.4∞ 

図- 3 モニター T V ラック

下部パネル

チャコールクレー

図 - 4

上部サイドパネルウッド

桜材練付小口 5tムク材

下部サイドパネル

Y G色 2. 5G 6.514 

を'i巾1させている 。HJ いJ j は、壁画全体を ，¥;j {ilfi につく桜材練付 とす

るのでなく 、l政音スチールパンチンク.パネル|聞の 11地 を桜ムク材と

して壁面を水平を基調としたデザインでi切りつけ空間に拡がりをも

たせるとともに、桜材を少なく用いてなおかつ、ウッディ一位が行

き渡るインテリアとした。 またアナウンサー ブースでも、ハイテッ

クそのものである向性能遮音慾の金属枠部分は桜材の化粧枠で被い、

内壁の腰まわりにも絞材の術をまわし、狭い部屋に ILI然材を採り人

れ、閉塞! 惑をやわらげるとともに、アナウンサーデスクが壁の桜材

の帯にあたり 、直接 l以音壁クロスにあたって傷っけないといった配

Iむも行った。

床材 は今プロジェク卜では、事務室、作業室ともすべてタイ j レカ

ーペット 敷きで、快適性の高いものとなっており、ハイタ ッチを実



現する手段としての色彩計阿に白 l士115 r を勺える仁で大いに役立 って

いる 。床機能の比 IU しなしに、プラスチックタイルを IIJ いる通常の

放送I，J の色彩計阿では、床をカラ ー化することにはプラスチックの

材質感ゆえに抵抗があり、モノトーンの無難な色をｾぴがちだ 。 結

栄として、変わりばえのしない、色彩計両などあ ってなきがご とき

成果しかJV] 待できな p 。 カラー化の1 I . ' f 代にあってモノクロの T V I ，J

はあり仰ないとすれば、 カーペッ ト1吹きは必然で、これによ って、

ノTープル( 紫) といった、従来のグレーを基調としてきたテレビ川

では与えられなかった色を多川し、 柔らかいぷ IJFI気を 山すことがで

きた。

このハイタッチをうえるということで、私達が 11的としたことは、

「さわり ｊ ということ に斤ぃ ｊ 換え、ｾ約できる 。 人のほめ 汚 ａｅ に「さ

わりのＮｌｾい人 ｊ というぷ射があるように「さわりの ｈ い空 ｉｬ ｦｪｪ と表

刻される感性を機り込んだ空間がハイタッチなのである 。 まず「予

ざわり」では、操作半のア ームレストおよび主民! 階段 ・l次抜部まわ

りの手J?? に共通して天然木を使い、また、 ドアノプ、 ドアハンドル、

エレベータ- - t lll しボタン等予が直後触れるものは、 11111白. として凡た

|司も含めて 「手ざわり」よく仕上げている 。i J.E ざわり」ではカーペ

ットの全 l耐採川 を|災|り、歩行感の向上と、' *上鉱 山配線などの危険

を排除することを基本とした。「耳ざわり J にならないよう天井、壁、

床、家以( ローパーティション) Ｈ 写真一 Ｒ Ｉ で 、 の ｉ ＮＡＦｦｦ で前 ｴ ｬｩｾ￬ な空 間

をつくり山す一刀、 i ll ざわり J になりそうなもの、 例 えば、 引務室

の傘立を壁 lui にど/ レトイ ン ( 写真一 3) したり、ファンコイルカバー

にA 4 ・2 段キャビネッ卜をビ j レトイン (写真 一 4 ) したのをはじめ、

色彩、形態、サイズの統合を凶るほか、建よ4 ・窓子; ・ローパーティ

ション ・キャビネッ ト・机 およびサインプレ ート ・設備プレ ート の

取付内に至るまで、 Ｈｉ ｉｊ さ ｊｪ 向の基準モジュールを制ｾし Ｈ 図 ＭＵ 、

6  )、 i ll ぢわり j となるエレメント数を減らす_ [ 犬をした。

こうした、本米 ｊＡＡｾ 窓の作業空間に光を入れ、木や緑や ｪ 凪を入れる

といった椛先日 ( 写真 一 5 ) を、きわめて大胆に実現したのが、私達

の問でI T1 4 スタジオと名づけた、エントランス空間] である 。 31伸次

抜のアトリウムには、 '1
1
うたに螺旋階段を配し、 受付、 パー ラ一、 タ

レントロビーを経て 山演者ゾー ンを結ぶ。 ここは、プラザにある野

タトステージなど外部スペースと連動したサテライ トスタジオとして

)1] 1 ，> られ、新しい角度のがi 山 も可能な|針lかれたテレビ同の顔となっ

ている 。 この ｬ 次抜の Ｒ Ｑ 併の回 ｬｲｩｾ 部 の大きくカ ー ブした壁 ｉ Ｈￛは、屯波

をイメージした |胸壁でアトリウム全体に虹 色を投げかけている 。 こ

の陶鐙は設計者jJ!l jの トップが自ら椛!J! . i!J IJ 作し、発注者jJll Jのトップ

がこれに賛を寄せるというおもいいれのこもったもので、この手づ

くりの感党が、大きな空間lをハイタッチなものにしている 。 このラ

イトアップされ、 虹色 に満ちたスタジオアトリウムは、その大きく

聞かれた ガラス IIDを通して街に語りかけ、このテレビ)， J の活き活き

とした脈打 ちを伝えている 。

井面

E L E 3 E  

，"，.  

写真 一 2 ローパーティション利用、眺望のきくオフィス

写真一3 ビルトインされた傘立 ・サイン

写真一 4 窓にピルトインされた個別空調機 ( WT A ) と収納庫

写真一5 最上階には外光を採り入れた トップライト

Y T I' H .. U  

図- 6 サイン取付高・モジュール
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はうすー遠藤剛生氏に聞く ・0 ・ ー ーョー 5
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と日本主主築協会J 発行 使まいの絵本「な っちゃんのたんじ
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技術選告 特装版および 〈プロのノウハウ〉シリーズ最新刊の
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ｉｾＮ｝ＺｊｾＧｾＮ｛Ｎ ｎｬ＠ お知らせ I

第 8 回 大 阪 ま ち な み 賞 ( 大 阪 都 市 景 観 建 築 賞 ) 決 定

大阪府知事貧 ・池田駅周辺整備

奨励賞・箕面市立東図書館・東生涯学習センヲー

今年も、 1，2481' ，にのぼる人々から233件の-tfl i胞

があり、 打主的されたものの '1' には 18 4' : ビルディ

ング( ヒルトンホテル) J ゃ 「ベルパー クシティ ・

トライスタワー I J があ った。 行本ビ J レはl燐践す

住 宅・建築省エネルギーフォー

ラム、来年2月に東京で開催

( J ! 1' )住宅 ・止l ! 築千? エネ/ レギー機楠 (03 583 7121)  

は、米壬1': 2)  J の千? エネルギーfjlt :1に、 下記の誠flili

およひ ｾｾｕｬｩｩ 災内総Ｎでむフォーラムを ｉｊｦｈ 催 する 。

と き 2 ) J 1411伏) AM9:  ＴＰｾｰ ｭ Ｖ＠ :  00 

論 ili江 住宅 . ill 築分野におけるうりエネルギーの

』包W ｩＡｬ，没 Ｇ Ｑ￭ｉｩＺＧ ｴｬ ， ｊｬ ｾ 伊藤茂史

住宅のエネルギ - 1ドi:ct評II Hi システム

*J ;U，に'字数段松 尾 |場

佳築物におけるファシリティマネージメ

ント Mu;(J 'I! 仰 ぐ7・教綬沖 塩 荘一 郎

技 が|昌郎市の将来! + t Jii 人"字削受川上秀光

女性の社会進出が変える未来

N II I<飢況妥u永井多恵子

参加 '!.'i 15 ，0001" J  
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大阪市長貧・梅田センヲーピル

奨励賞 ・大阪中小企業娠興センヲー

( マイドームおおさか〕

る_[且H'I' の第- 11'. 命ヒ' ルとともに，没討されている

こと、 トライスタワー l もトライスタワー 日が現

住総ち仁がりつつありベルパークシティの完成が

|間近 いので、ともに完成1 I .'j J.'.( て、様子ピされることと

「梅田センタービル物語」イ

ンテリジェントビルを語る

竹' 1，_[ 務I，li では 「梅1.1.1センターヒリレ物語J OEIi Ui  

2，2001''] 、1形I]i J社) を) E Iりした。

11'1' 年 4) J にオープンしたテナントオフィスの尚

1ft インテリジェント化を |立lった梅111センタ ーピル

は、 仁'J( 'I 'から多くの人々が似聖書し、オープン後

も注 11 を浴びているが、この制策のときに /J :¥た多

くの質疑に!ぷ えると If. J時に、このヒ' ルのもつ背景、

ハード ・ソフト技術の数々、さらにヒソレのjili fll 、

サー ビス機能についてより詳しく述べたのがこの

本で、{ 本J実は A 5 宇IJ、231頁である 。

編者は、ｾｴｊＺ毛義幸 ・ ｕｉ 元弘手 Ｑ ＱＫ 竹 Ｂ Ｑ｝ 工務自イ ン

テリジェントシステム 研究会。

-田園圃・・・・P

大阪府建築士会長賞 ・大阪府天満警東署梅新南替察

官 結 所 ( ヴ リスヲル交 番 )

奨励賞 ・(財) 久保惣記念文化財団久保惣ホール

なり、今1"1はO s P地区 と|日臓に、響1 ' f . 対象台、ら

タトさh ている 。

入賞作llJI は 6 点て ll J J2511 に大|仮di l川区にあ

る建設交流館でぷ彰式が行われた。

国 際 デ ザ イ ン 展 '89 “ ハロー

夢・感性" 構想、まとまる

(J!1) Ｑ 且際デザイン交流協会が米年 Ｑｬ ＩｊＱ Ｗ ＱＱ ｾ

26日に大阪のインテックス大| 坂 1 け館で開催する

「国際デザイン阪 '89J は、プロテ' ューサーに環境

デザイナ ー泉 l兵也氏、アートディレクターにグラ

フィック ・デザイナーの大 111i 猛氏 を起川し、そ の

基本構fcf! を検討してきたが、このほど概 裂が決定

した。

「凶際デザイン版 '89J のイメージワードは“ ハ

ロー夢 ・感性" 。第 4 1日l凶際デザイン ・コンペティ

ション( テ ーマ 「火J) の入江作、? f ; 4  1"1凶際デザ

イン ・ アオ ード 受ＱＧｴ者の業 Ｊｊｾ を展示するとともに 、

21世紀に向け て、デザインが IJ 指 す新しい ) ni'J を

表現した 、女IJ ' I生 ・遊び ・楽しさにあふれたデザイ

ンの博 覧会をめざしている 。
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コンクリート構造物の

ひびわれ幅の許容値

大 野 義 照

わが国の鉄筋コンクリート椛造においても、許

容応力度設計法から限界状態設計法へ移行の1坊さ

があり、使用限界状態の一つであるひぴわれに関

心が高まっている 。今回は、古くて新しい問題で

あるひぴわれ闘の許容値について考えてみたい。

許容ひびわれ幅

コンクリート曲げ部材の引張側コンクリートは、

応力計t ) : 上無視されているが、耐火性のほか耐久

性上も重要な役i ' / I J を持って おり、ひぴわれの幅に

ついては、鉄筋の腐食の観点から各国の規準にお

いて環境条件 桁重条件等に応じて 0 . 1- 0 .3mmの

制限値が設定されている 。

わが国の R C規準ではひびわれ幅の許容値は示

されていないが、 O. Ｓｭｭｦ Ａ ｩｈｾに制御されるようにと、

鉄筋の長期許容応力皮が定められている。しかし、

ひびわれ隔は鉄筋の応力だけでは決まらないので、

スパンが長くあるいは線級荷量が大きく長期応力

で決まる場合、すなわち長期許容応力いっぱいの

応力が生じている場合にひびわれ障害が起こりや

すい。 とくに鉄筋の本数が少ない場合やコンクリ

ートのかぶり厚きが大きい場合は、ひぴわれ間隔

が広くなるので、ひぴわれ幅が大きくなる 。

P R C指針では制御目棋ひぴわれ幅を設定し、

ひぴわれ幅を算定して、その他が制御目標値を満

足するかどうか直接チェ ックするようになってい

る。その制御目桜ひぴわれ幅は0. 2mmで、しかも乾

燥収縮による増加を考慮しての値なので、 R C規

準の場合よりかなり厳しい場合もでてくる 。 P C

150 
2∞ 150 

図 1 試験体形状

ド千ートナーイ ド:Y斗→4

J  @  鉄筋 <  (  ｾ＠ ｾ努 ｊ

戸叫ト午イド刊十1-j- -i

J  腐食 喝ｾｻ (  ｾＰＯｊＳｾ＠ <( 

数値はひびわれ幅 (nvn)  

図 2 引張縁のひびわれと鉄筋の禽食状況

セ ッ ト作成し、 140 日間の試験期間中、適宜却l裂し

て鉄筋の腐食状況を観察した 。 また電気化学的測

定により述統的に腐食状況に対応する特性値を iWJ

定した 。

腐食試験開始後 2 ヵ月経過した試験体の引張紋

ひびわれと鉄筋の腐食状況との関係を 図 2 に示す。

腐食位置はいずれもひぴわれ位置である 。 ただし、

すべてのぴびわれ位置で腐食が発生しているわけ

ではない 。 肉然ｾｾＱＱ［Ｚ￧［ＢＮ Ｑ￞ ｊｬ下における試験でも凡ら

れることであるが、 f!品= 食を発生させるひぴわれと

そうでないひびわれが存在する 。 同一試験体中に

これらの 2 f重ni のひびわれが存在する場合、より

分かる 。 しかし、ある程度* J o 過すると、ひびわれ

l闘は関係なくなるようである 。

この試験から 、鉄筋の腐食には相対的な大きさ

が丞要であることが分か っ たが、それがどの筏 Ｑｾ ー

の範囲まで; 拶響するのか、また、ある H寺閉経過す

るとひびわれ幅の大きさが問題でなくな ったが、

笑際の状態においてはその期間が10年なのか、 60

年なのか、研究謀題が残されている 。

鉄筋の禽食以外の条件より定まる許容

ひびわれ幅

外壁からの雨水のI " x ' 入を| 勿ぐためのひびわれ l隔

は、研究者によって、もちろん風圧等の粂件によ

っても梨なるが、大略0 .06mm前後とされている 。

もう一つの霊要なポイントは美観である 。建 物

は美しくあらねばならない。 また、使用する人々

に構造的に不安感を与えるものであ ってはならな

い。 タイル等の仕上げ材のli 皮tIl は0 .3- 0. 4mm位 13l:ー

になると生じると 言われている 。 またアンケート

調査によれば、 0 .3mm程度からひびわれが気にな

るという人がt ; 1 えてくる 。これらの点から美観上

の許谷他は0. 3- 0 .4mmとされている 。

ひびわれ幅の制御

ひぴわれ幅はひびわれ聞のコンクリートのイ111び

と鉄筋の伸びとの差として現れる 。鉄筋のやド ひ‘ に

比べてコンクリートの伸びは小さく無視される 。

したがって、構造的なひびわれ帽の{ 印刷l対策とし

て、①ひびわれを分散させてひびわれ間隔を 小 さ

くする→配筋の工夫、鉄筋本数の1 o ; ' / ) )日 、あるいは、

②欽筋のや11ひ酬を 小さく→鉄筋応力をノj、さく→鉄筋

ilt の.l i 1加、プレストレスの利用、がある 。

大きい方のひびわれから腐食が生じている 。

30 

ここでひびわれ帽に関して注目すべき点は、絶 (

対的な大きさより、一つの試験休中の相対的な大 互

ｾ＠

きさすなわち順序が重要なことである。たとえば、. : 20 

S  ( 3 ，1) 試験体では、最も大きい0. 058mmのひひ' わ喜

れ位置で腐食しているが、 L (3，1) では そ れ よ さ

::， 10 

り大きくても 三番目の大きさの0 .1 mmの ひ び わ れ 色

石T、

では腐食が生じていない。従来のひびわれ幅と欽 i

筋の腐食に関する試験データに大きなバラツキが

認められる一つの理由として、個々 の試験体につ

0  

4  5  6  7  8  

E  n  ， 

:s: 

ｾ＠

202 

‘色

合

+く《 ム ニム= ニ= ニニニご一

瞬 v. '1 a， =  l OOOk9/ "" 

0  

4  5  6  7  8  

コン クリー卜のか_i: l
) C， ( cm)  

鋼材を用いているので制御目標値が少し厳しく設 いてでなく、全体をまとめて検討していたことが

コン ク リー卜のか ｾ［Ｚ リ ｃ ， ( cm)  

図4 コンクリートのかぶり厚さとひびわれJ幅

定されているが、今後資料が揃えば、両構造にお 与えられる 。

けるギャ ップは埋められていくであろう 。

さて上記のように、鉄筋の腐食の観点から許容 4∞ 
。一一0 ひぴわれ幅 孟0 .1∞mm

ト一一・ひぴわれ幅 く 0. 1∞mm

値が定められているが、両者に関する翻資あるい

は笑験結果には大きなバラツキがある 。 ひびわれ

幅は腐食とは関係ないという研究者もいる 。現段

階ではひびわれ幅と鉄筋の腐食との関係について

は明確な結論が得られているとは 言 い難い 。 そこ

で両者の関係を調べている腐食促進試験の結果の

一部を紹介する 。

鉄筋の禽食試験

試験は、 図 1に示すひびわれの生じた R C試験

体を一日間海水相当の塩水に浸した後、一日間実

験室内に放置乾燥する &i i 't ・乾燥繰り返し腐食促

進試験である。試験体は大小のひびわれ幅を得る

ために荷重の大きさの呉なる 2 種類でそれぞれ 4

つぎに、ひひ' われ幅の大小 lこよる l腐食速度のi @

いをみるために、 図 3 に一つの試験休中て設も大

きなひびわれを対象として、幅o.1mm以上と未満の

2 グループに分けて各グループの分極抵抗値の平

均値の経l待変化を示す。 なお、分極抵抗イ自の逆数

が腐食速度を表す。 この図から、腐食の初期iでは

ひびわれl阪が大きいほど、腐食速度は早いことが

ここで注意しなければならないことは、コンク

リートのかぶ り厚さの効果て“ ある 。図 4 にn例 で

もってそのことを示す。図中の R C断面において

底面のかぶり厚さ C
b

とひびわれ間隔、ならびに最

大ひびわれ幅との関係を算定した。用いた式は P

R C指針解説の式である 。実線はは り側面鉄筋位

置でのひびわれ幅 、破線は 引張線での中高である。

かぶり厚きが小さくなるとひぴわれ1m隔は直線的

に狭くなり、鉄筋応力 σs =  2000kg/  cm' に対応する

ひぴわれ幅も小さくなる 。 しかし、耐久性の観点

からは、かぶり厚さは小さい方がよいとは言えな

い。 コンク リートのかぶり厚さと耐久性上の許容

ひぴわれ幅との関述も早急に解明されねばならな

い問泌である 。

( お お の よ 山 1  

大阪大学工学部建築工学科助教段 ・工学博士/

建築と社会/ 1988年 12月号 77 
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耐食管材に対応した

バルブの開発

藤 森 友 義

建築建物の給水給湯 ・冷温水配管等の内而! 腐食

による赤水や漏水対策として、耐食ｾＺや継手が普

及してきたが、新たな問題として、パル7' とライ

ニング鋼管とのねじ接合部や鋳鉄弁に激しい腐食

が見られるようになった。

最近、この問題の解決を図った「赤水対策パル

プ」が開発されているので、概要を紹介する。

ライニング鋼管用青銅弁

呼び径50A以下の給水給湯・冷浪水配管等では、

背銅ねじ込み形弁が多〈使用されている。この背

銅弁と庖化ピニル樹脂やポリエチレン樹脂を鋼管

にライニンクーした管( 以下、鋼管という) をねじ

接合した場合、鋼管のねじ加工苦11は防食対策が施

されていない鋼の素地が露出するために、青銅に

比べ腐食1 u : 位亨IJ が卑で、かつ接触面積が小さなこ

の個所は、流体と接して「ガルパニック腐食」が

起きる。

写真 1 は配管からの赤水流出の調査のために取

り外した背銅弁である。青銅弁ーとのねじ接合音11の

V L P管・端は鈴癌が形成され、錆の一昔11は背銅弁の

弁箱に堆積してい

るため、弁体が下

がらず止水できな

い状態であった。

さらに時間が経過

すれば、管端の錆

癒が成長して流路

を縮小し、通水量

の低下や、肉厚の

薄いねじ部のねじ

山の腐食による欠

落で漏水が起きる

可能性が強いと恩

われる。

この対策として、 写真1 青銅弁( 中本、12年間使用)

継手ではすでに「管端コア」による防食対策品が

発売されているが、この機械を応用した管端防食

コア入青銅弁が開発された。

図 1 コア掃入型

図 2 コア内蔵型

図 3 コア内蔵型

管端で圧縮して、流体の浸入の遮断を図る機械で

ある。

樹脂をライニングした鋼管の内径寸法は、製法

等の途いから同種同径のものでも、メーカーの途

い等で1.5mmほと' のばらつきがあることや、鋼管と

パルプ双方のねじ加工でのねじの基準長さや接合

時の鋼管差し込み長さがぱらつくことから、これ

らに十分対応でき、かつ耐食性にばらつきがない

構造の製品を選定することが霊安である。また、

ライニング鋼管等の耐食包ーとの接合では、弁棒等

に賞鋼材料が使用されていると「脱亜鉛腐食」の

可能性もあるので、耐脱亜鉛対策品を選定する。

鋳鉄ライニング弁

日乎ぴ径6 5 A以上の給水給祖母 ・冷温水配管等では 、

鋳鉄フランジ形弁が多〈使用されている。この鋳

鉄は通気された中性域の水に触れると 、水中の j谷

存酸素により酸化し、水酸化第一鉄 ・水酸化第二

鉄となり、赤7]( の流出やSjj 焔となる。鈴煽下は敵

索の供給が不十分なため「通気差電池」が形成さ

れて腐食が進む。さらにこの個所は電位バランス

をとるために、水中の腐食性因子 ( C t  - .  SO. 2-

等) が錆溜を通して侵入して腐食が加速される。

鋳溜部
健全部

腐食部

図 1 は樹脂製管端コアを挿入した鋼管をパルプ 写真 2 鋳鉄弁弁籍Ｈ給湯 Ｖｾ 手間使用Ｉ

にねじ込む「コア挿入型」、 図 2 はパル7i ' J じ室 写真 2 は給湯用銅管に接続していた鋳鉄仕切弁

に樹脂製コアが内蔵されている「コア内蔵型」で、 で、錆痛と錆の地獄で| 期間操作ができない状態に

いずれも、管端コアが鋼管の内径面に密接するこ あった。この鋳鉄弁は鋳鉄特有の「黒鉛化腐食」

とで、鋼の素地への流体の佼入を防ぐ機械である。 も発生しており、最大腐食深さは設計肉厚の6 3 %

図 3 も「コア内蔵型」であるが、パル" / ねじ室に に達し、弁箱強度の低下を来していた。

内蔵されたゴムガスケ y トをねじ込まれた鋼管の 亜鉛めっき鋼管との組み合わせてすま、管を含め
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た「全面腐食」の様を呈するため、鋳鉄弁のみに

腐食が集中する例は少なかったが、ライニング鋼

管 ・銅管 ・ステンレス鋼鋼管等の耐食管との組み

合わせが増加lするにつれて、鋳鉄弁での腐食によ

る不具合の事例が多〈報告されてきた。東洋ノ〈ノレ

ヴで扱ったもので、ステンレス配管に鋳鉄弁を設

置したため、施工後 3 カ月で赤水が流出した事例

がある。

鋳鉄弁の防食対策として、溶剤系塗料 ・めっき

. 板ゴムによるライニング等の方法が採られてき

たが、耐久性や経済性に難があり、汎用化に至ら

ないでいた。しかし、管や継手での合成樹脂ライ

ニング加工技術を鋳鉄弁に適用した「ライニング

弁」の汎用化により、建築設備用鋳鉄弁の防食対

策は解決されようとしている。

ライニング弁の規格としては 、J I S B  2031 ( ね

ずみ鋳鉄弁) およびJ IS B  2051  ( 可鍛鋳鉄10 K ね

じ込み形弁) の参考に、エポキシ樹脂およびナイ

ロン樹脂の粉体塗装方法の規定がある。また、建

設省機械設備工事共通仕様書に、給水配管用に使

用するナイロン 11および12樹脂の鋳鉄ライニング

弁の規定がある。

エポキシ樹脂は、耐摩耗性 ・耐水性 ・耐薬品性

等に優れるが、耐候性が劣るため屋外には不向き

である。一方、ナイロン 11および12樹脂は、エポ

キシ樹脂に比べて耐摩耗性耐熱水性 ・耐候性等

で優れていることから、ライニング弁としてはナ

イロン 11および12樹脂が多〈使用されている( 耐

絞性はナイロン樹脂の方が劣る) 。 一般に、これ

らのライニンク. 弁は常混の水に使用されているが、

ナイロン 11樹脂耐熱グレードを使用したライニン

グ弁は、 60・C 程度の温水配管にも使用されている。

現在、発売されている主な弁種は、 J I S B  2031 

に適合するフランジ形の仕切弁 ・玉形弁 ・逆止め

弁とス卜レーナ、ウエハー形ゴムシートバタフラ

イ弁である。 J I S B  2051に該当するねじ込み形弁

は、接合包: 用ねじ部の防食方式が確立されていな

いため、実用化には至っていない。

これらのライニング弁の防食耐久性は、パル7'

設計上の配慮、や塗装施工管理で決まると言っても

過言でないことから、使用に当たっては信頼性の

高い製品を選定することが重要である。また、流

体温度と周囲混度との差が大きいと「プリスター

現象」で塗朕剥離を起こす場合があるので、保温

材でパルプをくるむことを推奨する。

ステンレス弁

耐食性 ・耐熱性 ・機械的強度等に優れたオース

テナイト系ステンレス鋼で作られた「ステンレス

弁」は、建築設備配管のステンレス化の動きとと

もに、給水給湯 ・冷温水配管を中心に伸びている。

これらのステンレス弁は、ねじ込み形では仕切

弁 ・ボール弁 ・逆止め弁 ・ストレーナが主であり、

フランジ形では、建築設備用として軽量コンパク

ト化と、耐食管への配管更新! 時等の代替化が容易

なように、 J I S 面問寸法を採用した仕切弁やウエ

ハー形のバタフライ弁 ・逆止め弁が主に使用され

ている。

(  J じい ともよし 1  

東洋r<' ) レヴ株式会社諏訪工場開発部課長補佐/
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アントニオ・ガウディ展

伊丹アリオ・アイホール

このほど、伊丹市では、 J R伊丹駅前 アリオ ・

アイホールのオープンを記念して、アントニオ ・

ガウディ展と、それに関連した講演会を行な った。

アリオ・アイホール 1 階展示会場でのガウディ

展の展示内容はつぎのとおり 。

彫刻家でガウディのサグラダ ・ファミリア教会

の建設に加わっている 外尾悦郎氏の彬刻作品( サ

グラダ ・ファミリア教会関連) 一一ハープを奏で

る天使、祈る少女、天使像模型など。

在スペインでカ' ウディ研究を続ける建築家 田

中裕也氏のガウテ丙ィ作品の建築笑 iJll J図面。

ガウディ建築の写A て' 知られる写真家 ・山本伸

生氏のー述の建築写真。

ガウディ作品一一オリジナル図面、カサ カル

ベの肘掛け椅子、ガウディデザインの鉄の燭台、

グエル公図モザイクタイル、サグラダファミ リア

建築大図面、断面図・平面図、カサ ・ミラの) f J ， 、

サグラダ ・ファミリア柱模型 1/ 10、サグラダ ・フ

ァミリア大屋級模型 1/ 25、塔頂桜型1 / 10 ・1/ 25な

ど。

一方、同展に関連して聞かれた講演会は、

1  テ ー " rガウディの世界」

ホワン ・パ セ ゴ タ ノ ネ ル ( パノレセロナ大学教

授)

石山修武 ( 早稲田大学教俊 ・建築家 )

2  テーマ 「サグラダ ・ファミリア教会の建築」

ジョ j レテe イ ・ポネ γ ト ( サグラダ ・ファミリア

教会建設委員会委員 ・建築家)

3. テーマ 「トーク ・イン ・ガウデイ」

外尾悦自1¥・田中裕也 ・山本イ1]1生

旧奈良県庁舎保存を

明治建築研究会が要望書

奈良県天理市の天理大学機内に移築されている

旧奈良県庁舎を取り筏し、跡地に研究施設が建設

する計画が進められている 。

旧奈良県庁舎は、昭治28年、設計者長野字平治の

手てゆ建てられたもので、木造 2階建て延べ約2300m'。

屋被は入母屋造り、桟瓦訴として大棟に鴎尾をあ

げている 。外観はハーフ ・チンパ一様式といわれ

る木骨真壁造りで白壁と木部めリズミカルな美し

さをみせ、正商人口の入母屋造りの車寄には、伝

統的な慕l没、: J tJ・)J守木が用いられ、 2 階屋根中央に

は堂々とした千鳥破風が設けられている 。外観は

和風、構造は洋式という特徴をもっ。建設当初の

平面は H 形であ ったと考えられるが、のちに増築

され現在のロの字形の平田に近いものになった 。

間建築物は、昭和38年に現在の県庁舎が建設さ

れることにともない昭和40年に天理大学の現在地

に移築された 。天王II 大学では 、来年度からの学習1¥

hD設や機椛改革て刷新しい研究棟が必要になり、老

ガウディ展会場 伊丹アリオ・アイホール風景

松念保夫( ガウディ研究家 - 元九州、|芸工大教綬) る使命一一ガウディの粕神 に対する人々の敬意か

「ガウディの世界」講演会でのホワン ・パセゴ らきている 。ガウディ建築の特徴は、自然のフォ

ダ ・ノネル氏と石 山修武氏のディスカ γ ションの ルムを建築にとりいれている。動物の様々な形や 、

要旨は、つぎのとおり 。 草花、木の葉の型が、たんに彫刻lだけでなく、柱、

「ガウディの建築作品は、モニュメンタルなも 様、壁面の形態のベースになっている 。 ガウディ

の。起工後、 100 年余りも建築が続けられ、今後、 の建築作品自体が、現在も生きて、呼吸している

何十年も怨築が、ガウディの死後も、引き続けら のは、そうしたことからではないだろうかり

れていくのは、ガウディの建物がたぶんに神に対す

朽化して維持が困難になり、このほどの取り壊し

にな ったもの。

近代建築作品の研究、保存につとめている「明

治建築研究会 J (代表 ・柴田正己氏 ) は、この取

り壊しに対し天理教会、奈良県に対し「奈良県を

旧奈良県斤舎

代表する近代建築なので、その歴史的価値の高さ

を評価し、保存してほしい」との要謹告を提出した 。

これに対し、天理教会側IJ では 「老朽化しており、

代替地もなく取り壊しは計画どおり進める」とし

ている 。
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日本建築協会

月間の動き

昭和63年 10月分

理 事

. .0.  

: M  

第 4 固定例理事会

26日 4 時 - 5  H寺 於 本 会 会 議 室

WJ 前 者 佐 野 会 長 ほ か 17名

議プ]';(1) 建築関係団体合同忘年懇親会IJfHlil の件

ＨＲＩ 建築 ｉｾｊ 係 Ｘ 団体合同新年交礼会 ｲ ｊｦＮｊ ｦ ｕＱの件

(3) 建築工事実務講習会開催の{ 牛

(4)' 89世界デザイン博覧会 ・建築設計競技後

般の件

(5) 入退会者ゑ認のイ牛

(6) 報告事項

編 集 委 員 会

第 7 回会員企画小委員会

4 日 611寺- 811寺 於 本 会 会 議 室

出席者 何回副委員長ほか 8 名

議. 1 j i . ( l ) 小委只会の活動内容について

(2) 新しい企画について

第 7 回作品作風小委員会

5 日 5 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者塘副委員長ほか 5 名

3制対1) 最近の作品掲載状況 ・予定報告の件

(2)i 新建築調査表J の作品選定の件

(3) i Gall er yJ 内容報告と今後の検討の件

第 8 回計画系分科会一 一建 築 系

12 日 611寺半 - 8 時 半 於 本 会 会 議室

出席者森団幹事代行ほか 7 名

言葉'J';(1) 9 月号「超高層住宅を考える J特集の反省

(2) 来年度特集笑検討

第 7 回編集委員会

13 日 41時- 6 時 於 本 会 会 議室

出席者 長谷部委貝長ほか 3 名、飯塚英雄氏

議司珂1)10月号「大阪府営締J .  i集合住宅のリフレ

ッシュ」特集経過報告

Ｈ ＲＩＱＱ 月号 ￭ｾＳＵ 回青年技術者 」 ・ 「 建築と社会

800号記念」特集報告

(3)12月号「夢をのせる輸送設備J .  ￭ ｾ 良質テレ

ビj 特集報告

(4) 1 月号「リゾート」特集報告

(5) 2  Jl号 「竹中工務庖創立90周年記念」特集

企画

(6) 収支状況報告

(7) そのほか (建築の眼執筆者I、来年の表紙デ

ザイ ン他)

「東海支部」特集号編集委員会

20 日 5 時半 - 7 時半於愛知県建築士会会議

8 0  建築と社会/ 19腿 年 四 号

室

出席者 中島支部長ほか 8 名

議司王(1) 掲; [ 世作品並びにデザイン広告について

(2) 本文記1J'; ( テーマ ) について

(3) その他

第 4 回計 画 系 分 科 会一一 インテリア・住宅系

21日 6 時 半 - 91時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 5 名

議事(1) 昭和64年 3 月号「色J 特集案検討

第 7 回広告企画小委員会

25 日 41時- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者長谷部委只長ほか 6 名

議事( 1)10月号 「集合住宅のリフレ ッシュ 」特集広

告収入報告

「大阪府営緋j 特集広告収入報告

(2)11月号「建築と社会 800 号記念」特集広告

途中経過報告

(3) 12月号「輸送設イilllJ 特集広告企画

(4) 1 月号「リゾート J 特集広告企画

(5) 収支状況報告

第 4 回設備分科会

25 日 6 時 - 8  H寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 安 部 幹 事 ほ か 4 名

議事(1) 設備特集の米年の計画

( 2)  i 設備のi 1J の企画

第 5 回構 造 分 科 会

28 E  4 11寺- 611寺 半 於 本 会 会 議 室

出席者外| 卓l幹事ほか 5 名

議事(1) 1 構造の頁」の企画

(2) 2 月号構造特集の企画

(3) 来年の特集企画への構造分科会からのテ-

7 提案

事 業 委 員 会

第 3 回研修分科会

6 日 6 1時- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 原見高IJ 委只長ほか 5 名

議事 63年度の 'J o; 業企聞

教 育 委 員 会

第 34図工高生デザインコンクール審査会

1 日 1  時 半 - 81時 於 本 会 会 議 室

出席者束審査委只長ほか 12名

片倉 ・中野教育正副委員長ほか 5 名

応募作品 99点( 18校 ) を審査 入選作10点を選

出

第 5 回 講 習 会 小委 員 会

18 日 611寺- 711寺半於本会会議室

出席者 ゲスト 安立俊夫氏 ( 大林組)

中山雅伴氏( 竹中工務庖 )

金田区IJ 委只長ほか 4 名。

議事 本年度主主築工 'J'; 笑務議科会のテキスト編集

の経過報告ならびに開催要項について

建 材 委 員 会

12日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者金井委只長ほか 12名

材料説明 : ファイアライト ( 超耐熱結品化ガラス )

担当/ 松本委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

側I NAX上野工場見学会 11月15 日開決定

出 版 委 員 会 1  

18 日 51時- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者須賀委員長ほか 3 名

議事(1) <プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテー? と執筆者選定

(3)  <プロのノウハウ 〉講習 ( 習) 会案

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

18 日 8 時- 101侍於大阪グランドホテル

泌題 「笑顔教室一 一 リーダーの条件一 一」

講師 野坂礼子氏 ( 笑顔教室主宰)

出席者 60名

見 学

. .0.  

: M 

琵琶湖畔に歴史とロマンを訪ねて一 一

滋賀方面 l 泊見学会

28 日- 29 日

参加者 60名

建 築 関 係 団 体 合 同 忘 年 懇 親 会

打 合 会

4 日 111時半 - 2 時 半 於 紛 業 会 館

出席者 共催団体委員及事務局

議ZJi.( 1) 委貝会の設置と共催、協貸団体の確認

(2) 開催日時、会場、参加賀、* 助会費の決定

と収支予算案の検討

第 1 回実行委員会

19 日 31侍- 5 時 於 約 業 会 館

出席者 共催団体委員及事務局

議事忘年懇親会開催の件

建 築 8 団 体 合 同 新 年 交 礼 会

事務 局 打 合 会

4 日 21時半 - 3 時 半 於 が112覧会館

出席者共催団体各事務局

殺事 開催要項案と収支予t } 案の検討

10 月 の 入 会 者 (敬林略)

〔同体会長 6 社〕

春日設備工業側三和建設l納 長 池 建 設 資 材 附

l附灰孝・本病 山陽建設附側吉村建築事務所

〔個人会貝 17名〕

井 村 民 哉 石 倉 秀 敏 岡 本 隆

JHj 担聾品計事曹所) ( 竹中工務且i) { 口挫B設計)

見 城 辰 哉 古 閑 幸 雄 佐 々 木 純 一

Ｈｩ ｬｾ 水ｬＮｉｬ ，泣Ｉ ( ) ; ; 林 *Ji ) ( 佐々 本組祭事務所)

佐 々 木 正 人 角 日台輝 国立; 品秀三

( 竹中工務P i ) { 竹中工務応) ( [JH由工 業)

E2i 梨 紘 一 郎 高 橋 俊 雄 樋 上 新 治

( アーキテタツ方7 ，スタ治十: . - ) ( j(!j備工務応) ( 見(i J ! コンサルタン y)

松 川 敏 正 三 木 敏 則 山 口 隆 史

{ 竹中工務的 } ( 竹中工務庖) ();;正面ul 間政J十事務所]

山 元 郁 夫 舌 村 栄 介

{ 山村建築事務所) ( J ?付建築'1>務所}



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱミ ネ土

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸 7 クトクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881- 3 

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4 

神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

. 抵抗議主fif三官民i i ui

カッパー防水帯

奥 工株式舎紅
dド 祉 東 京 田 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話03 (571)  2703 

大阪事傍所 大限市，; ; : 川区東三国6- 1- 41 電信師 (391) 1081・2

埼玉 曾 . 所 均玉 県楢川市東1- 3- 30 電話0487け4)2845-6

1草木出機所 神様川県甲木市世田 259 電話0462 (21 )  1761 

名古園出掛 名古風市南区才川町133 電話052 (811 ) 羽田

九州出掛所 佐賀県佐賀 es : r : 富町大平締官惜450 電話回52 (47)  2945  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 12 日生ピル 宮 ( 943) 6571代表

東京・横浜 ・盛 岡 ・仙台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡 崎 ・名古屋・富山・大津 ・京都・神戸・広島・高松・福岡他 全 国 主 要 都 市

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 底

本 ヰ士 a;; 550 大 阪 市 l判Il{ 1川本町 l ー 13- 3 3

路 大 阪 06 ( 532) 代 0461 e 550 

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 新 町 5 0

⑩日本写植印刷株式会社

あ T

勺 ・T 叩

ゆこ_ 3

車二L f  
根 4 ー遜ク

工l!L i &ス

IjJ 世正 喜五五

の 唱珂ｾ ＺＺＡＺＺ六六

代表取締役
神 田 都

本 社

日本写値セ ンヲー

;章山写僧セ ン' ) -

沖縄写樋セ ン' ) -

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

〒892 鹿児島市名山町4 - 7 三宝ビル

〒708 i霊山市大手町8番5号 機範庖会館

干銃刀荷風原村謙城 沖縄印刷団地

義

骨 06 ぼ) 6¥111 1代

官 0992 (26) 4371 

tt O総82 (4)  1771 

tt O錦8 (55)  61∞ 

iP式E77

?守 之》 二七七

ｉ ｊＺ ｾ三 番四四

社 三一五

百 号 六 四

81 



電気・ 空調・ 衛生 ・ 防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e > > ヲイヲロ株式会社

本直大臣志社 〒550 A 阪 市 西 区 江 戸 掘 1丁目 9需25号 電 話 (06)441-8231

東 京 本 社 守104 耳r，a; r 都中央区銀J1i 2 Hf 2，f; 17号 電16(03) 535-5251  

支 社 名 古 且1 ・網間

主 底札縦・仙台ー新潟・太古・千業・情浜金沢・神戸・天埋・問l山 広 島

高 松 熊 本

営 揖 所 帯 広 函 館 四 森 ・ 軌 I I ! . 磁 間 前 借 ・ 晶 肝 静 岡l 畳 間 ・ff! .  Z富山

福 井 京 都 . ! t . 山 ・ 怯 山 ・ 高 知 ・ 北 九 州 瓜 児 島 邦 則

出 張 所 旭 川 網 島 ー 松 江 . ! t . 島 ・ 長 崎 宮 崎

海 外 宝 庫 ンンガポール ーホンコンースリランカ

控 術 研究 所 〒354 埼 玉 県 入 間m三 芳 町k 下 北 永 井390，f; 1也 電 話 (0492)58-1511

空気調和設耐I i / " X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 I 1冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー---v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支 l;!i長

白 谷 消 ー

堀 包久治

大阪支庖 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 22 ，'[，li; 06(202)  3071 (代表)

本 庖 ｾ，｛ｊ ［｜ｴｦｓ 千代江 ｬ 区有楽田 ｔ ＱＭＴ Ｍ Ｑ 1l.t，li; 03(502)  6111 ( 大代)

支 底 名古屋 ・九 州 北 海 道 中 国 点 北 - 北 陸 四 国

空 気 調和 設 備 ー

衛 生 設 備 " 土計施工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 后 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1 刊

本 社 点 京 都 中 央 区 日 本 揃 蝋 妓 問J 2  - 2 2 包 括 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名古屋 ・仙台 ・札幌 ・広島 ・福岡 ・金沢 ・新潟 ・繍浜

。
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

樟式会社 三 発 空 調

本 社

東京本庄

大阪本底

支 庖

営 業 所

出 9民 F斤

大阪市東区域見ツイン 21 M IIコタワー

J，! O; 凡!S新宿区西新任i 新 宿 住 友 ピ ル

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 了臼 6 番 18号

仙 台 市 大 田T 2 丁 口 2 番 10 号

名古1. 1 1 市中村区名駅南2丁目 14番 19号

広 品 市 中 区 紙 昼 間T 1 丁目 2 欝 2 2 n

稲 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22 号

キL帆 . f.品t兵 ーJ;r Iif S  . 争中戸 ・松 江

，'1 ' 森 秋 田 盛 岡 字 伺γ出ー大宮 ・千葉 ・川崎・舘山 ・福井 ・

印III 高低 ・下 |悶 熊本 .1鹿 児 島 .i 中純

お 06- 949- 1371

2孟 03- 344- 1911

お 06- 363- 1371

'11!活0222- 61 - 3002

電話052- 581- 8571

電話082- 247- 4535

1t Wi 092- 761- 3795 

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

問 よりよき蹴へ繍で挑む一 一一

@ )  株 式 会 社 精 研

Ｑ ・ｾ . . . 園 田v ・

本 社 大阪市南区瓦昼間T2丁目 11需16号( オートセンターピJレ1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナノス邸 m活 大阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 点京都千代間区九段南2丁目 2書5号 (九段ピル2- 4階)

郵便繋号102 包 括 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表
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空 気 調 和 / 、 ¥ 搬 送 機設備

給 排 水 衛 生 可てつ7 設 計 施 工

第ーエ紫抹式会ー私

大阪支庖

大 阪 支 l苫 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 了 目 6 If¥: 1  4 号

- 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 〒 100 点 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

- 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪 ガス指定工事会社 ・大阪ガス住設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪 市北区西天満 5 - 11 - 12  -m 06- 313ー 1846

大阪営業所

枚方営業所 枚方市甲斐回東町 9 - 3 電0720- 49ー 2128

r mDDA 踊ーョ 空 気 調 和 設 備

一 設 計 施 工

換 気 ・除塵 設 備

東 洋 熊 工 総 織 式 会 経 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京縞 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排水・衛生 ・ 消 火 ・暖冷房 設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 l叉'1' 1I! 6  r  1-1  8  If¥: 4 け 電 話大 阪 (458) 3628番

支応・営業所 福岡 ・京ftjl . 天理 ・川丙 ・神戸

空調・衛生 ・防 災 設 備 設 計 並施 工

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盤 回 開T 2  0  '!酢 I也の 1

結 (681) 5  1  0  1  - 5  ・夜 IIf H早期 (691) 1045 

大 阪 支 底 大阪市北区天満 1- 5- 20 電話( 06 )  352- 3501側

三軍支 ｊ 苫 ｩ ｾＡ 市栄町 Ｒ - 1  I  1  電話 (0592) 26- 361鮒 勺

四 日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 結 (0593) 53- 7431ω  

滋 賀 営 換 所 大海市中央 2 丁目 4- 28 電話 (0775) 22- 973関勺



電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

ー を 栗 原 工 業 械 式 会 紅

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島・ 四 国 ・ 九 州

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社
興 社

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

本 社 大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

支 底 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

-m 3t  (671)  1  4  7  8  ( 代)

出 張 所 川 崎 ・ 相 模 原 . t!fI. . 滋 賀

限りなきクリーンに挑戦するグ

電気段備・ クリーン ルーム・ 冷暖房設備

給排水衛生敏備・富十益僻l J t 卸股備・立体自動倉庫

エネルギー集中監視システム・回転式自転車置渇

段 富 十 施 工

& 三宝電線株式会本土

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

本 社 干530 J . : 阪市北区西疋渦 2 - 6 - 8  (堂 ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

東 京 支 底 干 105 JI( 京 都 港 区 制 情2- 16(ニュー 新情 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

名古屋 支 鹿 干462 名 古 四 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12- 14  T E L  052( 991)  5  1  3  1  

神 戸 支 唐 〒657 神 戸 市 種 区 岩 居中 町1-2- 9(エピスピル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

特殊壁装材製造販売和室に最適

要 婆 壁 紙 ・ ホ ヴ ソ ノ ン (無機質壁紙)

悶( 劇旬開992
T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工場 〒580 大阪府fJ : 原市三宅中8丁目 11約 月

第一 〒639-11奈良県大和郡山市小泉町2744

第 二 〒597 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0 1

営 業 種 目

・防 水 工 事 自主布防水 ・シート防本 ・モルタ J レ防水

・樹脂i主入 簸 着 工 法 各傾 倒 脂J主人桜丘補修工 事

・ 亀 裂 禰 修 工 事 各傾樹脂注入 ・充 域 ・ コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー Jレ・ ウレタン・アクリル

・吹 付 工 事 7 7 リJレ・リ シン ・5単位タイ Jレ・そ の 他

く〉建 Z貴 重 量 許 可 大 阪 府 知 事 許 可( 般ー 53 H 再51225号

<>日本シー リングエ穆重量飽 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  I.J..ι 、比三1: . ' r A - "' -' -τ 主主

5l_ 相I也所用調T ピル 201 S  岬彊ｾ 1  "f "r' I ""' 7I : ' "宅7 4 J T l

T E L  0 6( 315)0701 ，.-・ 7 ・. o Ｃ・ ｶ ・・ＮＮＭ、ｾＮ

⑧議議舗肱式会祉

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L ( 06) 351ー 5428附

F A X( 06) 351- 5299 

Ci'iiØ• i 舎町産屍嗣S

唱 F電・ー....

ーＮＮＮ可，ｾ， Ｑ ＱＺＱｉ ， .. 

③時差拡在京芸事12

。 住 友 電 設

住友電設株式会社

- 電力工事

尭E 電酷蝿工事

実圭道官電量工事

地@孟配電車工夢

取締役社長 相 馬 - :!'1 

制土/ 〒間大阪市橿島区福島7丁目22-8 包伽 )452-1151 ( 大湖

東京/ 〒105 東京圏埠E 芝2 T目2- 17  ｦｴ 佃 ＳＩ ＴＵＴ Ｍ 乃 ＱＱ ＨＪ Ｑ ｾＩ

・担蝿工・ ・プラント工事

ピル電N 量備工夢 空 調 工 夢 ・情報システム工事

工唱竃置! Il 蝿工事 結構水面生工 司区 光E 逼システム工 ，

防掴電量昌晴工事 情 韓 配 曹 工 事 C A T Vシステム工.

酎 量 工 事 3躍開臨盟睡備工事 畠圃アンテナ彊置工夢

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 質 士

本 社 大阪市北区中之島3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385)  1361  (代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(385) 1361 ( 代) 京都営業所 T E L 点目，jI075(311 ) 1185(代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771 ) 6 1  6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

常務取締役支社長 横 ! 田 幸

大阪市東区高関崎五丁目 二八番 地 電 話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 西 神 田 1 丁 目 4 llI= 5 号

支 社 札 幌 ・仙台 ・丸 ノ 内 新 宿 ・償 浜 ・名古屋 ・九 州|

営 業 所 ・出張所 全国主要官官市32 ヶ所

ポリ" リス

製造元日曹マスヲーピ ｊ ｡，ｾ弐樟式会最

販 売 元 掃 をr リ Z 拘 庫 締 試 会 員

本 社 / 車 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03・回2-8811

大阪- g車所 / 大 阪

。 Ｎ，ｾ｜｜ｊ 長 ｲ 騎代の断熱用シｾ人 ａ
1参ーショ ー司令

目E バイナリーシートP
日立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ妓衝で積層した，ニ璽m造の断然' 雇用ニ量防水シートです。

目 呈 電 線 株 式 曾 祉 制 問 干 代 田 区 丸 の 内 2 T 目1制( 干代田ピル)
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新刊案内: 全国書屈で好評発売中/

ム 型 最寄

都 枠 近 年
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〈建築技術〉別冊Vol. 1  11 月21 日発売

女サつン ｾＮｪＧ，ＩＨＮ ニティの彊鏑措術 ａｴ ロ ｚＪ

住宅の防音と調音のすべて

監 修 久 我 新 一 A 4 判 280頁 ￥ 2，400

耐久性向上を目指す建築実務者のために

鉄筋コンクリート工事の

基本と実務

監修 ・加賀秀治 B 5 判 232頁 ￥ 3，800

1
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型
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因
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策
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の

原

因

と
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策

(

加

工

・

組

立

て

・

取

外

し

)

⑨

安

全

性

の

チ

ェ

ッ

ク

項

目

一

覧

ぐ: 連 載 企 画

建築と設備的接点を

I Tビルに探3

4  3  2  1  

ル イ シ O 通 通

の ン ス A 信 信

配 テ テ ( シ の

線 リ ム 情 ス 自

シジ * 報 テ 由

ス工 処 ム 化

テ ン 理 * *  
ム ト )  

* ピ

専門技術者のための

建築構造問題快筈集 11巻

監修・石黒徳葡 A 5 半IJ 339頁 ￥ 3.800

I 会 社 建 築 技 術 .

〒 0 東京都新宿区北新宿 1- 8- 1 中島ビル .  

r  

建築技術者のための

保有水平耐力入門圃

星 睦 贋 著 B 6判 128頁 ￥ 1，300

26項目

21項目

30項目

20項目

l主 要 目

〈石・タイル・左官〉

〈屋根 ・金属 ・建具 ・ガラス 〉

〈木材 ・塗装 ・内装〉

(組積 ・防水 ・外構〉

次

回

図

図

固

仕上工事監理の

. 日建設計大阪監理部「監理業務研究会」著 一一

今 日 ま で明確 にされなか った仕上工事監理の基本を 匂芝三少 四六判・ 2 色刷・ 224頁・定価2000円.
詳述し ，執筆者陣の豊富な知識と経験に基づく厳選

された技術情報を提供. 最ー適な仕上工事施工のため

のチェ ックポイン卜を 97項目にわたり簡潔に見聞き

で構成. 今までの過ちをくり返さないための決定版.

チェックポイント

- E軍彊霊霊盟理E・ミf 6∞京開市下京区木f，l ! 取締通商湖院東入

官 075-343-0811 織作/ 京都 0-26789企画/ 日本建築協会

ゼロ災への旅

労働災害の現況

労働災害防止対策の縫進

わが国と米国の安全

ゼロ災への道

ヒューマン・エラー事故防止

僧じられない災害を探る

安全のこころ

臓場の人間関係管理

安全担当者のあゆむ道

次目

，-

1

2

3

4

5

6

?

8

9

叩

E 3 P 四六判・ 240頁・定価1600円

表 一 郎( 株式会社松村組安全衛生部長) 著

| ゼロ災への道|

建設現場の安全管理活動

日常業務のなかで起こる

労働 災害の実状を 把握し ，

現状を踏まえたうえで，

災害を誘発させる原因を

明確に分析し，今後の安

全衛生管理はどのように

あるべきかを詳述. 実践

的 なゼロ災運動にとりく

むための理念( 心がま え)

と手法を豊富な経験に培

われた視点で丁寧に説く.

- E彊翠霊盟盟理・

〒6∞車郎市下京区本t事凶崎通商i洞院3巨人

C 075- 343- ωI I  桜仔/ 京都 0. 26789企画/ 日本建築協会
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Tl I J I  ! J ヲ! 乱暴ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

色 彩 豊物長 尺

J;:l 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 法 . S 大 波 . y 波 ・ボ ッ ク ス 波 . wジ ャ ン ボ 波 ・V デッキ

S y ジ ャ ン ボj皮・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L .其のf也

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター (強制) J  

ボーロイド( 断熱材) D. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 前 求 F さ い

i皮板規絡

途用

Tl I J I !J 9J 乱暴9J l 製造綜式会誼

〒660 尼 崎 1打昭和1南 )J1iり 3 - 26 1公 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06) 412- 5131 ( 代)

大|坂 . 7 d十| ・名 古 屋 ・広 山 東 条 刈 谷 ・姫 路

盛

大 阪 本 社

大 阪 支 底 及 工 場

東 京 本 社 及 工 場

支 庖 及 工 場

ｾ ｉｉ 話厳 Ｈ ＰＴＸＴ Ｉ ＴＲ - 3115(代)
干335 政 市 塚主主 5 丁i =l 6 番 32 号

東 北・ 束 京 ・|刻束 ・熊 谷

デンカC S Aファミリー製品

-子二J DCS A ( 膨張| 主混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｄ 弓ＮｾＮヨニ ｊ Ｈ クラウ ト用無収 納材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｏ 干 Ｒ ーデ吻Ｇｊｾ Ｈ意義主＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二J OE S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニJorlooo(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

ム

玄産 業 株 式
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本 社 ・ 京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

一

宮業 株 式

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T EL 大阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東京 ( 03) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社

コ
ト

式

社

株

..d. 

冨Z

--・・圃圃

社

A

会洋 物 産 株 式光

TEL  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 (0 6)  
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タジマ・センイ床タイ ｊｾｯ

オフィスにおける時代のニーズは、日々多様化しています二目的用途に応える機能性、洗練された美 し

き、そして、働く人たちの快適性。それらをすべてパーフェクトに満たす床こそ、時代のオフィスを支える、

時代の床と呼べるのですユタジマが提案する「センイ床タイノレ」は、まさに、「時代の床」。あらゆるニー

ス工対応する実 力派で主ノ f イノレ密度が高 〈高 級感あふれる[ タピスカスタム]。 機能はもちろん美

しい色彩感の汎用タイプ[ タピスセレク卜]0 14種類のタジマのセンイ床タイルを代表する2品種です二

東京・干 101 東京都千代田区岩本町3- 11- 13  ft 03- 866- 61  0  1附

大阪・干550 大阪市西区京町堀卜 10- 5  ft 06- 44卜5951 川

株式会社9: ; :;1

03379- 12 雑誌


